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　マクガフィン――という言葉がある。

　英語で綴つづれば『McGuffin』もしくは『MacGuffin』。

　物語において登場人物達を動かし展開を先に進める為の小道具であり――実をいえばそれ自体は何でも構わないという代物だ。例えば『大泥棒が何かを盗む』という物語があるとして、その何かは、絵画でも宝石でも成立してしまうのと同じだ。

　だから実はそれが何か、という説明はなくても物語は成立する。物語とは、あくまで人間達が――あるいは擬人化された何か達が織り成す、悲喜こもごもの絡み合いであり、その構造さえ手に入れることができれば、観客や読者は一応の納得をすることができる。

『極めて重要で物語を動かす為の軸に成り得るが、他の何かでも代替可能、それが何かという説明は重要ではない何か』――辞書的に定義すればそれがマクガフィンである。

　何でもいいということはつまり何でもないということだ。

　マクガフィンを扱ったスコットランドの小こ咄ばなしがある。

　舞台は汽車の中。登場人物は二人の男。

「棚の上の荷物はなんだい？」

「ああ、あれか。あれはマクガフィンだ」

「マクガフィンだって？　それは何なんだい？」

「高地地方ハイランドでライオンをつかまえる道具だね」

「ライオン？　高地地方ハイランドにはライオンなんかいないよ？」

「そうか。それじゃ、あれはマクガフィンじゃないな」

　…………

　結局のところ――それは何でも構わない。

　人であるならば誰であっても構わない。

　何であるか誰であるかに意味はない。

　故ゆえに……

「つまりやな」

　男はひどく気楽な口調で言った。

「マクガフィンつーのは、物語を作る側、あるいはもっと広げると眺める側の人間も含めて、物語世界を俯ふ瞰かんする存在の為の言葉や」

　見るからに胡う散さん臭くさい男だった。

　黒い革製のジャケットに同じく黒いジーンズ。でもって更に丸レンズのサングラス。中ちゆう途と半端な長さの黒髪はオールバックで、しかも大きめに開いたシャツの胸元にはペンダント、指にも銀の指輪――とにかく麻薬の売人か、密入国の手配者か、といった雰囲気が全身から漂っている。到底、堅かた気ぎには見えない。

　だがその一方で、何な故ぜか剣けん呑のんな雰囲気もない。

　へらへらと笑いながら喋るその様子に、不愉快さを覚える者はいても、危険を感じる者は少なかろう。他者を威い嚇かくするような調子ではないのだ。恐らくそんな必要を本人はまるで感じていないのだろう。ではそのチンピラめいた格好は何なのかと問われると、さっぱり傍はた目めからはわからないのだが。

　男がいるのは……無辺の虚きよ無むの中だった。

　何ど処こかと問うことに意味はないのだろう。

　それは何処でもない。何処かということを示す要素は何もない。

　ただの――闇。

　だが何故か、男の姿はその暗黒に呑まれることなく、相対する者達の姿もまた、その虚無の最中にあってはっきりと存在を主張していた。

「劇中劇、なんて言葉もあるけどな。まあ多層世界構造を前提に考えた時、自分達のいるこの世界すらも、実は誰かの見ている物語に過ぎない――なんて発想は、それこそ陳ちん腐ぷなくらい、あちこちで見かけるわな？」

「それはそうだな」

　と頷うなずくのは男に正面から相対する二名のうちの片方――金きん髪ぱつ碧へき眼がんの可愛らしい少女である。

　年齢は十代後半といった辺りか。人形のように隙すきがなく、着ているものといえば枯葉色のブレザーという平凡な高校の制服なのだが、ドレスか何かを着せたくなってしまうような、典雅で優美な雰囲気を――姫と呼びたくなるような何かを備えている。

　しかも……何故かその背後では、直径五十メートル近い黒い円盤がゆっくりと回転していた。表面にひらがなで『えいりあん』と書いてあるが、その間抜けさ加減と、五十メートルという巨大さが異様な落差を醸し出している。

「ほしたらな？」

　男は笑いながら続けた。

「それはその物語の登場人物にとってみたら、それはどうなるんやろうな？」

「なに？」

「自分達の決断、懊おう悩のう、そういったものが、何もかも一つの物語を描く為だけのもので、実は自分達登場人物それ自体が、別の物語構造の何かと組み替え可能なものやった――と知らしめられた場合やがな」

「…………」

「代替の利かへんものなんてあらへん。何もかもな。かけがえのない――なんてのは一時的な感情が生み出す錯覚や。人間の喜怒哀楽ですら本能と遺伝子が見せる生存戦略の発はつ露ろに過ぎへんのやからして」

「危険なことをおっしゃいますね」

　そう言ったのは少女ではなく、その隣に立つ人物だった。

　銀髪で、整った顔立ちに穏やかな表情を浮かべている青年。

　男とはまるで正反対――白いスーツに身を包み、片手にややゴツめのスーツケースを提げている姿は、『デキるエリートサラリーマン』といった雰囲気である。そのままホストも務まりそうな雰囲気だが、それにしては脳天気というか、日向で寝こける猫のような雰囲気が、見る者の脱力を誘う。

「貴方のその論調を推し進めると、生命は無価値、ということになりかねない」

「かもな」

　あっさりと男は頷いた。

「そしてそれを危険と断じる感情もまた遺伝子と本能の見せる幻や。生命は重要。生命は大事。そんなもん自己保存本能の典型やろ」

「…………」

　青年は肩を竦すくめる。

　確かにそう返されては反論の余地もない。

「では」

　少女が眼を細めて言った。

「貴様の求める『幸せの形』というものもまた、無価値ということになるが？」

「……ああ。〈ＧＧ〉辺りから聞いたんかいな」

　さして気にした様子もなく男は笑った。

「んー。この辺りがまあ詭き弁べんになりかねんのやけどな？」

　男は首を傾げる。

「無価値やからこそそこに価値を組み立てることに意味があるのやと思わへんか？」

「なに？」

「生命は無価値や。まあそれを前提としようや。個々の生命っちゅうんは、ただ存在の為に存在する訳やが、それですら実は全うできへん。なんせ、生きてるもんは必ず死ぬからな。つまり、生命は本質的に矛む盾じゆんを含むねん」

「……………」

「ところが、や」

　男はわずかに身を乗り出して言った。

「これが『群れ』の概念で括くくってやるとそうでもないねんな」

「……承継ですか」

　青年が呟つぶやく。

「そや」

　デキの良い生徒を前にしたかのように、男は満足げに応じた。

「承継による情報の伝達。蓄積された経験は霧む散さんするけど、そこから導き出されて蓄積された経験則、情報、そういったものは次の世代に承継される。承継されることでそれは流れとなり、一つの存在として永続し得る」

「それは……」

　少女は怪け訝げんそうに眉を顰しかめた。

「つまり人類そのものを一つの」

「生命体とみなす訳やね」

　と男は頷いた。

「人間とは不完全な群体である――てな考え方や。ところが、ここに一つ問題があるねんわな。あくまで人間は個々の個体に意識があって知性があって、より経験を確実に蓄積し、それを次の世代に承継する為のツールとして、文化とか文明とかがある。文字とか絵画なんてのはその最たるもんやな？　でもや。だからこそ、その知性は時折、立ち止まって考えてしまうねんな。『で、これに何の意味がある』って」

「…………」

「自分達は実は人類という大きな生命体の細胞の一つに過ぎず、それ自体ではまったくの無意味、全体に含まれなければ、それは所詮、何の方向性も、価値もない、ただの情報に過ぎないのではないか――ちゅう考えやね」

　細胞の一つ二つが死んでも人間は死なない。

　むしろそうして新陳代謝することで人間は生き続ける。

　細胞は人間にとって代替可能な部品でしかなく、それ一つがどんな風に生まれてどんな風に消えていくのかにはさしたる意味も価値もない。

　もし細胞に知恵とそれを表現する口があれば言ったかもしれない。

『俺はお前という人間を活かす為に使い捨てられる消耗部品でしかないのか』と。

「そんなことをいちいち考えている人間などいない。いてもごく少数だ」

　少女は不愉快そうに言った。

「そうやね」

　男はあっさりと認める。

「なんでやと思う？」

「……なに？」

「こんなもんちょっと考えたらわかることや。大多数の人間が、人類とか、歴史とか、大きな流れにはほとんど影響も及ぼさへんまま、生まれてきた意味も価値も見いだされへんまま、生きて死んでいくわな？　いてもいなくても同じ、自分は世界にたった一つだけの花かもしれんけど、別にその花のうても誰も困れへんわな？　花瓶には別の花活ければええわけやし、そんな花、あちこちにごろごろしとるわな。そんなん、中学生や高校生辺りになったら嫌でも気付くやろ？」

「…………」

「なんでそれでも皆、生きてると思う？」

「……惰だ性せいだとでも？」

　青年の言葉に、しかし男は首を振った。

「ちゃう。そこまで人間は適当やない。つまりやな。そこに向かうことで人間同士が共有できる意味、幸せの形、そういうものがあってやな。それに至ることが意味のあることやという考え方が、あるからやねん。誰もが幸せになりたいって思うやろ？　個体レベルでの存在理由の補完やね」

「つまり」

　青年は眉を顰めて言った。

「個々人が幸せに対する志向を持っているからこそ、生きるという行為に意味を見いだせるのだと？」

「こんなに気持ち良く、幸せになれたんやから、生きてた意味はあったわな――そう思う為の仕掛け。幸福感ちゅーのはな、虚無、無価値に対抗する為の意識的な武器や」

　誰かの生命は無駄にはならない。

　だがそれは遙かに人類全体を俯瞰して見た場合に言えることであって、個人はそれを実感できない。また、代替可能なものでもある以上、個人の価値というもの――自分が自分であり自分として生きたという事実に対する価値にはならない。

　それはそれとして別に価値が存在しなければ個人が生きている意味はない。

　それ故に――幸福感が意味を持つ。

　先払いの価値。先払いの意味。

　翻ひるがえって『こんなに幸せだったから私の人生は無意味ではなかった』という逆説的とも言うべき結論を導き出す為の――概念装置。

「けどなあ」

　男は溜ため息いきをついた。

「人間つーのはほれ、幸せの只中にいるとそれを幸せだと感じられへんことも多いねんわな。ええとなんちゅーたかな？　『幸せのパラドクス』か。メーテルリンクの青い鳥でもええけどな。だから幸せというものを実感させる為の前提条件として――不幸っちゅーものが必要になってくる。零ゼロではなくマイナス。無価値ではなく負価値。そういう自己否定の感情がそこにある時、それがプラスに転じたときの落差は、そのまま幸せの大きさとなり、人間を生かし、先に進ませる」

「…………」

　青年と少女は顔を見合わせた。

　つまりこの男は――

「まあその手の理想型を探る為の、これは、実験やねん」

「何処までが？」

　と青年が尋たずねる。

「このアバロン学園都市が？　それともこの世界が？　それとも」

「わかってるんやろ？　〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉」

　男はにたにたと揶や揄ゆするような笑いを浮かべて言った。

「全てや。お前さんも含めた――全て」

「…………つまり」

　気圧されたように黙り込む青年に代わって、少女が言った。

「お前は全ての世界の創造主なのだと？」

「〈二重虚言フエイク・フエイク〉。お前さんはちと察しが悪いな」

　男は言った。

「今、言うたやろ。全部や。何もかも全部」

「………………つまり」

　それはこの男ですらも……

「いずれにせよ」

〈異生物使い〉と呼ばれた青年は言った。

「貴方の行動は、新たな、大いなる不幸を生み出す為のものであると理解して良いのでしょう。我々はそれを容認することはできない」

　彼がそう告げた――その瞬間。

「…………」

　虚無が轟ごう音おんと共に崩壊した。

　あるいはそれは、予め造り出された偽りの虚無であったのかもしれない。

　暗黒と入れ替わるように生じたのは、黒と白の入り混じる、まさしく混こん沌とんを象徴するかのような奇妙な空間だった。

「混沌委員会、総出かいな？」

　男は無ぶ精しよう髭ひげの生えた顎を指先で撫なでながら笑った。

「さしずめ、二人は包囲が完成するまで、俺をここに留めておく為の囮おとりか」

「そうだ」

〈二重虚言〉の少女が頷く。

「我々はアバロン学園に――というかこの世界に直接干渉はできない。してはならない。だからこそ我々の領域にいる間に貴様を斃たおす、あるいは捕らえる必要があった。貴様は我々を『部分』だと――本来の存在から投影されただけの断片、いわば影に過ぎないと言ったようだが、影とて、十三揃そろえばそれなりの力になる」

「…………」

　男が周囲を見回す。

　混沌委員会――十三の存在が男を取り囲んでいる。

　かつて〈賛美歌の娘キヤロルズ・ドーター〉と〈偶像破壊者イコノクラスト〉が全力で掛かって取り逃がした相手。

　だが……単純に見て数はその六倍。行使できる力は均等でないとはいえ、中には惑星そのものを滅ぼせる程の威力を持った存在も含まれている。一人の人間を包囲するには過剰も過剰、部外者ならば苦笑を禁じ得ない程の大袈裟な布陣だ。

　だが――

「その心意気は尊重するけどな」

　男――ＳＫと名乗る存在は言った。

「マクガフィンはマクガフィンや。マクガフィンとしての機能すら果たされへんかったら、どうなる？」

「それは――周す防おう千せん里りのことを言っているのですか？」

「概おおむね。正確には周防千里とその周囲の環境全てを指すけどな」

　と〈異生物使い〉の言葉に頷く男。

「まあ、好きにしたらええ」

「……なに？」

「種はまきおわってんねん、後は観察だけや。俺がここで滅ぼされようと滅ぼされまいと、同じや。観察者がいる以上、それは事象として認識され、事実として残る。それら全てを俯瞰する者によって記憶され、それは試行錯誤の一つとして次の一手の手掛かりとなる」

　そう言いながら。

「……!?」

　ゆらりと男の輪郭が緩んだ。

　どろどろと男が――溶けていく。

「ええ機会や。ちと用ができてな。知り合いが実験途中でちと、離脱してしもてな。挨拶にいかなならんことになった。一旦、ここから立ち去るわ」

「――待て!?」

　混沌委員会の誰かがそう叫ぶが、男の溶解は止まらない。

　まるで熱風で炙あぶられた蠟人形のように、その姿は溶け続け――

「そんじゃ、さいなら」

「総攻撃ッ！」

　誰が叫んだかはわからない。

　あるいは全員だったのか。

　いずれにしろ、十三名には微塵の躊躇もなく――次の瞬間、惑星をも何度か砕き得る程の威力が男の上に炸裂していた。

　強烈な閃せん光こうと爆音が幾重にも生じ、更にはその上から、音や光も伴わぬ情報破壊が重ねられる。およそ如い何かなる存在といえど、物質的には勿論、情報的にも破壊され尽くすはずの究極的な暴力。たとえ実体持たぬ幽霊であろうとも、たとえ質量持たぬ幻想であろうとも、この中では殺されざるを得ない。

　得ない――はずだった。

　だが。

「……やったか？」

　誰かが呟く。

　全ての音と光と破壊力が拡散しきった後。

　そこには何も残っていなかった。

　それは注ぎ込まれた力を思えば当然の結果であるはずだが――

「わからん」

　誰かが溜息混じりにそう答えた。













　――『楽園パラダイス』

　その言葉から、人はどんな情景を連想するだろうか。

　勿論、細かな部分は人によって異なるだろう。幸福の概念が人それぞれに異なるのと同じく、『楽園』という言葉から脳のう裏りに思い描く想像図イメージもまた、個々人の趣しゆ味み嗜し好こうや価値観に依存して変化する。同じ人間など一人もいない以上、『楽園』の情景もまた、百人の人間がいれば百通りの様を呈するものだ。

　とはいえ……あくまでそれは細部に関しての話。

　想像図を構成する要素に関しては、共通する部分も多いだろう。

　例えば『楽園』と言われて咄とつ嗟さに『極寒の地にある強制収容所』を連想する人間は皆無――かどうかはさておいても、数限りなく少ないに違いない。

　寒い場所よりは暖かい場所を。

　暗い場所よりは明るい場所を。

　狭い場所よりは広い場所を。

　硬い場所よりは柔らかい場所を。

　彩りに乏しい場所よりは豊かな場所を。

　人間が普遍的に好む要素を並べていけば、ぼんやりとではあるが、圧倒的多数の人間が受け入れ易いような――最大公約数的な『楽園』の情景を描き出すことは可能であるはずだ。

　例えば今……周す防おう千せん里り達の前に広がる景色などは、その想像図にかなり近いだろう。

「……つか完璧すぎて、むしろ現実味がわかねえけどな」

　と千里は呟つぶやいた。

　頭上に広がるのは蒼あおい空。

　眼前に広がるのは碧あおい海。

　そして波打ち際からこっち――足の下に広がっているのは、白い砂浜だ。

　きめ細かな砂は独特の感触を裸足の足裏に伝えてくる。確固たる地面ではないのに、その上に立っていても不安を感じない。僅かに沈み込む爪先や踵かかとの感覚が……むしろ足の形に合わせて砂地が包み込んでくるようで……妙に心地良い。

　頭上から降り注ぐ日差しは何ど処こまでも強く――しかし気持ち良く辺りを吹き抜けてゆく風が適度に涼感をもたらし、湿度を下げてくれるお陰で、不快感は皆無だ。頰ほおを伝う汗すらもが気持ち良く感じられてしまう。

　爽快とはまさにこのことだろう。

　南の島だった。

　どこからどう見ても完璧なくらいに南の島の――浜辺ビーチの情景だった。

　旅行会社のパンフレットが『地上の楽園』だの『最後の楽園』という言葉を添えて宣伝しまくる南国風景そのまんまの景色が、そこには臆面もなく存在していた。

　打ち寄せる波にはゴミの一つも浮かぶことなく、勿論、砂浜には無ぶ粋すいな空き缶や花火の残骸などまったく見当たらない。あるいは今まで人が一度も足を踏み入れたことなどないのではないかと思わせる程に、文明の汚れとは無縁の風情。

　確かに完璧に過ぎる風景であった。

「相変わらず無茶苦茶な技術だな……」

　と頭上を見上げる千里。

　燦さん然ぜんと輝く白い太陽は勿論、直視を許さぬまばゆさだ。

　それが偽物とは到底思えないくらいに。

「はっはっは。千里。何をぶつぶつ言っているんだ」

　と――背後から投げ掛けられる声。

　千里が振り返ると、そこには見るからに優等生然とした感じの――育ちの良さそうな雰囲気の眼鏡君が、無意味に爽やかな笑みを浮かべて立っていた。ちなみに上半身は裸の水着姿。平均的な体つきで、普通の競泳用水着、この場においては特に違和感のない格好のはずだが……何だか無意味に変態ぽく思えるのは、この少年の中身を千里がよく知っているからに他ならない。

　逆さか崎ざき聡さとる。

　千里の所属する、アバロン学園高等部普通科一年Ａ組の、学級委員長である。

　見た目通りに頭脳明晰な少年だが――同時に千里が知る限り、五本の指に入るド助平でもある。穏やかで上品な笑みの仮面の下には、品性下劣な性欲が渦巻いちゃっていたりする困った奴であった。なまじ頭が良くて妙な理論武装ができる分、ただ単にヤラしい奴よりも始末が悪い。

　まあそれはさておき――

「せっかくのロケーションだ、愉しまないと損だぞ」

　などと言う聡の隣――彼が腕を回して肩を抱いているのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの小柄な少女であった。見るからに華きや奢しやで清楚可憐、ドレスがよく似合う感じで、いつもは実際にそういう格好をしているのだが……今は白いセパレートの水着を身に着けている。

　フランカ・モーゼルＭ７１２〈シュネル・フォイヤー〉ＭＧカスタム。

　名前に人間らしからぬ数字だの何だのが混じっているのは、この少女が人間ではないからだ。見た目は人間の形を保っているし、喋ったりする様子も人間そのものにしか見えないが、この少女は武器の化身――文字通りに――なのである。

「まあそうだな」

　千里は溜ため息いきをつく。

「確かに愉しまないと損だ」

「そうだとも。照りつける太陽と何処までも透き通る青空の下でするのもなかなかできない体験だしね！」

「他の楽しみ方はねえのか!?」

　千里は喚わめき――聡の横ではフランカが真っ赤になって俯うつむいている。

　このロケーションで何を愉しむつもりなのか。まるで想像もつかない――訳では無論なくて想像がついちゃうからこそ困ったものであった。というか先程から聡の股間はとっても暴れん坊状態である。普段はさておき水着、それも競泳用となると隠しようがないのだが、隠そうというつもりそのものがないらしい。

　学級委員長が率先して不純異性交遊していれば世話はない。もっともこのアバロン学園は世間の常識からかなり外れた場所に存在する為、不純異性交遊についてもおおらか――どころか部分的には推奨する傾向すらあるのだが。

「千里」

　聡はきらりと眼鏡で陽光を反射させて言った。

「夏の海は人を大胆にさせるのさ」

「お前は年中無休で大胆極まりねえだろうが」

「はっはっは。これは一本とられたなあ」

「爽やかに笑って誤ご魔ま化かしてんじゃねえよ」

　夏の浜辺に似合わぬジト眼で級友を睨みながら千里は言う。

「ともあれ千里、君の所の適合補助者アジヤスタント達も、同級生達も、さらには由ゆ々ゆ子こ先生も、百ひやつ花か繚りよう乱らんといった感じじゃないか。素直にそれを愉しむのが正しい青少年の在り方だと思うよ」

「青少年な」

　千里は言った。

「お前が言うと途端にいかがわしい単語に聞こえるから不思議だ」

　とはいえ。

　聡が指し示す方向を振り返ると、そこには確かに年頃の少年ならばときめいちゃわずにはおれないような光景が展開していた。

　波打ち際で。砂浜で。あるいはビーチパラソルの下で。

　それぞれ思い思いに過ごしている水着姿の女性陣である。

　建たて前まえとしてはアバロン学園高等部の臨海学校ということになっているので、学校行事の一環のはずなのだが、いわゆるスクール水着だの何だのといった無粋なデザインの水着を着ている者は一人もいない。それぞれが好き勝手な水着を着ている為、実に華やかというか、確かに百花繚乱、豪ごう華か絢けん爛らん、といったありさまである。

　もっとも……

「どうしたの周防く――ぺぎゃ!?」

　ととことこと歩いてきて、何もないはずの砂浜で足をとられて、すっ転んでいるその女性。

　眼鏡にひっつめ髪というのも要因の一つではあろうが、やたら小柄な上に、凹おう凸とつというかメリハリというかそーゆーのがとことん乏しい感じの体型のせいか、『華やか』とか『艶つややか』とかいう単語とはあまり結び付きにくい人物もいるが。

　大おお場ば由々子。

　むしろ中学生か小学生じゃないのかと怪しんでしまう姿だが、これでも立派に教職者、千里達一年Ａ組の副担任教師で――今回の引率者である。

「何やってんですか」

　と千里は腕をとって由々子を立たせてやる。

「つかこんな場所でどうやったら転べるんです？」

「うー……」

　などと半泣きの顔はもう本当に小学生にしか見えないのだが。

「……だから夏の海って嫌いよ」

「これで嫌われたら夏の海も相当不本意だろな」

　と千里。

「ところで周防君。ちゃんと楽しんでる？」

　咄嗟に教師としての顔を取り繕って由々子は言った。どうやら千里が遊び回る皆に加わっていないのを気にして様子を見に来たらしい。あるいは聡もそういう気遣いで声を掛けてきてくれたのかもしれないが。

「ああ……まあ、適当に」

　と千里。

「どうにもこう、身の置き所がない感じですけど」

「駄目よ？　遊び回るのも勉強のうちっていうか。アジャスタントの運用の――」

　――と。

　そこまで言って由々子は気付いたらしい。

「周防君。君のアジャスタントは？」

「ああ、クフィール達ならまだ着替え中です」

「まだ？」

　首を傾げて由々子は千里の見ている方向を――砂浜から少し奥まった場所、数本の椰や子しの樹とレジャー・シートを利用して作られた更衣所の方を振り返る。

　既に一年Ａ組がこの砂浜に来て一時間。

　着替えにかかる時間としては異常な長さだが。

「何かあったのかしら？」

　と由々子が首を傾げたその瞬間。

「がううううううッ!!」

　何処か悲鳴じみた調子を含んだ咆ほう哮こう――つーかなんつーか――がレジャー・シートを翻ひるがえす程の勢いで放たれたかと思うと、人影が二つ、千里達の方に吹っ飛んできて、ぼてっと砂浜に落ちた。

「…………何やってんだ、お前ら」

「あ。御主人様」

　がばっと砂をはね除けながら起き上がって笑うのは、年の頃なら十代前半といった感じの小柄な少女である。朱あかい髪に朱い瞳。可愛らしい顔立ちで天てん真しん爛らん漫まんといったその笑みが見る者の微笑ほほえみを誘う――そんな雰囲気の女の子だ。

　あくまで外見の雰囲気だけだが。

　小柄な幼児系ツルペタンなボディに、中年親父もたじろぐ助平ハートを搭載した、歩くエロトーク専用フルレンジ・スピーカー。姿形を見る限り存在自体が限りなく違法に近いこの少女は、千里の二人目のアジャスタント、テジャス・ファルチェスクである。

　普段、ゴスロリ系の衣装を着ているテジャスだが――というか本来、その衣装部分が本体である彼女だが、精霊化していることもあり、今は水着姿になっている。水着もゴスロリかと思えばそうではなく、ごく普通のセパレート・デザインだ。トップは肩ではなくクロスしたヒモがうなじの部分で支える形、首元の猫マークがワンポイントだろう。

　テジャスにしては普通というか、大人しいデザインである。

　まあこの少女の場合、『その気になれば一瞬で脱衣キヤストオフ可能！』とかそーゆーいらん機能を水着に仕込んでいそうだが。

「いえ。クフィちゃんの着替えを手伝っていたのですが」

「あー……」

　千里は眉を顰ひそめて更衣所を振り返る。

「やっぱ嫌がってんのか、あいつ」

「ええ」

　とテジャスは頷うなずく。

「せっかく、特注の水着を用意しましたのに……」

「一応聞いておくがどんな？」

「バカには見えない水着です」

「それは真っ裸というんだ！」

　千里は喚いた。

「冗談ですよ」

「そうか？　本当にそうか？」

「半分くらい」

「半分本気なんじゃねえかよ」

「ちなみにその半分は主にセパレートのボトム側です」

「尚更タチ悪いわッ！」

　トップレスならともかく、ボトムレスなど、痴女の装い以外の何物でもない。

「……つか」

　千里はふと先程から黙り込んだままのもう一人のアジャスタントを振り返って言った。

「その悪趣味な格好させようとして、お前等二人共、クフィに吹っ飛ばされたのか」

　そのアジャスタントは――何というか、猟りよう奇きな感じだった。

　どう猟奇かというと、犬神家が遺産相続争いでも始めちゃったのかと思うくらいに真っ逆さまに、砂浜に突き刺さっているのだ。どうやら高々と放り上げられた結果、頭から砂浜に突っ込んだようなのだが。

　身体だけ見るとこれが豊満というか、胸やら腰やらが規格外な感じにメリハリが効いている上に、着ている水着というのもＶ字型に鋭く切れ込んだ布一枚で、股間と、そして両胸を――というかその尖端だけを隠している代物。しかも前述の通り元々やたら胸がでかいので、左右の乳房の下から臍へそのあたりまで布が浮いている――いわゆる『下乳』が丸見えという状態である。これがもう何というか無意味にエロい。

「おい。ミーティア。大丈夫か？」

　まあ大丈夫なんだろうなあと思いつつも一応声を掛ける千里。

　すると――

「ああ……」

　とずぼりと砂浜から自らの頭部を引き抜いてその三人目のアジャスタント、ミーティア・ファルチェスクはうっとりと言った。

「この、細かい砂が……この私の身体の穴という穴に容よう赦しやなく挿入され……」

「…………」

　勿論鼻の穴とか耳の穴とか口のことなのだろうが。

　自らの身体を抱き締めるようにして身を縮めるとミーティアは、ふるるるる、と小刻みに何かを堪たえるかのように震えた。

「みっちりと塞ふさがれてしまうこの窒息感が、ギャグ・ボールやラバー・マスクの拘束感にも似てえもいわれぬ法ほう悦えつでございました……」

「そうか」

　もうどーでもいいよーな気持ちで千里は頷いた。

　ミーティアのＭはドＭのＭ……このダイナマイト・ボディの少女は実は、被虐趣味全開の変態さんである。普段から千里に『踏んでください』だの『ぶってください』だのと懇こん願がんしてくるのでうっとうしいことこの上ないのに加えて、無視して放置すれば放置したで『放置プレイ』と認識して喘あえいだりする。

　まあ千里の奴隷を自称するだけあって、テジャスのように余計な真似をしてくることは少ないのだが、代わりに四六時中発情しているような空気を振りまいている為、近くにいるだけで千里の方が落ち着かないのである。

「……っていうか」

　千里は眉を顰めて言った。

「ふと気付いたけどな、ミーティア」

「はい、御主人様」

「そもそもお前、息苦しさとか感じるのか？」

　ちなみにミーティアは、元々服の魔法具であるテジャスが『芯』として使っていた自動人形筐体に、付つく喪も神がみが宿った代物である。なので厳密な意味では生き物ではない。桃色な感じに息を荒げているのをよく見かけるので、呼吸する機構は存在するようだが――

「御主人様。心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火もまた涼し、と申します」

　と無意味に静かな表情を浮かべてミーティアが言った。

「それがどうした」

「息苦しいと思えば人形でも息苦しいと感じられるのです」

「…………そうか。良かったな」

　もう本当に何もかもどうでもいいような気持ちになって、千里は頷いた。

「それよりもクフィだ。あいつ、まだ怖がってんのか」

「怖がってる？」

　と不思議そうに由々子が首を傾げる。

「ええ。あいつ、カナヅチなんですよ」

　と千里は言った。

「あ。そうなんだ」

「ええ。運動神経抜群なんですがね。どうしてだか泳げないみたいで……」

　言ってから千里は更衣所に向けて叫んだ。

「クフィ！　クフィール・アブソリュート！」

「がぅっ!?　は――はいっ!?」

　慌てた様子でレジャー・シートの隙間から顔を覗かせるのは、蒼い髪と瞳の少女だった。

　ただしその顔の位置から、『少女』という単語には違和感を覚えてしまうような長身なのが見てわかる。千里は同世代の少年の標準かそれより少し低いくらいの身長だが、この蒼い髪の少女の背丈は、明らかに彼よりも頭半分ばかり、高い。百八十センチ近いのではないだろうか。

　彼女の名は千里が呼んだ通り――クフィール・アブソリュート。

　千里の一人目のアジャスタントである。

「いつまで着替えてるんだ。さっさと出てこい」

「あ……はい……」

　クフィールは一旦、レジャー・シートの向こう側に引っ込むと、何やら慌てた様子でガサゴソやっていたが――レジャー・シートがばたばたと揺れている――十数秒後には、とりあえず水着姿で出てきた。

「…………すみません」

　しゅんと意気消沈した様子で言ってくるクフィール。

「あー……」

　千里は曖あい昧まいに声を漏らして視線を泳がせた。

　改めて見てみれば綺麗な少女だ。

　蒼い髪と蒼い瞳。

　普通の人間にはあり得ない髪の色であるはずなのに違和感がないのは、後から染めたり塗ったりしたのではなく、そういう色として元々生まれてきたことに加えて――彼女の顔立ちがよく整っているからだろう。よく均衡のとれた綺麗な容貌だ。恐らく金髪でも赤毛でも変わらず彼女にはよく似合うだろう。

　長ちよう身しん痩そう軀くに加え、四肢はすらりと伸びて、太すぎず細すぎず、また長すぎず短すぎず、優美とも言うべき均衡を以て健康美を描き出している。その一方で胸と腰は豊かに発達しているのは一目瞭然、セパレートの水着に包まれたその姿は、まるで下着姿のようにも見えて、扇せん情じよう的てきですらあった。

　しかも上はいわゆるチューブトップ、肩紐のないデザインな上に、大きな胸を辛うじて下からすくい上げるようにして保持するタイプ。ちょっとずれれば色々見えてしまいそうな感じの布面積だったりするので、尚更――まあ端的に言えばエロい。

　正直、長く凝視していると余計な所が余計な状態になってきそうで、色々まずいクフィールの水着姿であった。普段着ならともかく今は千里も水着なので、こちらも一目瞭然になってしまう。

　美人で長身となると見る者を圧倒しそうな雰囲気すら漂うはずなのだが、何処かこの少女が親しみやすいのは、自らの姿を誇る様子がまったくないからだろう。申し訳なさそうに背中を丸めたりしている気弱な様は、その容姿との落差から見る者の微笑みを誘う。

「あの……千里様？」

　長身のクフィールが上目遣いにこちらを見つめてくる様は――何というか破壊力抜群である。本人は意識していないのだろうが、両脇を締めて祈るように胸元に両手を合わせているものだから、こう、たわわな胸がぎゅっと、ぎゅっと――

「な、なんだよ？」

　頭の中で素数を数えながら努めてさりげない風を装う千里。

「何か……その……変ですか？」

「あ？」

「いえその……水着は本当に適当にアバロン学園から支給されたものを着てきただけなので……変なのかなと……」

　どうやらクフィールは千里が視線を逸らしているのを別の意味に捉えているようだった。

「いや、別にそんなことは……」

　ない。まったくない。

　というか元々豊満な――出る所はとことん出ていて、引っ込む所はとことん引っ込んだ感じで、メリハリつきまくっている上に長身であるクフィールの場合、こういうセパレート型の水着はとにかくよく似合う。

　実をいえばこの格好のクフィールを見るのは二度目だが――一度目は某教師主催の『ＤＯＫＩドキッ☆アジャスタントだらけの水着サバゲ大会』の最中だったが――正直言って、千里としては、もう視線のやり場に困って困って仕方ないのである。

「まあ……その、なんだ、よく似合ってるけど……な」

「そ……そうですか？」

　目を瞬かせて自分の身体を見下ろし、そしてクフィールはほっとしたように微笑した。

「良かったです」

（ああくそ、やっぱ可愛いんだよな、こいつ）

　と胸の中で溜息をつく千里。

『普通であること』を半ば強迫観念的に自らに課している千里としては、彼女だの恋人だのもやっぱり普通の人間がいい訳で。

　だがクフィールは人間ではない。

　普段は隠している――魔法か何かで不可視状態になっているが、本物のケモノミミとケモノシッポ装備の獣人である。だから彼女に萌えたり欲情したりしてはイケナイのだと千里は自分に言い聞かせている。どれだけ可愛く見えようが、どれだけ千里の股間が暴れん棒将軍になろうが、ここはぐっとこらえて我慢の子なのである。

　しかし……

「ところで御主人様」

　と何やら期待が滲にじんで滴したたり落ちるよーな口調の声が、千里を呼ぶ。

　振り返って確かめるまでもなくそれはテジャスの声だ。

「そろそろテンションは上がってきましたか？」

「あ？　なんのだよ」

　振り返って尋ねる千里に、テジャスは両手を広げて言った。

「碧い海！　蒼い空！」

「…………」

「白い砂浜！」

「…………」

「夏の海は魔物ッ！　男も女も大胆にします！」

「…………」

「さあ、御主人様！」

　ぐっと拳こぶしを握り締めてテジャスは言った。

　ちなみに親指の先が人差し指と中指の間から出ているよーな気がするが千里は努めて無視することにした。テジャスのやることなすこと、小ネタにまでいちいち突っ込んでいたら日が暮れる。

「レッツ、性への目覚め！」

「…………何を言ってるんだお前は」

　千里は目を細めてテジャスに言った。

「え？」

　テジャスは首を傾げる。

　その仕草はまるで小鳥のようで、音声オフ状態なら本当に可憐で愛らしいのだが。

「御主人様」

「なんだよ。つか御主人様って言うな」

「千里きゅん」

「やめろ」

「千里様。映画の『青い珊さん瑚ご礁しよう』とか御覧になってないのですか？」

「しらねえよ」

　その題名は何処かで聞いたことがあるような気もするが、まあその程度である。

「基礎教養ですよ!?」

「なんのだよ」

「原題は『ＢＬＡＣＫ　ＬＡＧ●ＯＮ』です！」

「よく知らないがそれは別物じゃないか？」

　ちなみに『青い珊瑚礁』の原題は『ＴＨＥ　ＢＬＵＥ　ＬＡＧＯＯＮ』であるがそれはさておき。

「とにかく知らねえよ」

「『チャタレイ夫人の恋人』と並んで性のバイブルですのに！」

「そんな聖書バイブルは焚ふん書しよしてしまえ」

　と千里。

　だがテジャスは構わず言った。

「他にも『流されて』とか『流されて２』とか『不思議の海●ナディア』とか――無人島に流れ着いた若い男女二人は、極限状況の中、やがて性に目覚めてお互いを意識したり求め合っちゃったりするのです！　そう決まっているのです！」

「確かに無人島かもしれんが、流れ着いた訳でもねえし、俺達だけって訳でもねえだろ」

　シフト・ポータルで転移してきた訳で。しかもそれを発動させたのは今も苦笑しながら千里達のやり取りを眺めている由々子先生である。

　だが勿論、そんな道理をいちいち気にするテジャスではなかった。

「なので――さあ！」

　両手を広げてテジャスは言った。

「どうせいっちゅーんだよ」

「目覚めよ！　性！」

　びしりと千里を指差して叫ぶテジャス。

「…………」

「…………」

　ざざぁ、ざざぁ、と波の音がどうしようもなく横たわる沈黙の合間に響いていた。

「……千里様」

「なんだよ」

「目覚めませんか？」

「何が」

「だから性が」

「…………目覚めたらどうなる予定だったんだ？」

「きっと、こう、透過光と共に発動するんですよ。ゴゴゴとか言って」

「なにが？」

「ナニが」

「…………」

　想像するだに何だか嫌な性の目覚めであった。

「千里様のムスコが！」

「言わんでいい」

「千里様のジュニアが！」

「言うなっつーに」

「大事なことなので二度言いました！　さらに三度目も言います！　っていうか連呼します！　ムスコムスコムスコムスコムスコ！」

「言うな！」

　怒鳴る千里。

「大体――ナニが目覚めだ。学園超能力バトルの異能でもあるまいし、『目覚めよ』とか言われてハイソーデスカと覚醒してたまるか！」

「おかしいですねえ」

　とテジャスは首を傾げる。

「性的欲求は生き物の本能なのです。なのに千里様が全然その気になってくださらないとは……はっ……ひょっとして千里様!?」

　愕然として千里を振り向くテジャス。

「何だよ」

　いちいちテジャスの妄言に付き合う自分も大概根気が良いのかもしれない、とか思いつつ千里は言った。

「まだ――初潮が来てないとか!?」

「来ねぇよ！　永遠に！」

「なるほど、だからなのですね！　まだエッチするための時が満ちていないのだと！」

「満ちてもンなもんこねえよ！」

「大丈夫です、何年か遅れる人もいるらしいですから！　時が満ちれば自然と目覚めるのです！」

「心配してねえ！」

　ついテジャスの首を絞めたくなる衝動を必死で抑えながら千里は喚いた。

「大体な、無人島に漂着してとか言うと、むしろ俺は『蠅はえの王』とか思い出すぞ」

「ああ、あのドリル付きの宇宙戦艦で『必ひつ中ちゆう吶とつ喊かん』とか叫ぶ奴」

「それは『蠅の王』にインスパイアされた別の作品だ」

　目を半眼にして言う千里。

　というかどうしてこう変な知識が豊富なのだろうか、このアジャスタントは。

「暗い映画観てますねえ、千里様」

「エロい映画しか観てないお前に言われたかねえよ」

「うふふ。褒ほめてもナニしかしませんよ」

「褒めてねえ！」

　と言ってから。

　千里は大きく溜息をつく。

「……まあとにかく」

　水着の上から着ていたヨットパーカーを脱ぎながら千里は言った。

　テジャスとの漫才――というかなんというか――は千里の側から適当な所で切り上げてやらないと、本当にきりがない。

「せっかくのロケーションだし、確かに楽しまないと損だが」

「それでしたら御主人様」

　ミーティアがとろんと潤んだ瞳で言ってきた。

「スイカ割りなど如何いかがでしょう？」

「いいね」

　と隣で千里達のやり取りを眺めていた聡も同意してくる。

「いかにも夏の海の定番だよ」

「まあそりゃいいけど」

　千里は言って辺りを見回した。

「スイカ割りつってもスイカなんて持って…………」

　来てたか？　と言おうとして千里は口を噤つぐんだ。

　いそいそとミーティアが妙なガラのボディ・スーツを着込み始めたからである。翠みどりと黒の若干乱れた縞模様がとっても何かを連想させる。特に彼女の、クフィールよりもなおまん丸な胸なんかの上にその縞模様が乗ると、これ以上はないってくらいにそれはアレに似通ってくる。

「何やってんだおまえ」

「不ふ肖しよう、このミーティアが」

　はぁはぁと息を荒げながら千里のアジャスタントは言った。

「スイカの代役を務めようかと」

「やめんか」

「御主人様から渾こん身しんの力で振り下ろされる無慈悲な木刀の一打。ああ。私、想像しただけでめくるめく歓びに眼も眩くらむ思いです」

「勝手に眩んでろ」

　と千里は言ってから波打ち際に向けて歩き出す。

「まあとりあえず泳ぐか」

「行ってらっしゃいませ」

　と自然に千里のヨットパーカーを受け取りながら言うクフィール。

　テジャスとミーティアもごく自然に千里の隣に並び……

「…………」

　千里はふと――『私は荷物番してますね』と言わんばかりに、ヨットパーカー片手に手を振っている彼女を振り返って。

「クフィ」

「がぅ？」

「お前も来るんだよ」

「………………[image: ]」

　クフィールが凍り付く。

　どうやらこのまま泳がずに誤魔化せると思っていたらしいのだが。

「いえ。あの。私は荷物番を」

「俺達以外いねえんだから、いらねえよ」

「えと、その、あの、でしたら、ええと私は――そ、そうだ、砂浜の砂粒の数を数える仕事をしませんと、ええ、その、とても重要で」

「いいから来いって」

「がぅぅ……」

　それでも尻込みしているクフィールを見ながら千里は思う。

（ノリは犬なんだけどこういう所は猫だなコイツ）

　彼女の本性が獣人なのは知っているが、ではクフィールが何の獣人なのかはイマイチよくわからない。獣形態になった際の彼女は、狼おおかみのようでもあるし獅し子しのようでもある。あるいは両方を混ぜ合わせた合成獣キメラなのかもしれないが。

　ともあれ――

「よし」

「がぅ？」

「今日はクフィールに泳ぎを覚えさせる方向で」

「がぅ!?　いえ、あの」

「大体、あれだけ身体が動かせる癖くせに、泳げないって方がおかしいんだよ」

　と言いながら千里はクフィールの手をとって引っ張る。

　ちなみに千里は割りと泳ぎは得意な方だ。子供の頃に妹と一緒に水泳教室に通っていたことがあるからだ。習い事というものは一緒に頑張る身近な人間がいると、身につくのも早かったりする。

「ほら、いくぞ」

　クフィールを引きずって波打ち際に向かう千里。

　何な故ぜか数秒間、ぼーっとしていたクフィールだったが――彼女の視線は自分の手をとる千里の手に向いていた――はっと我に返った様子でぷるぷると首を振った。

「でも……」

「泳げないよりは泳げた方がいいだろ」

「でも御主人様、えと、その、もとい千里様の手を煩わせる程のことは、その」

「そもそもこれも授業だろうが。アジャスタントの身体能力向上を図るってのは『応用』の一種と見ることもできるだろ？」

「がぅ――それはそうなのですが」

「いいから。命令」

　千里は珍しく押しつけるような口調でそう言った。

「がぅ……わかりました」

　やはり適合補助者たる身、『命令』の一語には弱いらしい。

　だが――

「千里様」

「なんだ」

「その…………」

　恥じらうように、その大柄な身を縮こめながら――クフィールは言った。

「……優しくして……くださいね……？」

　先程と同様に、腕のせいでこう、期せずしてそのたわわな胸を寄せてあげるような効果が生じていたりして、千里の股間ははわわな状態。さらには上目遣いに赤面した表情で千里を見つめてくる視線とのコンボ。

　はっきり言ってこれは反則だ。卑ひ怯きようだ。

　本人に自覚がないらしい所が余計に。

「………………」

　とりあえず、燦々と降り注ぐ夏の空を振り仰ぐ千里。

　そうしないと、鼻血が出そうだった。

　そんな彼の横から下半身を眺めつつ――

「お母様。御主人様のムスコが覚醒しつつあるようです！」

「千里様、お赤飯炊きましょう！」

　などと言うミーティアとテジャスに、千里は力の限りに怒鳴った。

「やかましいわ――ッ！」
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　常識という強固な壁の向こう側に棲すむ者達がいた。

　科学という安定した技術の発達により、歴史の表舞台から追われた特異技術――魔法。

　その魔法を守り、研けん鑽さんを積んできた者達、即ち魔法使い。

　彼等は基本的に隠れ棲む者だった。

　断絶はせずとも隔絶した者だった。

　そもそも魔法という技術は、個人的な能力差が如実に出る上に、魔法使いと呼べる程の資質を備えた者は圧倒的に少ない。それ故に、その存在自体が差別と混乱を生むのは必至であり――魔女狩りの例をわざわざ引き合いに出すまでもなく、魔法とそれを使う者達が表舞台から姿を消したのは当然のことであったろう。

　だが……




「――本当にそうなのか？」




　そう最初に疑問を持った魔法使いが、誰なのかはわからない。

　だが現代に隠れ住む秘儀継承者達は、ある時……ふと考えたのだ。




「『十分に発達した科学は魔法と区別がつかない』――クラークの言葉はある意味で的を射ていると言えるだろう」

「既に個々人で把握できる領域を越えて科学は広がり、専門外の人間にはまるで意味不明の代物と化している。過度の専門化・先鋭化により、学ぶには個人的な適性が重要視されてくることも含めて考えれば、それはもう、実質的に我等の魔法と差はないのではないか？」




　かつてパーソナル・コンピュータの存在が『パソコンを使える人間と使えない人間を峻別し能力差別社会を作る』と叫ばれた時代がある。だが結果的にはそれは予想されたような事態には陥っていない。緩やかな変へん遷せんにより、人々の生活習慣や意識が変化し適応していったからだ。

　ならば……あるいは今こそ、数世紀に及ぶこの隔絶を解消し、一般人と魔法使い達が共存する世界を目指すことも可能なのではないか――そう考えた魔法使い達がいた。

　勿論、反対はあった。

　数世紀間に醸じよう成せいされた魔法使い達の価値観は、一般人との関わり合いを否定する上に成り立っている。故に多くの魔法使い達が一般人に交まじることに抵抗を覚えるのは当然のことであった。

　だが同時に――魔法使いとは、元より禁きん忌きというものに抵抗の薄い者達でもある。

　故に誰かが言い出したのだ。




「じゃあやってみようよ」……と。




　具体的には、魔法使い達と一般人とが無理なく共存できるかどうか――その実験テストをしてみようということになった。

　そう。実験だ。

　科学と魔法の区別なく、実験の積み重ねは技術の蓄積と発展には欠かせない。少数派故の色々な行き詰まりを抱えていた魔法使い達の中には、一般人を取り込むことで――あるいはそれを想定した実験を行うことで、また別の可能性を探りたいと考える者もいたのだ。

　その結果として、一つの実験都市が造られることとなった。

　アバロン学園都市――通称〈都市バロウ〉。

　実験の為に一般世界から隔離されたこの場で、魔法使い達は営々と実験を開始した。

　混こん沌とん委い員いん会かいと呼ばれる十三名の『特異な存在』を意思決定機関として置き、実際に魔法的能力を持たない人間達を迎え入れて、どの程度の問題が生じるのか――あるいは生じないのかを調査し始めたのである。

　そして――
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　臨海学校。

　世間一般の基準に照らしてみても、殊更に珍しい言葉でも概念でもない。普段慣れ親しんだ学舎を出、海辺にて泳ぎから集団生活まで諸々の経験を積むための特別授業。学校によってはその手の授業を設定していない所もあるようだが――少なくともそれが何なのかわからないという中学生高校生は、まずいないだろう。

　だが。

　ある日、いつも通りに登校してみると、担任教師から『今日から三日間、臨海学校だから』などと、いきなり一時限目に告げられる……なんて経験をしている中高生もまずいないだろう。珍しいとか珍しくないとか以前に、無茶苦茶である。

　だがここはアバロン学園都市だ。

　故にそういう無茶とか苦茶とかアホな話が、堂々とまかり通ってしまうのである。でもってまた、そんな妄言をまかり通せるだけの技術力がこの学園都市には当然のように存在するから――馬鹿馬鹿しいと笑い飛ばす訳にもいかない。

「これはまたいきなりですね」

　と評する学級委員長の聡に対し、由々子先生もまた大きく頷いて言った。

「いきなりなのよ」

　由々子曰く、この臨海学校、昨日の職員会議で決まったそうだ。

　もっとぶっちゃけて言えば『そろそろ七月か。夏か。夏と言えば海だよな！』などという某教師の一言で『そんじゃ臨海学校でもしますか』ということになったらしい。

「でも僕等、全く準備なんてしてませんが」

「うん。だから今から一旦寮に戻って、着替えと水着用意してきてね」

　などと、戸惑う生徒達に対して臆面もなく言えてしまう所が、この大場由々子という教師も、魔法使いの――常識の埒らち外がいを住すみ処かとする人種の一人だという証拠だった。

「他に必要はものは一通り向こうに用意してあるから。とりあえず衣類関連だけでいいからね」

　と言われて千里達が呆あきれつつも寮に戻って準備を終え、教室に戻ってくるのに約二時間。

　その後、昼食を経て午後早々に、由々子が開いた臨時のシフト・ポータル――転移用の魔法門をくぐり、何ともお手軽に千里達は、この南の島にやってきているのだった。勿論、瞬間移動なので時じ差さ惚ぼけだの何だのとは無縁、まるで近所に出掛けるどころか、隣の部屋に移動する程度のノリなので、有あり難がたみがないこと、夥おびただしい。

　もっとも……厳密に言えば此こ処こは南の島そのもの、ではない。

　千里達が移動してきたこの場所は、南の島の環境を再現しただけの人工的な空間で、実際に何百何千キロという距離を移動している訳ではない。なので、時差だの何だのが生じるはずは元からないのである。

　まあそれはさておき。

　簡単な説明を終えた後は、自由行動ということになった。

　何でもこの辺りは島を中心に延々と遠浅の海が広がっているらしく、沖合三百メートル辺りにまで出ない限り、水深は二メートルもないのだそうだ。勿論、深さ十センチの水溜まりで溺でき死しした人間の例というのもあるそうだが、生徒にはもれなくアジャスタント達がついているということで、あまり水難事故の心配はない――とのことだった。

　臨海学校といいつつ、これではただの海水浴だろ、と千里は思うが、そもそもアバロン学園においてそんな常識を説いてもあまり意味はない。一応、今回の臨海学校も、アジャスタントを手脚の如く使役できるか、という実地訓練の一環ではあるらしいのだ。いつもの学園都市内だけでなく、特殊な環境下でも変わらずアジャスタントを使えるか――使えないとしたら何が問題かを浮き彫りにする為なのだとか。

　そういう訳で……

「ほれ。そこでバタ足」

「がうぅぅ……」

　とりあえず千里はというと――胸の辺りまでの水の深さのある所までクフィールを連れ出して、彼女に泳ぎを教えていた。

　具体的には彼女の両手を摑んで引っ張りながら、バタ足をさせているのである。

　基本的に泳げない彼女は、そもそも水の中に浸かるだけでも身を強こわ張ばらせる為、まるで幼稚園児に泳ぎを教えるが如く、まず水に浮くこと、その上で身体を動かすことから教えねばならなかった。

　千里に手を引かれながらばしゃばしゃと長い足を上下させているクフィールの姿は、何というか、すらりと引き締まった体軀であるだけに、物凄い違和感がある。微笑ましくもあるが。

「千里様……は……放さないでくださいね……？」

　半泣きの顔でクフィールが言ってくる。

「いつかは放さないと泳げないだろ」

「がぅ……そ……それはそうですけど……！」

　不安げに上目遣いで千里を見つめながら、怖々と身体を伸ばしてバタ足をするクフィール。だがやはり全身が力みすぎていて、浮く浮かないといったレベルにも達していない。

「こりゃ浮き輪用意した方が良かったか……？」

　と呟きながら岸の方を振り返る千里。

　その時、ふと水底にあった何かを――多分、砂の中から一部が露出していた岩か何かだろうが――誤って踏んだ千里は、少しバランスを崩した。

「おわっと」

　クフィールの手を放してしまう千里。

　その瞬間――

「がぅっ!?」

　悲鳴じみた声を上げるクフィール。

　彼女は瞬間的に恐慌状態に陥り――そして物凄い勢いで腕を伸ばして千里の身体にしがみついてきた。溺れる者は藁わらをも摑む訳で。溺れるクフィールもまた当然に側にあった千里の身体を摑むのである。そりゃもう全力で。

「のわっ!?」

「がうううぅ!?」

「ちょ、こら、クフィ、やめ、うわっぷ!?」

　まるで樹にしがみつくコアラの如く、千里に全身で抱きつく――というかしがみつくクフィール。元々クフィールの方が身長が高い上に、彼女は手脚がそもそも長いので、千里は当然ながら太股から上をクフィールによって完全拘束された状態になる。

　そのままばしゃんと水飛沫をあげながら、千里はクフィールと共に水の中に倒れ込んでしまった。

「がぼぼがぼがぼががぼぼぼぼ！」

「がぼぼぼぼがぼがぼがぼぼが！」

　大量の泡を吐きながら水中でジタバタと暴れる二人。

　クフィールはとにかく恐慌状態で千里にしがみつくし、千里はクフィールに抑え込まれているようなもので、体勢を立て直すこともできない。溺れている人間を助けに行ったら、二人共溺れてしまいました――的な、典型とも言うべき二重遭難の構図である。

　浜に残っているテジャスとミーティアは気付いていないのか――あるいは傍はた目めには二人して遊んでいるようにでも見えるのか――助けに来る様子はない。

（死ぬっ死ぬっ……！）

　千里は酸欠で霞かすむ意識で考える。

　足のつく深さで溺死というのも、ひどく情けない死に方である。

　とにかくクフィールを落ち着かせてこの手を解かないことには――

（ああ、くそ、ええとええと！）

「がぼぼがぼがぼぼぼがぼがぼぼがぼぼがぼがぼぼぼがぼがぼぼぼがぼぼ（我は契約者の権限に因よりて我が僕しもべとの絆を手た繰ぐる）――！」

　千里は必死にアジャスタントとの接続同調レベルを上げる呪文を唱える。

　と言っても傍から聞いているとがぼがぼ言っているだけなので、意味があるのかないのかちょっと疑問ではあったが。

「がぼぼぼがぼぼがぼ（同調深度三）……がぼっ（同調）！」

　途端、クフィールの五感と肉体操作の機能が千里のそれに接続される。

　千里は基本的な意識を自分の肉体に残した上で、意識の一部を伸ばしてクフィールの肉体の中に入り込んだ。意識の一部が溶け出して、それがクフィールの中に注ぎ込まれるような感覚だ。とはいえ――言葉でどれだけ説明しても、恐らく、これを実感的に理解できる人間はいまい。実に奇妙な感覚だ。

　既に何度か経験済みなので、千里は問題なくクフィールの肉体機能を掌握した。

　とりあえずアワアワと慌てふためくクフィールの意識を押し退けて、その身体を落ち着かせる。そんでもって彼女をその場に立たせてから、ようやく自分自身の肉体を水中から引っ張り上げた。

「うーっ……」

　げほげほと水と息を吐いてから、千里は接続同調のレベルを下げる。

　自分の身体に意識が戻ってきたのを感じると、千里は溜息をついた。

「おまえなー」

「がぅ……」

　さすがにまずい状態だったとわかっているようで、クフィールはしょんぼりとその長身を猫背気味に曲げて――普段よりも――縮こまっている。

「死ぬかと思ったぞ」

「も……申し訳ありません……」

「あー……まあ」

　頰を指先で掻かきながら千里は言った。

「浮き輪もなしにいきなりってのは俺も無茶だったか」

　まずは水に浮くこと、きちんと浮くことができれば怖くないこと、を感覚的に理解させるべきだったかもしれない。浮き輪なんぞがあると、それに頼っていつまでも泳げないのではないかと千里は考えていた訳だが、それは既に泳ぐことのできる人間の考えだろう。

「……つか今思ったけどな」

「がぅ？」

「お前、接続同調深度が三の時でも、意識と感覚はあるんだよな？」

「それは。ええ」

　あくまで肉体操作の主導権が千里に移るだけで、クフィールの五感も意識もその肉体内に留まっているのが基本だ。勿論――アジャスタントの接続同調は、契約主の支援と保護の為の機能なので、逆にクフィールが千里の肉体を操作することも可能なのだが、それには千里の許可か――さもなくば千里が意識不明になっているかのどちらかが条件として必要になる。

「じゃあとりあえずもう一度深度三でいくぞ。それで俺が泳ぐ。お前はそれで泳ぐ感覚ってのを覚えろ――つか、前にも一度やってるだろ」

　以前、千里の命を狙う敵――謎なぞの傀儡くぐつ少女、亜あ藍らん須す美み子こに襲われた際も、水中で接続同調をして千里がクフィールの身体を操ったことがあるのだが。

「あ、あの時はその、無我夢中で……」

「まあそうなんだろうけどな」

　戦闘中ということもあって、泳ぐ行為そのものに意識を向けている余裕などなかったということだろう。

「そんじゃ一旦、浜に戻るか」

　と千里。

　一旦、千里の身体を浜に置いてきた方が、何かと安全だろう。

　ちなみに浜ではミーティアとテジャスが荷物番をしている。

　といってもミーティアは何故かサラダオイルを身体に塗って『この、焦げる感覚が、遠赤外線が』などと言ってハアハアしているし、テジャスは何故かレジャー・シート状に変形して――言うなれば『痛レジャー・シート』とも言うべきもので、表面にテジャスの萌えイラストが描かれている――『さあ、千里様、私の上に寝転ぶのです！』と待ち構えているのだが。

「あの、御主人様……」

　クフィールは千里の斜め後ろを歩きながらおずおずと言ってきた。

「せっかくの海ですから、その、私に構わず皆様と遊ばれた方が……」

「いいんだよ」

　と千里は言う。

「臨海学校はまだ二日あるしな。それに――俺のアジャスタントなんだろうが、お前」

「それは勿論――」

　こっくりと頷くクフィール。

「俺が万が一、足攣つって溺れてたらどうするつもりなんだ？」

「……ええとその場合は、息を止めて水の底を走って……」

「水中で陸上みたいに走るのは無理だろ。つかどう考えても走ってる間にタイムアップしちまうだろ」

「がぅ……」

　項うな垂だれるクフィール。

　千里は溜息をついて――そして立ち止まり、肩越しに振り返って言った。

「『命に替えても』助けてくれるんだろ？」

「は、はい！」

「だったら『命に替えても』覚えろ。浮かない訳ねえんだから、身体の動かし方さえわかればどうとでもなるだろ」

　一瞬、人間でないクフィールは比重も人間より重くて、水に浮かない、という可能性が千里の脳裏を過よぎったが――まあそんなこともあるまい。以前、クフィールの身体に千里の意識が入った際、つい、いつもの癖で体重計に載ってしまったが、予想より多少重かった程度で、水に浮かない程に重い、という訳ではなかった。

　ちなみに予想より重かったというのも、別にクフィールが着痩せしているとかそういう訳ではあるまい。引き締まった筋肉は見た目よりも重い。少なくとも脂肪よりは。あるいはクフィールの場合はその尋常ならざる腕力を支える骨格も、普通の人間より高密度であるのかもしれないが。

「わ……わかりました」

　頷くクフィールを確認してから、再び千里は歩き出す。

　実のところ……彼が溺れた時にクフィールに助けてもらえるように、というのは言い訳だ。どうやらテジャスやミーティアは泳げるようだし、泳ぎが達者な千里が溺れるという可能性はあまり高くない。

　ただ、千里はクフィールを泳げるようにしてやりたかっただけだ。

　もっと言えば――クフィールを、この海辺で他の連中と同じく気兼ねなく遊べるようにしてやりたかっただけだ。自分でもお節介だとは思うし、ひょっとしたらクフィールは単に迷惑がっているだけかもしれないが。

　仲間外れは……辛い。良くない。

　かつて中学の時、教室の中で異物扱いされてきた経験のある千里は、単にそう思うのだ。最終的に泳ぐ泳がない、皆に交じる交じらないはクフィールの決めることだとしても、選択の自由があるのとないのとでは雲泥の差だ。

「クフィ」

「はい」

「皆で泳ごうぜ。きっと楽しい」

「…………」

　一瞬、きょとんとした表情でクフィールは立ち止まり――

「はい！」

　嬉しそうに笑ってクフィールは再び千里の後を追って歩き出した。





●　●　●






「さあ。お前の趣味を数えろ」

　と――斜めに構え、気取った仕草でびしりと相手の鼻先を指差しながら佐さ久く間ま榮えい太た郎ろうは言った。

　毎度の通りの二枚目半、眼だの鼻だの唇だの顎だの部品を見ていけば充分に美形なのだが、全部より集めてみると何故か何処かが緩んでいるかのような――二枚目になりきれていないような青年である。

　アバロン学園における教職者の一人であり達人アデプト級の魔法使いだ。

　だが――今の榮太郎の格好は、とても魔法使いには見えないものだった。

　黒のスーツの上下。シャツは白で――おまけに頭には黒い中折れ帽子ホンブルグ。個々は何処ででも見かけるような代物だが、まとめて榮太郎のような長身痩軀の青年が帯びると、もう何処からどう見ても『ハードボイルド探偵』にしか見えない格好である。

「……数えろと言われても」

　と――指差された、こちらも青年だが、若干若いというか、平凡というか、そんな雰囲気の人物は首を傾げた。

　羽は瀬せ川がわ拓たく人と。

　榮太郎と同じくアバロン学園の教職者の一人だが、榮太郎と異なりまるで『アク』がない。そこら辺の大学のキャンパス内を歩いていてもまったく違和感がないだろう。

「最近、双ふた葉ばと一緒にビリヤード始めましたけど」

「おいフィリップ。どうしたんだよ」

「それはこっちの台詞せりふですけど……」

　と――まあ榮太郎の奇行は今に始まったことではないので、のんびりと応じる拓人。

　そこに……

「申し訳ございません」

　榮太郎の背後からひょっこり顔を出して言うのは、犬耳犬尻尾付きのメイドさんである。

　エーネウス・ザ・バージェスト。

　榮太郎の使い魔――というのがとりあえず公式な肩書きなのだが、周囲からは『佐久間榮太郎の外付け良心回路』と言われている女性である。黒犬獣バージエストという強大な魔物の化身なのだが、とてもそうは思えないくらいの、楚々たる立ち居振る舞いが美しい。

「御主人様は、今更になって某特撮作品にハマっておられるようで……」

「はあ……」

「『牙キバ』や『ディケイド』の方はガン無視だったのですが――」

「おいアキコ。余計なことは言うな」

「誰がアキコですか」

　顔をしかめてエーネウスは言った。

「御主人様。処理しなければならない案件が七つと、途中で放りっぱなしになっている実験が四つと、それから何処に行ったのかわからない重要物件が九つあります。早急にお仕事に戻っていただかないと――」

「頭文字『Ｂ』のメモリ。そうか『ＢＬＡＤＥ』か！　その能力は！　チャ●チャムの萌え絵を描くことだ」

「……きちんとこちら側に戻ってきていただけないならば、戻ってきていただけるような処置をとりますが？」

　といってエーネウスが無表情に愛用のモップ――兼武器であるところの〈デスキン〉を振り上げる。

「……わかった、わかった」

　榮太郎は肩を竦める。

「無粋な奴だな」

「仕事を終えてからでしたらダブルだろうとトリプルだろうと好きになさってください」

　半眼でそう告げるエーネウス。

「確か寒さ河が江み教授から依頼のあった救急救命関連の術式開発や、シュタイン教授との共同開発のネコミミ可変空母も途中で止まってたのではないですか？」

「あー。あれなあ」

　頰を掻く榮太郎。

「何なんですかそれ」

「うん？　いやな」

　榮太郎は面倒臭そうに言った。

「ほれ、一般社会との融和案の検討中に、一般社会の連中が俺達こっち側の人間に好感持てるようにってことで、まあ、印象のいい魔法技術をまとめて提供できないかって話。ほれ、どうしても魔法使いっつーと呪いとかそーゆーイメージあるじゃん？　そうじゃないんですよーってアピールする為の、まあ、言ってみればイメージ戦略の道具な」

「いや僕が謎に思っているのはネコミミ可変空母の方ですが」

「まあそれはそれ。浪漫ろまんだ浪漫。理屈じゃねえんだ」

「はぁ」

「ところで何か用か、拓人」

　榮太郎は拓人を振り返って言った。

「あ、いや、さっき教室の方に顔出したら、誰もいなかったもんで」

　と拓人は言う。

　榮太郎に色々と調べ物を頼まれている為に、非常勤という形になっているが、彼もアバロン学園の教師職にある身だ。時間があれば、教室の方に顔を出すようにしているのだが――

「あ？　ああ――あれ、言ってなかったっけか？」

　榮太郎は首を傾げる。

「臨海学校に行ってるよ」

「臨海学校、ですか？」

　初耳である。

　まあ泥縄も極まった感じに運営されるこのアバロン学園、前の日の夜中に思いついたカリキュラムが実行されちゃうこともままあるのだが。

「そ。由々ちゃん引率で」

　榮太郎は頷いた。

　由々ちゃんというのは勿論、大場由々子教諭のことである。

　榮太郎が実際に何歳なのかは拓人にもわからないが――見た目通りの年齢ではないのだろう、榮太郎に言わせると『心はいつも十五歳、永遠に中二病』だそうだが――まあ、彼からすれば由々子などは『ちゃん』づけできてしまうような小娘なのかもしれない。

「ほら、実験用の亜空間に南国の島を再現したのがあったろ」

「ああ、環境実験用の奴ですよね」

　と拓人は頷く。

「そそ。どうせ海に行くなら南の島が良いだろってことで」

「しかしいきなり臨海学校ってのも。毎度のことながら唐突ですね」

　元々このアバロン学園そのものが巨大な実験都市であり、実験という以上は勿論、安定した制度や理論に基づいて運営されている訳ではない。高度な柔軟性を維持しつつ臨機応変――というと聞こえは良いが、まあかなり行き当たりばったりのカリキュラムになってしまっているのである。

　とはいえ……

「まあうちは実践オンリーの学校だしな。学校の教室の中だけでどうにかなる場合の方が少ないだろ。外の世界もそろそろ夏休みが近付いてるし、まあ、長期休みとなると里帰りする連中も出てくるだろうから。まあその予行演習も兼ねてな」

　この魔法使い達が運営し、神族やら、魔族やら、その他諸々やらが当然のように闊歩する超常の世界アバロン学園都市においては、いわゆる知識の詰め込み教育に関してはほとんど意味がない。アジャスタントと呼ばれる適合補助者を介して生徒の脳にはいくらでも知識を送り込めるので、ただ寝起きしているだけで普通に高校を卒業するようなレベルの知識は覚えてしまえるのである。

　それよりも、このアバロン学園都市で重視されているのは実践だ。

　知識はいくらあっても、それが自分の血肉になる為には、きちんとそれを応用する為の実体験、経験が必要になってくる。文字通り知識を詰め込んだだけの頭でっかちでは、その知識を活かすための行動――手脚の動きに繋がらないのだ。

　そもそもアバロン学園の最終的な目的は『一般人と魔法使いや神族、魔族その他諸々が共存できるのか？』を検証することである。できるだけ問題を正確に分析してデータを採る為に、この現世とは切り離された亜空間にこのアバロン学園は置かれているが、スムーズな共存共栄を図る為には、段階的に一般人との接触度合いを広げていく必要もある。

　生徒達の里帰りはその過程の一つ、それもまた実験の一つとして、既に榮太郎達の間で想定済みの出来事である。だからこそ、より生徒達の応用力その他を高める為に、実践的な授業を増やしていくべきだと考えられているようだった。

　まあそれはさておき。

「でも南国の島を再現した環境試験用の亜空間って――確かＸＳＳ―Ｒ３５７でしょう？」

　拓人が首を傾げながらポケットから万年筆を取り出して言う。

「……ファルチェ、ありがとう」

　いや――それは万年筆ではなくて彼が愛用する魔ま法ほう機き杖じようファルチェの擬態だが。この可変式の魔法機杖は今時のモバイル・パソコンでもまったく足下に及ばない程の処理能力と記憶容量を持っている。精霊化用仮想人格も搭載されている為、『気を利かせて』主の意識に会話の関連情報を転送するという真似までしてくれるのである。

「いえー」

　にっこりと笑いながら万年筆の上に出現する幻影は、そのファルチェの精霊である。まあ今は身長二十センチ程の大きさになっているので、精霊というより妖精といった雰囲気であるが――それはさておき。

「ああ。そうだな、ＸＳＳ―Ｒ３５７だったか。それがどうかしたか？」

「いえ。確か環境試験用ってことで、かなりシフト・ポータルの起動要件も厳重だったでしょう？　臨海学校にはあまり向かないんじゃないかなって」

　拓人が言っているのはつまり、元々そのＸＳＳ―Ｒ３５７という亜空間は、魔法機器や合成生物といった色々な魔法使い達の『作品』を実際に稼働させて調べる試験場なのである。当然ながらその試験対象である『作品』は誤作動すると危険なものも多く、さらに言えば『作品』の製作者が想定していなかったような危険な問題が改めて表面化することも少なくない為……ＸＳＳの分類記号を付けられた亜空間は、いずれもかなり厳重な隔離システムとして設計されている。

　一般社会でいえば、極めて危険な病原菌を扱う高度隔離実験施設――ＢＳＬ―４クラスの物理的封じ込め施設や、原子炉関連の施設にも等しい厳重さである。

　当然ながら、正規の手順を踏まなければ出入りできないように特別のシフト・ポータルが設置されているし、そもそも魔法使いでなければ出入りできない。

　言ってみれば、課外授業の先に、絶対脱獄不可能な牢獄を選ぶようなものだ。

「そこはほれ、由々ちゃんも一応魔法使いだしな」

　と榮太郎。

「さすがに彼女じゃ亜空間そのものをぶち破ることはできないだろうけど、正規の手順踏めば大丈夫だろ。いくらドジだっていってもそこまで忘れたりはせんだろうし」

「まあ僕もそう思いますけど」

　と拓人。

「ところで――拓人」

　少し口調を変えて榮太郎は言った。

「例の、亜藍須美子の件、どうなってる？」

「やっぱり辿るのには限界がありますね。幾つもの身代わり符やら何やら間にはさんじゃってて。何度か試してみたんですが、傀儡使いとのリンクも常時じゃなくて、定時連絡っぽい形でやり取りしているみたいですから、逆探にも限界が」

「ふうむ。用心深いな」

　榮太郎は頷く。

「前にも話しましたけど、傀儡を操っている術式自体が、あまり〈学園〉や〈連盟〉の記録アーカイブには類例を見ないものですし……」

「シュタイン教授の言うところの『魔法使われ』の差し金とも思っていたんだが、やっぱり別口か？」

「かもしれませんね」

　拓人は頷く。

「いずれにせよ、起動前の傀儡は巧妙に隠いん蔽ぺいされているみたいで、発見するのが難しいです。後手に回っちゃう可能性は否定できません」

「まあアジャスタントが三体もいるからな」

　榮太郎は腕を組んで言う。

「そうそう身に危険が及ぶことはないだろうが……」

「臨海学校に紛れ込んでいたら厄介かなとも思ったんですが。ＸＳＳの実験用亜空間だと魔法通信もほぼ全て遮断されますけど――常時接続じゃないってことは、隔離空間でも自律稼働できるってことでしょう？」

「まあ、能力は制限されるだろうけどなあ」

　と榮太郎。

「何かあったら由々ちゃんから連絡あるだろ」

「わかりました。僕はまたそのまま調査を続けますね」

「頼む」

　――などと。

　そんな会話を交わしている榮太郎たちは、当然、知らなかった。

　その実験用の隔離亜空間から唯一、出る方法、及び連絡を取る方法を知っている大場由々子が――半日後、物言わぬ冷たい塊かたまりに成り果ててしまうのだということを。
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　夜は夕食に浜でバーベキューを堪能した後、お開きということになった。

　臨海学校だの修学旅行だのとなれば、生徒同士が集まって夜更かしが定番だが……さすがに初日とあって、加減が利かずに昼間で体力を使い果たした者も多く、先に眠ると言って各々のテントに引っ込んでしまう者が半数以上いた。

　ちなみにこのテント……見た目はもう本当にただのテントな訳だが、敷布の裏地に魔法の呪文ならぬ呪紋や魔法陣が描き込んであって、隙間だらけのように見えても実際には一種の結界が展開されて侵入者を拒む機能を持っている。勿論この場合の侵入者というのは基本的にヤブカやブヨといった虫の類だが、勿論、それ以上の大きさのものや、攻撃的な呪術や魔術も防ぐ防犯機能も兼ねていた。

　ついでに超小型空調装置、通称『マクスウェルの悪魔くん』まで付いているので、湿度や温度まで快適な状態に保ってくれる。

　つまりはテントの野趣と同時にホテルの快適性も確保できるという寸法だ。

「しかし今更だが――色々便利だな本当に」

　ぱっと見には携帯用蚊取り線香にしか見えない『マクスウェルの悪魔くん』を指先でつつきながら千里は言った。

　ちなみに千里のテントは他の連中のと違って大型で、三人のアジャスタントと共に横になってもまだ若干の広さが残っている。面積にして六畳余り、この空間をこんな小さな装置一つで快適に保っているのだから、魔法技術というものはつくづく何でもアリである。

「コレにしてもどういう原理なんだかな」

　と見上げるのはテントの天井付近に取り付けられた一枚の符である。

　これが――あろうことか煌々と光を放っていて、照明の役割をしているのだった。何処からどう見てもただの紙、表面に何やら紋様が描かれているだけなのだが。

「でも一般社会でも有機ＥＬパネルの照明とかそんなのがそろそろ実用化されつつありますよね？」

　とテジャス。

「それと比べたらそんなに驚くようなことじゃないと思いますけど」

「そりゃそうなんだろうけどな」

　そもそも……改めてテントの中なのでそれが目立っているだけのことで、千里達が暮らしている学生寮や、アバロン学園の校舎にしたところで、とんでもない魔法の超技術は幾つも使われている。それが便利であればあるだけ、その恩恵を享受する人間には意識されにくいだけのことである。

「これってあれか。ＳＦ作家の……アーサー・Ｃ・クラークだっけ？　ええと『高度に発達した科学は――』」

「『――魔法と区別がつかない』クラークの第三法則ですね」

　テジャスは頷いて言った。

　ちなみにアーサー・Ｃ・クラークの定義した三つの法則の内、有名なのは第三法則で、第一と第二はあまり話題に上らない。第三法則が一番端的で一番実感として理解しやすいからなのだろう。

　テレビだってパソコンだってその構造と機能の理論的根拠を詳細に知っている人間はごく小数だ。それを『科学』と名付けるか『魔法』と名付けるかの違いでしかない。確かに有機ＥＬパネルの照明など、エジソンの時代の人間が見れば魔法以外の何物でもないだろう。

　ちなみに……クラークの第一法則と第二法則は以下の通りだ。

　第一法則――高名かつ年配の科学者が可能と言った場合、それはほぼ間違いない。また不可能であると言った場合には、それはまず間違っている。

　第二法則――可能性の限界を測る唯一の方法は、不可能であるとされることまでやってみることである。

「考えてみれば第一法則や第二法則だって、魔法にも当てはまるよな」

「結局はどっちも技術ですしね」

　とテジャスは笑う。

「不可能、という決めつけが可能性を狭める――ってことなんでしょう。できないできないと思っていたら、できることもできなくなっちゃうと」

「ふむ」

　今回の臨海学校に限らず……学園側が、やたらめったら、無茶なことを授業だの何だのの名目で千里達にやらせるのも、そうした固定観念による可能性の閉塞を打破できる思考を、まず身に付けさせよう、という考えからなのだろう。

「ですから御主人様」

　テジャスは千里ににじりよりながら言った。

「何事もトライですよ？」

「……何事も？」

「ええ何事も」

「具体的には？」

「とりあえず鞭むちと蠟燭辺りから」

「トライしすぎだ！」

　怒鳴る千里。

　というか本当はこの適合補助者は、エロをネタに千里をおちょくって遊んでいるだけで、それ以上のことは何も考えていないのかもしれない。

「お前は！　珍しく、ちょっといい話できたなとか思ったらこのオチか！　ちょっとは自制しろよ、このエロ専用トークマシン！」

「しょうがないじゃないですか」

　とテジャスはその薄い胸を張って言った。

「勝手に口が喋ってしまうのです」

「とてもそーは見えないんだがな」

「ボク（のエロ）は自動的なんだよ」

「何処の不気味な泡だ、てめえは」

「言うなれば――そう！」

　何処か得意げに拳を突き上げてテジャスは言った。

「自動ポルノ！」

「やかましい、規制すんぞてめえは！」

「非実在青少年って字面だけ見ると脳内嫁みたいですよね！」

「しらねえよ！」

「お母様ったら……あんなに御主人様に罵ば倒とうしてもらって……」

「お前も羨ましそうに見るな！」

　指をくわえて自分達を眺めるミーティアに怒鳴る千里。

　そこに――

「――千里！」

　千里でもテジャスでもミーティアでも、そしてクフィールでもない、第五の声が割り込んできた。テントの外からだ。

「うん？」

　何やら奇妙に切迫した響きをそこに聞いて、千里は立ち上がった。

「桜さくら子こか？　どうした？」

　千里がテントのシート状扉を開くと、そこには同級生の斯し波ば桜子が立っていた。

　長身で見るからに気の強そうな――ほとんど死語に等しい表現を使えばスケバンみたいな雰囲気の少女だ。もっとも実際には気さくで頭も回るため、クラスの中でも何かと中心的な立ち位置にいることが多い。

　ついでに言うと、彼女の脇には彼女お付きのアジャスタント、〈見えない執事ステルス・バトラー〉ことカーティス・クリンゲンスミスを映す為の姿見――等身大鏡もある。ちなみに砂浜仕様なのか、いつもは単なる車輪のはずのそれは、キャタピラになっていた。

　それはさておき……

「大変や！」

　いつも余裕のある姿勢を崩さない桜子は――しかし珍しく何やら慌てた様子で叫んだ。

「由々子先生が、由々子先生が！」

「…………？」

　千里とクフィール達は顔を見合わせる。

　どうもただごとではないようだった。
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「…………これは」

　額ひたいから滴り落ちる冷たい汗を拭ぬぐって――千里は言った。

　砂浜から少し奥まった場所に設置された由々子のテント。基本的には学生達のものと同じ仕様で、見た目には単なる防水布でしかないが、ホテルの一室並みの環境を維持できる代物である。今はその扉に相当する部分が大きくめくられて、中が露わになっていた。

　冷たく硬く、物言わぬ身体となり果てた、由々子の姿が。

「なんなんだ」

　呟く千里の声には混乱が滲んでいた。

　耐え難い現実から目を逸らすかのように脇へと視線を向ける。砂浜程ではないにしても、今までほぼ踏み固められたことのない辺りの土には、無数の足跡が刻まれている。昼間に千里達が付けたものだ。一人や二人分のものではない。生徒十五名、そのアジャスタント十七名、教師一名、総計三十三名分の足跡。

　ここから特定個人の足跡を抜き出すのは不可能に近いだろう。

　ましてや――

「――マジかよ」

　今更ながら、居並ぶ者の誰かが呻うめくようにそう言った。

　だが否定する者も肯定する者もいない。

　誰もが同じ気持ちだったからだろう。否定したいとは思っていても、その根拠が見つからない。肯定するしかないとわかっていても、それは絶望を意味する。だからこそただ沈黙を以て応じるしかないのだと。

　由々子のテントを囲む生徒とそのアジャスタント達。

　今回の臨海学校参加者全員がそこに揃い――そして一様にその表情を強張らせていた。

「由々子先生……」

　やはり誰かが、半ば呆然とした口調で呟く。

　テントを張って皆が寝る前までは、普段と何ら変わることなく元気に滑ったり転んだり半泣きになったりしていたドジっ子先生は、微み塵じんの動きも示さない。呼吸をしている様子すらなかった。

　さらに――

「なんでこんな……」

　倒れ伏した由々子の背中には――これ以上はないというくらいに致命的な位置で、ナイフの柄らしきものが生えていた。刃の部分は根本まで埋まっていて見えないが、それが彼女の左胸をほぼ貫通しているであろうことは、柄の大きさからして間違いない。

「……誰が見つけたんだ？」

「僕だ」

　千里の問いに片手を挙げて言うのは聡である。

「明日の予定を改めて確認しようと思って、呼びに来て……」

　反応がないから布扉をめくってみたら、この状態だったという。

「しかしどうしてこんな」

　という千里の呟きは――背中のナイフを指してはいなかった。

　由々子の状態だ。

　人間は死ねば、その身体が一定時間を経て硬直を始めるという。だがそれはあくまで全身の筋肉が強く収縮した結果、柔軟性が喪われるというだけのことだ。

　人が死ぬことを『冷たくなる』などと喩えることもあるが、これも同じだ。単に体温が下がって周囲の気温と同じになるから、相対的に冷たく思えるだけである。さらに言えば死体がしばしば『どす黒い』と表されるのも、血の巡りが止まってしまった結果だ。

　いずれにせよそれは人間の生命における恒常性が喪われたから――つまりは『生命が通っていない』からであって、肉体だの何だのが構成物質レベルで変質してしまうからでは勿論ない。

　しかし……

「これ……本当に由々子先生なんだよな？」

　途方に暮れている生徒達を代表して千里が問うた。

　だが答える声はない。他の生徒達の知識も千里と大差ない。千里にわからないものが他の生徒達にわかるはずもなかった。アジャスタント達にしても大多数が精霊やら下級魔族やらで、能力はあっても魔法の専門的な知識には欠けている者が多い。

「どうやったらこんな……」

　由々子は何か見るからに硬質の……金属様の状態になっている。

　まるで由々子を模した像がそこに置かれているかのようだ。ただし髪の毛だの寝間着だの何だの――細かい部分は、銅像のようにデフォルメされることなくそのままだ。迂う闊かつに触れれば折れてしまいそうだった。

　単に後ろから刺されただけでこうはなるまい。

　あるいはあのナイフが対象者を変質させてしまうような呪いのナイフか何かなのだろうか。












「死んでる……んだよな？」

　今更だが、千里は誰にともなくそう問うてみる。

　勿論、返事など期待していなかったのだが――

「違うみたいだねー」

　と答える声があった。

　振り返って見れば同級生の一人が小首を傾げて由々子を見つめていた。

　遠とお野の薫かおるである。

　名前も外見もまるで女の子のようだが――ふわふわの巻き毛に大きな瞳とフリル付きのドレスでも着せれば恐ろしく似合いそうな雰囲気だ――れっきとした男子生徒である。

　ちなみに薫はその容姿に似合わず、身も蓋もないことを言うことがしばしばある。中身は見た目程に愛らしい少年ではないのだろう、ということは千里にも想像がついていた。単に頭が良いというより――その幼い外見に反して、妙に達観した雰囲気があるのだ。

　今も薫は、他の生徒達と態度が若干ながら異なっていた。

　至極冷静な様子で由々子を眺めている。それは変わり果てた恩師を見つめる生徒の目というより、意外な実験結果を観察する科学者――もしくは不可解な殺人事件の謎を解こうとする探偵の目に近い感じだった。

「ツバメちゃん」

　と彼は自分の適合補助者を手招きする。

「ツバメちゃんではありません」

　と言いつつも適合補助者としての使命はわきまえているのか、『ツバメちゃん』ことモノクロ軍服眼鏡少女のフルクラム・ニルコーネンは薫の脇に歩み寄った。

「接続同調よろしく」

「………………はい」

　眉を顰めてちらりと周囲を一いち瞥べつしてから――フルクラムは溜息を一つついて薫の後ろに回ると、背中から腕を回して彼をぎゅっと抱き締める。薫は小柄なので、まるでそれは少女がお気に入りのテディ・ベアを抱き締めているかのような図に見えた。

「――我は契約者の権限に因りて我が僕との絆を手繰る」

　薫は呟くように呪文を唱える。

「僕の眼まなこは我が眼、僕の耳は我の耳、その身の全てを我と重ね、今、僕は我が身の一部となれり――同調深度三……同調」

　その言葉と共にかくんと薫の頭が垂れて、同時にフルクラムの眼鏡の奥でその双眸が淡い光を放つ。元より大きな瞳だが、それがさらに何か燐光のようなものを宿して一回り大きくなったかのようにも見えた。

　まるで闇を見通すフクロウの目のように。

　そして――

「「――死んではいない、ね」」

　ハモった感じで薫とフルクラムが言った。

　完全に二人同時にその口を動かしてまったく同じ内容を喋っている。ただし二人の声質は当然異なるので、奇妙に分厚く深みのある声に――言ってみれば合唱でいうところのコーラスというかユニゾンのような状態になっていた。何処か非日常的なその響きは、まるで託たく宣せんを告げる預言者を思わせる。

「「生命活動を停止させられている状態だよ」」

「――それを死んでるって言わねえか？」

　千里は顔をしかめて言った。

「「いや……死ぬというのは不可逆的に生命活動が停止――つまりは終了することだよ。今の由々子先生は生きてはいないけど、死んでもいない」」

「仮死状態ということかい？」

　と聡が尋ねる。

「「違うよ」」

　と薫＝フルクラムは答える。

「「仮死状態っていうのは生命活動がまるで死体のように微弱だけど死んでない状態――冬眠状態みたいなものだね。でもこれはある種の呪術みたいなもので強制停止のような状態になっているみたい。物質変換か何かの術式かな。身体の構成要素が幾つか別の物質になって、固着しちゃってる」」

「ふむ……それでか」

　と腕を組んで頷く聡。

「どこぞの神話で、人間をひと睨みで石にしてまう怪物とかおったな」

　桜子も眉を顰めて由々子のテントを覗き込みながら言った。

「ゴーゴン三姉妹、メデューサ、エリュアレー、ステンノー……やったかな」

「ギリシャ神話だね」

　と聡が頷く。

「他にもバジリスク、コカトリスなんかも見た人間を石化させるなんて言うけど」

「誰かが石化――この場合は鉄化か？　とにかくそういう呪いを掛けたってこと？」

「「多分」」

　と確認するような千里の問いに薫＝フルクラムが答える。

「「何らかの魔法、呪術の痕跡が見える」」

「……まさか由々子先生、自分で間違って石化の呪いとか掛けたんじゃねえだろうな」

　床に伏せたままのドジっ子先生の横顔は、何かに驚いているかのように、大きく歪ゆがんでいた。半人前の魔法使いである上に、呼吸するかのようにドジを大量生産する由々子ならば、本当に魔法を暴発させて自分で石化――もとい鉄化しちゃうこともあるかもしれない。

「変質はともかく背中のナイフはどう説明するねんな？」

「それもそうか」

　桜子の言葉に頷く千里。

　そう。由々子の背中にはナイフが生えているのだ。いくら由々子でも自分の背中に真っ直ぐナイフを突き立てるようなドジはすまい。

　何かの事故でナイフが刺さったとも考えられるが――その場合、ここまで深々と刺さっているということは、ナイフが上を向いていて、由々子が全体重を掛けてその上に倒れ込む、という場合くらいしか成立し得ないだろう。だがそれならば彼女は俯せで倒れてなどいまい。横倒しになっている状態が最も自然だ。

　背後から心臓の位置を狙い澄ましたかのように貫くナイフ。

　千里達にしてみれば、そこには姿なき犯人の殺意を感じざるを得ない。

　ただ……

「つってもな」

　千里はテントの中に手を伸ばして言った。

「これ――結界だろ？」

　指先がある種の抵抗を感じてそれ以上は進まない。

　まるで見えない壁がそこにあるかの如くに。液体を掛ければ、まるでガラス面に沿うように、空中を流れ、あるいは滴り落ちるに違いない。

　そう。由々子のテントの結界は現在も作動中なのである。

　由々子がこの状態で発見されてから、未いまだにそのまま放置されているのも結界があるからだ。勿論――結界と言っても出先で使う簡易的なものであるから、アジャスタント達の力を使えば、強引に結界を破壊することはできるかもしれないが、中にどんな影響が出るかわからない。そうなれば現場保存も何もあったものではなかった。

「隙間なんてねえだろうし……」

　ナイフを、さらにはその持ち主を通すような間隙は存在しない。そうでなければ虫除けになどならないだろう。

「呪術的な攻撃とか通るのかな？」

　と聡が首を傾げる。

「あるいはこの結界の中に直接、シフト・ポータルを開くとか」

「「通らないね。シフト・ポータルも無理」」

　と薫が答える。

「「〈学園〉基準の第三級防御結界。起動者――大場由々子。攻撃的な、あるいは悪意ある呪術は全て遮断できるタイプのはず。まあ中に入ってしまえば攻撃できるし、本気で結界そのものを壊そうと思えばできるだろうけど。少なくともそんな大威力の魔法攻撃を使えば、僕等はともかく、アジャスタントや由々子先生本人は気付くはず。シフト・ポータルも同じだね」」

「ふうむ……」

　さすがの聡も腕を組んだまま唸うなる。

　確かに強引に結界を破壊したりシフト・ポータルのような空間に作用する魔法を使えばアジャスタント達が気付かないはずがない。

　まして現に今も結界は機能中である以上――

「誰も出入りできない、もし結界を先生が起動する前に入り込んだとしても、その場合は犯人も同じ結界の中に閉じ込められてないとおかしい――ってことか」

　フルクラムの霊視眼グラムサイトは精密極まりなく、彼女が視て分析した結果についてはほぼ間違いが入り込む余地はない。起動者が大場由々子である結界がそこに稼働中ということは、つまり、何者かが由々子を攻撃した後、結界の外に出てこれを張り直した訳ではないということである。

「ということは――」

　生徒達の間にざわめきが広がっていく。

　稼働中の防御結界。

　呪術攻撃で鉄化した教師。

　つまり――これは。

「御主人様……！」

　拳を握り締めてテジャスが言う。

「これは――これはあの有名な」

「ああ」

　千里は頷く。

　テントという道具立てのせいで一見そうは見えないが。

　由々子は内側から鍵の掛かった部屋の中で殺された――もとい襲われて鉄に変えられてしまったことになる。

　つまり……この状況は。

「これは――」

　テジャスはびしりと由々子を指して言った。

「密室鉄人事件ッ！」

「クフィール。とりあえずコイツをはっ倒せ」

　千里は半眼でテジャスを指差しながらそう命じた。
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　臨海学校の開放的で明るい空気は――一転して重苦しいものへと変わっていた。

『この島に大場由々子先生を襲った何者かがいる』

　そう考えると誰もが緊張せざるを得ない。

　犯人――もうはっきりとそう定義するが――の正体がわからない以上は動機も不明、ならば目的も不明、とどのつまりは『事件そのものがもう終わった』のかどうかさえ不明ということである。犯人は次なる目標を定めてこの島の何処かに潜んでいる可能性があるということだった。

「それに何よりまずいのは」

　千里達は夜の砂浜に集まっていた。

　テントの結界の中に閉じ籠もるのは、由々子の状況を見る限り何の安心にもならない。むしろ椰子の樹だの何だのと物陰の多い場所よりも、開けて見通しの良い砂浜の方が誰かが近付いてくればすぐにわかる。

　幸い――空には月が出ているので、闇で視界が塞がれることもない。もっともこの島そのものと同様に月も魔法的に作られた人工物だろうから、千里達の常識がどの程度通用するのかは謎だったが。いきなり電灯のスイッチを切るように月光が途絶えてもおかしくはなかった。

「僕達が孤立している――ということだよ」

　と一同を見回して言うのは聡である。

　どーしよーもないド助平だが一応は学級委員長、こういう場合は自分が率先して場をまとめていかねばならないという自覚はあるらしい。前述の理由を提示した上で皆を砂浜に集めたのも聡である。

「『閉ざされた山荘』テーマだねー」

　と薫が苦笑して言う。

　彼の言う『閉ざされた山荘』とは、いわゆるミステリにおける一つのパターン、物理的にも通信的にも外部から隔絶された場所――例えば豪雪で道路が塞がれ電話線が断たれた山荘など――において生じる殺人事件のことである。

「一応、三日間の滞在予定だったから、とりあえず食料と水は確保されてるけれど……僕達にはシフト・ポータルを開く手段も、『外』に連絡を取る為の手段もない」

　そう。それが問題なのだ。

　シフト・ポータルの開き方は由々子だけが知っていた。

　つまり千里達はこの島から――この島を中心として存在する閉鎖空間から脱出する方法がないのである。同時に外部と連絡を取る為の手段もない。確かにこれは『閉ざされた山荘』と同じだ。豪雪の代わりに空間の壁が立ちはだかっているのである。

「つまり俺達は閉じ込められてて――ずっと此処にいなきゃならないってこと？」

　と男子生徒の一人が片手を挙げて尋ねる。

（『閉じ込められた』か）

　千里は皮肉な気持ちで周囲を見回した。

　月光の下――夜の海は昼間に比べるとやはり視界が狭いが、それでもこの島が巨大な海の真ん中にあるのだということはわかる。頭上にも月を中央に戴いただく果てしない暗あん窮きゆうが広がっていて――閉塞感の類は微塵もない。だが確かに何処までも開けたこの場所で――千里達は『閉じ込められて』いるのだ。

　とはいえ――

「いや。その可能性は低いね」

　聡は首を振った。

「アバロン学園都市が僕達をどう考えているのかわからない部分はあるけれど、とにかく予定されていた三日を経過しても誰も戻ってこないならば、先生の誰かが外部から見に来るだろう。佐久間先生なり、羽瀬川先生なり」

「ああ。そうか。そうだな」

　と千里は頷く。

　佐久間榮太郎はイマイチ信用ならない感じがあるが、非常勤講師である方の羽瀬川拓人は至って常識人ぽい感じだった。実際、一度、千里は彼に助けられていることもある。問題は拓人の方が非常勤講師で、常にアバロン学園都市内にいるとは限らないということだが……まあそれでも一週間も二週間も彼が異常に気付かないということは考えにくい。残り二日分とはいえ、食料と水も切り詰めれば一週間くらいは保つだろう。

　この南の島で全員揃って餓死、あるいは脱水症状の末に死亡、という結末に至る可能性は低いということだ。

「つまり最大の問題は」

　聡は嚙かんで含めるような口調で言った。

「由々子先生をあんな風にした犯人が、多分、この島の中に、まだいるってことで」

「…………」

　言われるまで気付かなかったという訳でもなかろうが――改めて言葉にして告げられたことで生徒達の、そしてアジャスタント達の表情に緊張の色が滲む。

「あるいは、この島の中どころか、この中に――この浜に集まった僕等の中にいるかもしれないってことで。さらに言えば――そいつが何の目的であんなことをしたのかわからない以上、次の犠牲者が出る可能性もあるってことさ」

「…………」

　自分以外の様子を窺うように生徒達が、アジャスタント達が周囲を見回す。ついぶつかり合う視線と視線。誰もが気まずそうな表情を浮かべていた。

　さらに――

「それこそ」

　薫が今一つ緊張感のない口調で言い添える。

「『閉ざされた山荘』のパターンじゃ、次々と関係者が殺されていったりしちゃうんだよねー。人殺しと同じ場所になんかいられるかー、とか何とか言ってそれぞれ自分の部屋に閉じ籠もっちゃってさ」

「…………」

　一同の間にさらなる緊張が走る。

　犯人の目的が由々子だけならば、これ以上の事件は起きないだろう。

　だが……それならば、何故この状況をわざわざ選んで実行に及んだのか。

　由々子と二人だけになる機会などいくらでも作れるだろうし――相談があるとか何とか言って指導室にでも呼び出せば良いだけのことだ――元々数分に一度何かドジをやらかす由々子に対して『隙を探す』ような真似は必要あるまい。というか隙の塊が服着て歩いているような人間なのである。

　となると。

　この隔絶された空間で。

　生徒達が勢揃いの状態。

　犯行が今この時この場でなければいけなかった理由――

「わ――私じゃないわよ!?」

　女子生徒の一人が悲鳴じみた声を上げて言った。

「私、べ、別に由々子先生に恨みなんて」

「御主人様、落ち着いて、落ち着いてください」

「お、俺も、俺もそんな――」

「御主人様を疑ってる訳じゃ――」

　堰せきを切ったように生徒達は口々に自らの無実を訴え、アジャスタント達はそんな彼等を宥める側に回る。確かに由々子は生徒達には割りと好かれていたし、彼女を害しようなどと考える程、恨んだり嫌ったりしていた生徒というのも、ちょっと思い当たらない。少なくとも千里に思いつく名前はなかった。

　だが――

「いやまあ」

　聡は頰を掻きながら言った。

「動機のあるなしは問題じゃない。動機なんて何処にあるのか余人にはわからないさ。目付きが気にくわないってだけで隣人を殺す奴だっている。逆にそういう人間にとっちゃ『動機がない』ってのはいいカモフラージュになるね」

「…………」

　生徒達は顔を見合わせながら――互いの様子を窺うようにして口を噤む。自分じゃないと声高に主張する方が、疑わしく見えるということに気付いたのだろう。

「そもそも――」

　桜子がカーティスの鏡をコツコツと叩きながら言った。

「うちら、お互いのアジャスタントの能力、全部知ってる訳やないしな」

「ちょっと待て」

　と千里は桜子を振り返って言う。

「それは以前のネオ・マカデミ・ボールの時にお互い、告知しあったんじゃないのか？」

「あくまで基本能力やろ」

　と桜子は肩を竦める。

「それがどういう応用が利くか、なんてうちら知らへんで」

「…………」

　確かにそれはその通りだ。

　基本、肉体労働専門のクフィールですら、獣形態になった時には球電のようなものを造り出して撃ち出していた訳だし、魔法的能力に関して言えば、どのアジャスタントがどんな能力を持っていて、それがどんな風に応用が利くか、など――契約者は勿論、本人でもわかっていない可能性がある。ましてや生徒同士が把握しているかどうかは怪しい。

「そ――そういう意味じゃ」

　男子生徒の一人が千里を振り返って言った。

「俺達は、その、周防の三人目のアジャスタントの能力、知らないぞ」

「あ……」

　周囲から集中する視線に千里は顔をしかめる。

　まあそれは当然の意見だ。というか千里も実は知らない。元々テジャスの人形筐体に発生した付喪神、というだけで、ミーティアに何か特異な能力があるのかどうか――勿論、苦痛を快感に自動変換するマゾっ娘能力以外にだ――わからないのだ。

　疑惑を含んだ眼差しがミーティアに集中する。

　ただでさえ彼女はアジャスタントとしては規格外だ。少なくとも学園側が正規に用意していた適合補助者ではない。

　しかし……

「それでしたら」

　とミーティアは平然と言った。

「こういう」

　と水着の彼女が右腕を挙げるや否や、その右腕が――割れた。

「どわっ!?」

　思わずどよめく千里と生徒達の目の前で、縦に裂けたミーティアの腕が、さらにその裂け目から皮膚がめくれ上がり、それがさらに細分化。まるでブロックを組み替えるかのように、ミーティアの右腕は小さな小さなパーツに分割、再構成され、わずか数秒でそこには何やら長大な機関銃のようなものが形成されていた。

「おまえ……」

「一応、私、御主人様の護衛役という意味もありますので」

　がしゃこん、と肩から生えた、見るからに凶悪そうなその武器――まあ多分、銃の類なのだろうが――を上に向けてから、ミーティアは言った。

「防御は基本、母様――テジャス様にお任せして、私はといえば、攻撃に特化しているのでございます。攻撃は最大の防御と言いますれば」

「……そういや、外付けの武器も制御できるつってたか」

「左様で」

　呻くように言う千里にこっくりと頷くミーティア。

　そういえば先日のヒキコモリ少女の説得に向かった際にそんな話をしていた。

「ちなみに」

　彼女はまるでフィルムの逆回しのように、その腕を元の、傷一つない白い腕にわずか数秒で戻しながら言った。

「私のデータベースの中には二百五十六通りの武器が記録されておりますので、小はカランビット・ナイフから、大は自由電子レーザー・ビーム砲まで、多彩な攻撃力を誇りますが、あくまで御主人様の護衛の為の機能ですので、結界内部をピンポイントで攻撃するようなものはありません。自己申告ですが」

「千里。悪いけど後でそのリスト、作って見せてくれないか？」

　と聡は言った。

「別に君やミーティアを殊更疑う訳じゃないんだが」

「俺の言うこっちゃないかもしれねえけど――自己申告のリストなんか信用できるのか？　噓うそをついてないって保証はないぞ？」

「あくまでその方が安心、という程度のものだよ。僕がというより皆がね」

　苦笑を浮かべて聡は言った。

　彼はむしろそうすることで千里とミーティアに集中しかねない疑念を食い止めようという考えなのだろう。

「…………」

　千里は同級生達を見回す。

　まあ確かにこの状況では疑心暗鬼が生じるのも無理ないだろうし、形だけでも無実を主張しておかなければ無意味に疑念が育ちかねない。

「まあ容疑者って意味なら」

　さらに付け加えるように薫が言う。

「聡君もなんだけどね」

「確かにね」

　と自ら頷く聡。

　学級委員長という立場上、彼が場を取り仕切っていて、結果的にミステリでいうところの探偵役を彼がしているような状況になっているが――条件は基本的に全員同じだ。

「僕のフランカは、銃の魔法具だからね……」

　と彼は傍らの金髪少女を振り返る。

　彼のアジャスタントであるところの、フランカ・モーゼルＭ７１２〈シュネル・フォイヤー〉ＭＧカスタムは、元々魔法を射撃できるように加工された銃である。少女の姿を採っているのは、基本的に彼女が付喪神の一種――つまりは精霊化している結果だ。

　以前、聡はフランカを使って〈シュバルツ・ロッホ〉――つまり英語で言うところの〈ブラック・ホール〉、高重力の魔法を行使していたが、フランカに装嗔されている魔法術式がその一種類だけとは限らない。中には由々子をあの状態に陥れることができるような、何か結界を越えて作用するような、特殊な術式を保有しているかもしれない。

「ぶっちゃけ」

　桜子がうんざりした様子で言った。

「能力を隠してるかも、って前提やったら、全員が容疑者やろ」

「そうなるんだよね」

　と聡が溜息をつく。

「しかも動機でも手段でも容疑者を絞る方法がない」

　動機は不明である以上――誰もが容疑者足り得る。

　手段が不明である以上――誰もが加害者足り得る。

「とりあえず……」

　千里はまとめるように片手を挙げて言った。

「全員でここに固まってりゃいいんじゃないのか？　三日間」

「というと？」

「そう俺も詳しい訳じゃねえけど」

　と言ってから千里は続けた。

「確かにミステリに『閉ざされた山荘』テーマってのは見たことあるけどさ。大抵、あの手のパターンって、何かの理由で集団を離れて、別室に移動した奴が次に殺されたりすんだよな。さっきも薫が言ってたけど」

「そうだねー」

　と薫が肯定する。

　殺人者はあくまで一対一でしか被害者を殺さない。当然の話である。最初からその場にいる関係者全員を、一度に皆殺しにできるのならば、最初からそうしている。手間暇掛けてトリックだの何だのを使う意味はないのだ。

「なら、全員此処に固まってお互いを見張ってりゃいいんじゃねえの？　三日だか四日だか知らないけど、学園側の助けが来るまで」

「なるほど。それは道理だね」

　聡は大きく頷く。

　聡の指摘通り、生徒や適合補助者にこの隔離空間のシフト・ポータルを開く為の手順を知っている者はいない以上――三日間は此処は外部と隔離されており、救援を呼ぶ手段もないということになる。

　だが逆に言えば犯人だって此処に封じ込められているも同然だ。

　千里達はただ、お互いを見張っているだけでいい。此処から解放された後は、魔法使い達に任せてしまえば事件は解決するだろう。

「お互いがお互いを見張る訳やな」

　と桜子が頷く。

　少なくともこの遮蔽物のない場所で、互いに監視するような位置にいれば、怪しいことはできるはずもない。迂闊な真似をして犯人だとばれれば、他の全員から袋だたきの目に遭わされるだろう。

　だが――

「もし犯人が一人二人じゃなかったら？」

　男子生徒の一人が片手を挙げて言った。

「実はその場にいた全員が犯人でした、みたいな推理小説、読んだことあるぜ」

「その場合は、そもそも隠れてる必要ないだろ」

　千里は言った。

「過半数が犯人だってんなら、わざわざこっちの隙を狙う必要はない。強引にどうにかすりゃいいんだよ」

「あ……そうか」

　数で劣るからこそ夜間、生徒達が寝静まった後を狙った訳で。

「うん。それがいいかな。とりあえず――僕も他に思いつかないし。異論のある人はいる？」

「…………」

　改めて一同を見回す聡だが――さすがにここで異を唱える者は、生徒にも適合補助者にもいない。

「じゃあそういうことで」

　と聡は締めくくるように言った。

　だが……この時、生徒達もアジャスタント達も気付いてはいなかった。

　千里のこの提案には、重要な落とし穴があるということに。





●　●　●






「……しかし大変なことになったな」

　砂浜に座りながら千里は顔をしかめて言った。

　彼の傍らには、当然の如く三人のアジャスタント達が侍っている。契約者の身の安全を確保するのは適合補助者の最も重要な使命だ。クフィール、テジャス、ミーティアは自分達を頂点として描いた正三角形の中央に千里を納める位置に座っていた。ほとんど大統領を警護するシークレット・サービスのノリである。

　本当は接続同調レベルを上げて、クフィールは魔獣化させ、テジャスも服状態で千里自ら着込むのが最も安全なのだろうが――さすがにいつ終わるともわからないこの状況下、臨戦態勢でいるのは少々疲れが激しすぎる。

　それに……

「本当にそうですね！」

　と何やらテジャスはテンションが高い。

　まあ彼女が無意味に体温高そーな感じなのはいつものことだが、今は普段にも増して何やら興奮しているというか、期待に目を輝かせているような印象である。

「なんでそんなに嬉しそうなんだお前は」

　とジト眼で睨む千里。

　この状況下でこのアジャスタントは、どうして元気潑剌だったりするのか。

「御主人様」

　とテジャスは両手の拳をぶんぶんと上下に振りながら力説した。

「極限状況ですよ極限状況！」

「極限状況……いやまあ、そこまで激しい言葉で示すような事態かどうかはさておき、それがどうしたよ？」

　極限状況というともっと墜落中の飛行機とか、大地震の最中とかそういうのを千里は想像してしまうのだが。

「何というかこう、ふつふつと、アツく滾たぎってきませんか!?」

「なにがだよ？」

「性欲が！」

「滾るかッ！」

　千里は砂に拳を打ち込んで喚いた。

「おかしいですね」

　とテジャスは首を傾げる。

　どうやら冗談で言っているのではないらしいのだが、だからこそ尚更にタチが悪い。

「極限状況化下では性欲が増進するはずなんですよ？」

「それどころじゃねえだろ」

　下世話な言い方をすれば、追い詰められた状況では起つモノも起たないだろう。

　しかし……

「いえいえ」

　テジャスは首を振って言った。

「本能です！　生命の危機に瀕して、生物は自らの子孫を残そうとするのです！　そう『シグ●イ』とか『デビ●１７』に書いてありました！」

「えらい濃いもん読んでるなお前……」

「なので御主人様の眠れる野獣もきっと、この極限状況下で目覚めるに違いないのです、がおーって！」

「――がぅ？」

　どうも『野獣』あるいは『がおー』に反応したのかクフィールが首を傾げて振り返ってくるが、それはさておき。

「まあ……『どうせ俺達死ぬんだー』とか言いながら、女の子に襲いかかる奴って、映画とか漫画の中でもよく見かけるよな」

「でしょう!?」

　我が意を得たりといった感じで頷くテジャス。

　そんな彼女に――

「大抵、中盤で盛り上げる為に死ぬけどな」

　顔をしかめながら千里は言った。

「……御主人様」

「なんだよ」

「童貞のまま死ぬって哀しいですよね」

「童貞棄てられたら死んでいいって意味じゃねえよ！」

　改めて砂浜を叩いて千里は喚いた。

「大体この見晴らしのいい場所で、他人の眼も山程ある状況で、そんな気になれるはずがねえだろが！」

　と――そこまで言ってから。

「……あ。やべ」

　ふと重大な問題に千里は気付いた。

「そっか。忘れてた」

「千里様？」

　クフィールが不思議そうに彼の顔を覗き込んでくる。

　その時……

「――なんなのよもう!?」

　苛いら立だたしそうな声が上がった。

　同級生の――女生徒の声である。

　振り返った千里達は、そこで聡と砂浜の片隅で押し問答しているらしき女生徒を見た。

「なんだなんだ？　何やってんだアレ？」

「――ああ、まあ要するにな」

　桜子が千里達の方に歩み寄りながら言った。

　どうやら彼女は、先程から女生徒と聡のやり取りを聞いていたようだ。

「トイレや」

「…………ああ、やっぱか」

　まるで自分の予想を裏打ちするかのようなタイミングで生じた問題に、千里は呻いた。

「どういうことです？」

　と首を傾げるクフィール。

「だからな」

　千里は頭痛を堪えるように右手を額に当てながら言った。

「普通の人間は、最低でも一日に一回はトイレに行くだろ」

「あ。はい。そうみたいですね」

「で――だ。大前提として俺達はお互いがお互いによく見える場所に――少なくとも、隠れて何かできない状態で監視し合わないといけない訳で」

「……あ」

　どうやらクフィールも気付いたらしい。

「ということは御主人様」

　さすがのテジャスも目を丸くして言った。

「露出プレイの趣味に目覚めて!?」

「目覚めるかッ！」

　喚く千里。

　でもってミーティアはというと――

「『ふふふ、そんな表で、皆に見られながらするなんて、まるでお前は犬のようだな』とか蔑さげすんだ目で見られるのですね……」

　ぞくぞくと背中を駆け巡っている（のだろう、多分）快感に身を震わせながらぶつぶつと何事かを呟いている。

「だからそんな趣味はねえんだよ！」

　と喚いてから千里は続けた。

「とにかく、普通の感覚の人間なら、トイレを衆人環視の中でやるなんて無理あるだろ」

「でも御主人様」

　とテジャスは首を傾げる。

「男子トイレには仕切りがないと聞いたことありますけど」

「ありゃ、小用便器だけだよ」

　と千里。

「それにしたってお互いのしてる様子をいちいち見る訳じゃねえし」

「でも『トイレに行く』という事実は隠せない訳ですし、要するに局部が見えなければいいんじゃないんですか？」

「――どうだかな。どうなんだ？」

　と千里は傍らに立っている桜子に尋ねる。

「なんでうちに尋ねるねんな？」

「いや、女の子だし。普通の」

　と千里。

　いわゆる女の子に類する存在なら千里の脇にも三人ばかり侍っている訳だが、まあテジャスもミーティアもその手の感覚はかなりおかしいので、尋ねてみても意味などあるまい。

　というか彼女等はそもそもトイレに行く必要があるかどうかすら怪しい。クフィールは一応、生身の身体のようだが――獣状態に変形しちゃう彼女の生理機能が人間と同じとも考えにくい訳で。

（つか生理はあったんだっけか）

　と以前のネオ・マカデミ・ボールの時を思い出す千里。

　それはさておき――

「…………」

　何か――曖昧な苦笑を浮かべる桜子。

「ん？　どうした？」

「いや、なんでもあらへんよ」

　と桜子は肩を竦める。

「女の子って言われんのが珍しいから、ちょっとびっくりしただけやて」

「あ――ああ、成る程」

　まあ確かに長身で、気も強そうで、頭の回転も速い桜子の場合、『女の子』という言葉から来るイメージとは若干のズレがある。彼女の場合、自分でもいわゆる『スケバン』ぽい容姿なのは理解しているらしいので、逆に『普通の女の子だろ？』と言われるのは珍しい経験なのだろう。

「まあそれはさておき――人によるやろうけどなあ」

　と頰を掻きながら――珍しく少し赤面して言う桜子。

　確かに用を足すには、下半身さえ隠していればいい、という考え方もないではないが。

「知ってますか？　かつてベルサイユ宮殿にはトイレがなかったことを！」

　と――またテジャスがノリノリでそんなことを言ってきた。

「そうなん？」

　眼を瞬かせて桜子が尋ねる。

　まあ普通の人間はそういう豆知識など持ち合わせていないだろう。ちなみに今はちゃんと存在する。あくまでアレが建てられた当時の話である。

「そうなのです！　貴婦人は、だから庭で用を足していたといいます」

「って――あんなドレス着てるのに、庭でそうそう簡単にどうにかできるもんなのか？」

　千里は顔をしかめて言った。

　いわゆる中世ヨーロッパの貴族女性が身に纏まとうドレスというと、半ドーム状に広がった、まるでチューリップの如きスカート部分が思い浮かぶ。確かあれは、わざわざ半ドーム状にする為に、針金で型を作って形を整えていたのだとか。

　美しく見せる為とはいえ、言うなれば腰に金属製のフレームを装着しているようなもので。

　まさかワンタッチで着脱自由という訳でもあるまいに。

　だが――

「あんなドレスだからですよ？」

　とテジャスは言った。

「どういう意味だ？」

「しゃがめば下半身、どうなってても見えないでしょう？」

「…………」

　思わず絶句する千里と桜子。

「――って。まさかあのスカートってそういう用途の為にああいう形してんのか!?」

「そういう説もあります」

　とテジャスは言った。

　無駄な知識だけは豊富なアジャスタントであった。

「つってもな」

　桜子は首を傾げて言った。

「あんなドレスなんか、誰も持ってきてへんで」

「そうですね」

「なに、何か別の解決策でもあるん？」

「だって。ほら」

　とテジャスが指差すのは、波打ち際の、その向こう。

「…………」

「…………」

　顔を見合わせる千里と桜子。

　そして――

「いや、いや、それはない、さすがにそれはない！」

「つか人としてどうだよそれは!?」

　と思わず叫ぶ千里と桜子。

　まあ要するに――テジャスは海に下半身を浸けた状態でしちゃえばいいのではないか、と言っている訳だが。

「いくらその、なあ？」

「まあ……ありえへんわな」

　と頷き合う千里と桜子。

　たとえ下半身が文字通りに水面下だとしても、まあ、その、している最中だというのは逆にこの上ないくらいにはっきりとわかる訳で。ましてや『お互いを監視する』という状況下では、多分、十人以上の視線を浴びながら――まあ、その、用を足すことになる。

「どんな羞しゆう恥ちプレイだよ！」

「ああ……素敵……衆人環視の中で……中で……まるでドーブツの如くに……あああ。その蔑んだ視線が……視線が……」

「お前は黙ってろ！」

　と一人妄想に悶もだえるミーティアに怒鳴ってから千里は起ち上がった。

「あ。御主人様、早速トイレですか？」

「違うわっ!!」

　テジャスにそう喚いてから、千里はまだ言い争っている聡とその女生徒の所に歩いていく。そうやら女生徒は何処か他の生徒やアジャスタントの視線が届かない所に行って用を足すつもりらしいのだが、聡がそれは駄目だと譲らないらしい。

「――聡」

「おや。千里」

　声を掛けられた聡が振り返る。女生徒も若干ながら怪訝そうな表情で千里の方を振り返った。この言い争いの最中にわざわざ声を掛けて割って入った千里を、不審に感じているらしいのだが。

「行かせてやれよ」

「いや――しかしだな」

「一人ずつなら問題ねえだろ？」

　この島が無人島であるというのは、最初に来た時点で確認している。また由々子も此処には千里達一年Ａ組の生徒以外はいないと明言していた。元々実験用の隔離空間だけに普段は閉鎖されていて、申請がなければシフト・ポータルも直接は繋げないようになっているのだとか。

　いずれにせよ、この島にいるのは千里達だけだ。

　ならば一人が集団から離れたとしても、次の犠牲者が出る可能性は低い。もし離れた者が犯人ならば、他の者を害することはできないし、逆に犯人が残った側にいたとしても、互いに監視する状態は維持されるので、やはり問題はない。

　あくまで複数の人間が所在不明になるから問題なのである。

「着替えとか、食料取りに行くとか、どうせこのままの状態をあと二日間維持する訳にゃいかねえんだし」

　とりあえず、現状の千里達は前述の通り、砂浜の真ん中にいる訳だが――元々、陽が当たって悪くなるといけないからと、食料や水の類は由々子のテントの側、つまりは椰子の樹が繁って日陰になっている場所に置いてある。砂浜からは直接その辺りを見通すのは難しい。

「そうか……うん」

　聡は自分の中で千里の案を斟しん酌しやくするかのように思案顔で頷いた。

「そうだね。わかったそうしよう」

「…………じゃあ」

　女生徒があからさまにほっとした顔で溜息をつく。

「離れていいわね」

「ああ。ただし適合補助者は連れて行くことを勧めるよ」

「わかってる」

　顔をしかめて女生徒は自分の適合補助者と――ちなみに巨大な球体に手脚を付けたような格好で『春の高校バレー』とかにマスコット・キャラで出てきそうな奴である――小走りに浜から離れて行った。

「いや助かったよ」

　と聡は微笑する。

「僕としたことがあんな簡単なことにも思い至らないなんて」

「珍しいよな」

　と千里も笑う。

　聡はド助平の変態だが頭は相当に良い。千里が思いつく程度のことなど彼も発想できて当然だと思うのだが――誰しも調子の良し悪しというものはあるらしい。

「しかし聡。お前はどう思う？」

「どうとは？」

「本当に俺達の中に犯人がいると思うか？」

「…………」

　聡は曖昧なまま笑みを固めた。

　彼としても判断しきれないところがあるのだろう。

「正直――わからないんだよね」

「だろうな」

　この島に自分達以外がいないというのも、はっきりと確認したことではない。

　小さな島とはいえ、隠れる場所などいくらでもある。

　それに半人前の魔法使いである由々子がシフト・ポータルを開けたということは、手順を知っていれば魔法使いなら、理屈の上では出入りできるということである。千里達の後からシフト・ポータルが開かれた様子はないとしても、千里達が来る前から潜んでいたならば――多分、千里達にはその者の存在を察知はできまい。

「……これ以上、変なことにならなきゃいいけどな」

　千里は砂浜の方を振り返って呟いた。
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　日付が変わった。

「…………ようやく一日目終了か」

　夜中の十二時を指しているＧジー‐ＳＨＯＣＫシヨツクを眺めてから千里は溜息をつく。

　今時の高校生にとっては、真夜中という程の時間ではないはずなのだが……昼間に動き回っていたことに加えて、緊張していたせいか、疲労が蓄積してうっすらと眠気がのしかかってくる感じだった。

　ちなみにトイレに関してはあの後、問題なく皆が取り決めに従って一人ずつ――というか一組ずつ行くようになっていた。砂浜から離れる際に申告して、予め決められた場所に行ってトイレを済ませ、戻ってくる。順番にこれの繰り返しだ。ついでに言うと万が一という事もあり、トイレに行く際にはアジャスタントを同行させることになっていた。

　とはいえ……

「正直、アジャスタントは異性の組み合わせが多いからなあ」

　桜子は苦笑を浮かべて言った。

　千里達は桜子達と並んで砂浜に座って話をしていた。

　誰かと喋っていないと寝てしまいそうである。まあ三日間――あるいはもっと、とにかく異常に気付いた学園側から迎えが来るまで、徹夜し続ける訳にもいくまいが、起きていられる限りは起きていた方が良いとの判断である。

「アジャスタントにもついてきて欲しないゆーのが本音やわ」

「ああ、まあ確かにな」

　と千里も頷く。

　身辺警護の大義名分があるとはいえ、正直言ってクフィールやテジャスやミーティアが、用を足している間も直ぐ側にいる、というのはあまり気が進まない。というかテジャスとミーティアに関してはある意味、犯人よりも油断がならない。

　もっともそういう意味では桜子のアジャスタントも大概油断がならない感じだが。

「御主人様」

　と――虚空が声を発する。

　千里達は、しかしその声の方向ではなく、桜子がいつもペットの如く引きずって歩いている姿見の方を振り返った。

〈見えない執事〉――カーティス・クリンゲンスミス。

　鏡にしか映らない桜子のアジャスタントは、浜辺の風景の中にあっても、やはり黒の燕えん尾ぴ服ふくのままであった。度し難い程のナルシストであるカーティスは、『私の美貌が一番映えるのはやはりこのテールコートでございますれば』と言って着替えようとしないらしい。

「それはつまり、私のような美形に御主人様の放尿シーンを見られるのはやはり恥ずかしいということでしょうか」

「美形でのーても恥ずかしーの」

　と桜子は呆れた口調で言う。

　ある意味……鏡の中でしかその存在を確認できないカーティスは、何処からどうこちらを見ているのかがわかりにくい。彼の視線を遮るとか彼の見ている方向を把握するとか、そういう作業がやたら面倒臭いのは千里にも想像がついた。勿論、カーティスもアジャスタントであるからして、契約者である桜子が『見るな』と厳命すれば見ないだろうが。

　だが。

　今この状況に限って言えばカーティスのこの特性は別の意味で問題かもしれなかった。

「…………なあ、桜子」

　ふと思いついて千里は言った。

「ひょっとしたらお前のアジャスタント――まずいかもな」

「あ？　どういう意味や？」

「そりゃ……」

　千里が不穏な予想を口にしかけたその時。

「おかしいなあ」

　千里達と少し離れた場所で薫が言った。

　彼は少しもじもじとしながら――具体的にはトイレを我慢するような仕草で身体を揺らしながら椰子の樹が生え並ぶ暗がりの奥を振り返る。

　そして……

「聡くん、全然帰ってこないよ」

　と言った。

「…………!?」

　薫の声はいつも通りにのんびりとしたものであったが、その意味が一同の間に浸透するには数秒も必要なかった。

「次は僕がトイレに行きたいんだけどなぁ」

「おい、薫」

　千里は立ち上がって言った。

　ついつい眠さのお陰で集中力が鈍っていた。聡がいつトイレの為にこの砂浜から離れたのか千里の記憶は曖昧だ。恐らくは他の者達もそうだろう――トイレの順番待ちをしていた薫を除いては。

「聡がフランカと出て行って、どれくらいになる？」

「もう二十分近いよ」

「…………」

　先程千里も行ってきたが――トイレに定めた場所までは歩いて三分ばかりの距離だ。

　まさか便秘に苦しんでいるという訳でもあるまい。

「嫌な予感がすんねんけど」

「ああ」

　桜子の言葉に頷く千里。

「聡が帰ってこない。様子を見に行ってくる」

　桜子や側に侍っているクフィール達だけでなく、砂浜にいる他の生徒達やそのアジャスタント達にも聞こえるように千里はやや大声で告げた。

　だが――

「待てよ」

　男子生徒の一人が慌てたように声を掛けてくる。

「それって、この砂浜を離れるのは一組ずつって決まりはどうなるよ!?　バラけちまったら犯人の思うツボじゃなかったのか？」

　馬鹿馬鹿しいと思いつつも千里の提案に皆が従ってきたのは、ひとえに次の事件の発生を防ぐ為である。なのに発案者の千里がその規則ルールを破っては示しが付かない。

　しかしそうも言ってられないのが現状だろう。

「……とはいってもな」

　千里は顔をしかめて腕を組む。

「この場から動かない、じゃ聡の様子を調べにいけないし」

　ただのトイレに二十分というのはやはり尋常でない。

　聡が何か余計なことでもして時間を浪費しているのでもない限り、何かあったと考えるべきだろう。確認しておいた方が良いのは間違いない。

「ねえねえ」

　と薫が片手を挙げて言った。

「この場から――平面的な座標の上から、動かないなら良いんじゃない？」

「あ？　どういう事だよ」

　千里は薫を振り返って問うた。

「何か案でもあるのか？」

「ツバメちゃん、飛べるし」

　と薫。

「ツバメちゃんではありません」

　顔をしかめて言うフルクラムは、しかし眼鏡を指先で直しながら続けた。

「確かに私は接続同調深度三で翼を展開できます。この場から平面的には移動せず、真上に上がってこの島を俯ふ瞰かん――いえ鳥ちよう瞰かんすることは可能でしょう。また、元々私は偵察用途の人造精霊ですから、望遠鏡並みの視力を持っていますし」

　つまりフルクラムは此処から真上に上昇し、航空写真の如く上から見下ろすことで、聡の位置を探り、様子を見ることができるという意味である。単純な距離では確かに砂浜から遠く離れることになるが、平面移動はしない以上、千里達は単に見上げればフルクラムの存在は変わらず確認できることになる。

「――だそうだが、どうする？」

　と千里は一同に尋ねる。

　異論は…………でなかった。

「じゃあ――頼む」

「わかったよ」

　薫は再びフルクラムの腕の中にすっぽりと収まると、昼間と同様に呪文詠唱。

　接続同調深度を三に設定――フルクラムと感覚を共有する。

　同時に彼女の姿にも変化が生じていた。

「んんっ……」

　と少し悩ましげな声と共に、軍服の背中が盛り上がり、予め切ってあった切れ込みの部分から――次の瞬間、巨大な黒い翼が逬ほとばし逬り出た。左右で四メートル弱。人間の身体には巨大に過ぎる代物だが、一人分の重量を空中に浮かせるという意味ではこれでもまだ小さい方なのだと以前、フルクラムが言っていたのを千里は覚えている。彼女が空を飛べるのは、空中浮遊の原理を応用して浮力を補っているからだとか。

　まあそれはさておき……

「では」

　と軽く敬礼してからフルクラムは翼を使ってふわりと舞い上がる。

「よろしく」

　と薫の言葉に送られて闇空に向け彼女は真っ直ぐに上昇していく。千里達の思った以上の上昇速度が出ていたのか、瞬く間に彼女の姿は白い月の中の小さな点になってしまった。

　そして――

「どうや？」

　桜子が身を屈めて薫に尋ねる。

　現在、接続同調深度が三である状態なので、薫とフルクラムの意識は繋がり、フルクラムの視覚は薫と共有されている。フルクラムが上で見たものは此処で薫も見ているということになる。

「えっと…………」

　薫は首を傾げる。

　そして――

「あれ？」

「どうした？」

「聡くんとフランカちゃん……倒れてる」

　薫は困惑気味の口調でそう告げた。

　だが千里は全身の毛が逆立つような悪寒を覚える。

「なんだって？」

「………………あ」

　薫はそして短く驚きの声を漏らした。

「やられたみたい」

「やられた？」

「近くまで行かないと確認はできないけど――」

　フルクラムと視界を共有している薫は、ひどく焦点の定まらない目をしながら言った。

「鉄化してる。フランカちゃん共々」

「…………！」

　戦せん慄りつが一同の間を走った。
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　生徒達と――そしてその適合補助者達は、事実上の恐慌状態パニツクに陥った。

　訳がわからない。

　現状に対する恐怖を怒鳴り声に変えて吐き出す者。無意味に辺りをうろうろと徘徊して逃げ場を探す者。穴を掘ってそこに隠れようとする者までいた。誰もがどうして良いのかわからない中で、危機感だけが累積してのしかかってくる。

　一体何がどうなっているのか。

　遂に二人目の犠牲者が出た訳だが……そもそも全員が揃っている砂浜から、離れたのは聡とフランカだけである。そして彼等は揃って鉄化した。薫達によると、フランカも人間形態のまま、鋼鉄のように固められているのだという。

　しかも由々子と同じく――背中から心臓の位置に短剣を突き立てられた状態で。

　やはりこの島には、生徒達が気付いていなかっただけで、害意のある第三者がいたのだろうか？　その姿なき第三者に聡達は襲われて倒されてしまったのだろうか？

　それとも――

「――斯波ッ！」

　砂浜が恐慌状態に覆われてからおよそ一分後。

　男子生徒の一人が追い詰められた表情で振り返り――叫んだ。

「そうだ、お前のアジャスタント！」

「うん？　カーティスがどうしたん？」

　比較的冷静だった桜子は怪訝の表情で応じる。

　男子生徒は彼女の脇にある姿見を指差して怒鳴った。

「ずっとそこにいたか!?」

「……は？」

　目を丸くする桜子。

　だが――

（やっぱりそうきたか）

　千里は顔をしかめて自分の悪い予感が当たったことに呻いた。

　カーティス・クリンゲンスミス。〈見えない執事〉。

　いつも桜子が姿見を引っ張って歩いているせいで、それが彼女のアジャスタントだと思ってしまいがちだが、それはカーティスそのものではない。あくまでカーティスを見る為だけの道具に過ぎない。

　つまり――

「おったけど？　え？　まさか――」

「〈見えない執事〉ならこっそり聡達についていってヤっちまうことも可能だよな!?」

「ちょっと、ちょっと待ちいな！」

　さすがに桜子も顔色を変えて叫んだ。

「カーティスはずっとうちの側におったって。鏡に映ってたし――」

「俺達は見てない！」

　その男子生徒は桜子の発言を封じ込めるように叫んだ。

「考えてみたら、お前のアジャスタントだけだろ、聡達を――由々子先生もどうにかできんのは！」

「…………」

　生徒達の視線が、桜子と、彼女がいつも引っ張って歩いている姿見に集中する。現にその中には今、カーティスの姿が映っており、彼はヒステリックに騒ぐその生徒に対して『処置なし』とでも言わんばかりに肩を竦めてみせていた。

　だが――

「そもそも、その鏡――」

　男子生徒は桜子の隣にあるその車輪――いや今はキャタピラか――付きの厳つい姿見を指差して言った。

「それが本当に鏡かどうかだって怪しいだろ」

「どういう意味？」

「それが要するに、薄型モニタの類たぐいじゃないのかってことだよ」

「…………」

　つまり、そこにカーティスの姿が映っているからといって、〈見えない執事〉がそこにいるとは限らない――という意味だ。既にリアルタイムで生成した３ＤＣＧを実際の映像に重ねて見せる技術は、一般社会にもまだ稚ち拙せつながら確かに存在する。

　ならば魔法技術を併用すれば、そこにいもしない人物をいるかのように、鏡の中に映し出すことなど至極簡単――

「…………」

　桜子は眉間に縦皺を刻んで黙り込んでいる。

　彼女も先程、千里が言いかけた『まずい』の一語がコレなのだと気付いているのだろう。

　実のところ、カーティスを犯人ではないかと疑ってかかっているこの同級生の理屈は、至極真っ当なものである。互いが互いを監視していた中でも事件は起きた。ならば見落としていた誰かがいるはずだ。そして元より鏡に映さねば見えないカーティスは、隠密行動にはうってつけ――最も犯人になれる可能性が高い。

「仮に。あくまで仮に」

　桜子は顔をしかめて言った。

「カーティスが犯人だとして――うちの共犯も疑われてるってこと？」

「…………」

　さすがに男子生徒も口を噤んで黙り込んだ。

　恐らく男子生徒は犯人を特定して責め立てることで――その行為に集中することで不安を忘れたかっただけだ。動機がどうのとか共犯がどうのとか細かいことにまで考えが及んでいたかどうかは怪しい。

　そこに――

「よせよ」

　千里が割り込んだ。

「周防……？」

「疑いたい気持ちはわかるけど、カーティスならできる『かもしれない』ってだけだろ。現実にカーティスがやった、という証拠は何もないんだ」

「それは――……」

　男子生徒は決まり悪そうな表情を浮かべて俯く。

　誰がやったかわからない。

　それはその通りなのだが問題は『誰にでもできる可能性がある』ということだ。千里達の目からすれば魔法はほとんど『何でもアリ』の領域である。その産物である精霊や、それを行使できる魔族や神族も同様だ。つまりはちっとも容疑者が絞れないのである。

　だからこそ男子生徒は不安を紛らわせる為に、自分達にわかる範囲と理屈で犯人を特定しようとした訳だが――

「……そうだ。そうだな。悪わりぃ、斯波」

　まだ千里の言う理屈を理解できる程度には落ち着いているらしい。

「あ。いや――まあわかってくれたらええねん」

　と桜子も微笑を取り繕って首を振る。

　しかし……

（くそ。こうなると、理屈じゃねえんだよな）

　千里は腹の底で呟く。

　男子生徒は前言撤回してくれたが、ことはそれで終わらない。

　彼の発言を契機として、それまでこの場にいる一同の心の底に沈殿していた不安と疑念が、改めて舞い上げられた形になっている。確かにカーティスならできる『かもしれない』。カーティスがやった証拠は何もない。だが逆に言えば、カーティスでないという証拠も何もないのだ。

　わからない。わからないからとりあえず疑う。

　疑いの目を相手に向ける。

　この空気には彼は覚えがあった。

　神隠し――行方不明の状態から戻ってきた時の、教室。

　明らかに異物を見る同級生達の目。

　理屈ではない。ただ感覚的に拒否感を覚えざるを得ないのだ。

　訳のわからない状態に置かれることに人間は耐えられない。

　訳のわからないモノが側にいることに人間は耐えられない。

　だから強引にでも物事を解釈し、理屈を付けて、理解した気になりたがる。

　理屈が付けられねば――それを遠ざけようとする。

　あの時の同級生達のように。

（魔女狩り――か）

　以前、榮太郎から聞いた。

　そもそもこのアバロン学園都市が――そしてその母体となった〈マジシャンズ・アカデミイ〉が設置されたのは、魔法使いたちが永年、世間の一般人から隠れて存在してきたからだと。何世紀もの間、魔法使いたちは自らの存在を一般人から秘ひ匿とくしてきた。それはひとえに人間が自分にはわからないもの、及ばないものに対して極端な反応をするからだという。

　拒絶するか。

　隷れい従じゆうするか。

　拒絶の場合にはそれがそのまま敵対行為、排斥行為として具現する。中世の魔女狩りなどはその典型だし、かつては『科学』がその訳のわからないものとして敵視されてきたという歴史すらある。

　隷従の場合はそれがそのまま崇拝行為に転化される。盲目的に信用して疑うということを――自らの思考で斟酌するということを放棄してしまう。思考力の全ては現状に対する不都合の辻つじ褄つまを合わせる為だけに使われて一切の進歩と発展を放棄する。

　どちらも魔法使い達は望まなかった。

　だからこそ彼等は自らの存在を闇に隠した。

　神族や魔族も同じだという。

　人間の多様性、彼等の育む文化が眩しいからこそ、彼等は人間に対する干渉を制限するようになった。自分達が存在するという『事実』が衆知のものになってしまえば、人間は間違いなく進歩を忘れ、均質化し、現状維持の為だけの存在に成り下がる。

　だが科学技術は進歩し、人々の意識は変化しつつある。

　それ故にこそ今もなお、人々の意識はあの混迷の時代のままなのか否かを確かめる為の実験都市として――魔法使いたちが一般社会へ帰還して馴染めるかどうかの試金石として、アバロン学園都市は造られたのだと千里は聞いた。

　だが……

（変わってねえよ）

　千里は暗あん澹たんたる思いで考える。

（そう簡単に人間の本質が変わる訳ねえじゃん）

　現に――適合補助者を与えられた生徒達ですら、少し追い詰められればこの状態だ。先程、カーティスへの疑念を口にした生徒はたった一人だが、千里も思いついたことからもわかるように、それは当然、誰もが心の隅で考えていてもおかしくはない。いや、誰もがそう考えているという空気を察したからこそ、男子生徒は思わずそれを口にしてしまったのだろう。

　訳のわからない状況から逃れる為に、わかり易い答えを強引にそこに作る。

　闇を畏おそれる人間の本能だ。

　こんなもの――どうしようもないではないか。

　理性でそれを一時的に抑え込むことはできる。現にあの男子生徒も千里の言葉で自分の非を認めた。だがそれは本能に根ざす恐怖である以上、何い時つ如い何かなる時に再び噴出するかわからない。

　現に――

「…………」

　ふと気が付くと。

　砂浜に集った生徒達は離ればなれになっていた。

　誰からともなく、少しずつ、少しずつ、距離をとっているのだろう。まだ互いに相手の姿を確認できる距離ではあるが――何か起こっても咄とつ嗟さに駆け付けることのできない距離になっている。勿論、全員が等距離という訳ではないし、桜子やカーティス、薫とフルクラムは相変わらず千里の近くにいるが……

（やっぱそうなるか）

　誰も信用できない。

　誰が敵かわからない。

　ならばまだ自分一人でいる方が――あと二日間、確実に身を守れるのではないか？　そう考えた者が大半だったのだろう。

　それぞれのアジャスタントは当然、契約主を保護するために色々な能力を持っている。実験である以上、その能力は様々で必ずしもこの状況を切り抜けられるという保証はないが、それでも『互いに見張る』ことが効果がなかった以上、他に生徒達が期待するのは、よく見知ったアジャスタントとその能力以外にはない。

　しかし……

（それじゃ駄目なんだよ）

　千里は憂鬱な気持ちでそう思う。

　言っても詮ないことだとわかっていたからこそ、その一言が千里の口から出ることはなかったが。
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「……まさしく『蠅の王』だな」

　千里は溜息をついた。

　無人島の中で、些さ細さいな疑念を積み重ねた末に、相互の信頼を失っていく少年達。

　映画の中の出来事が、そのまま千里達の身に降り掛かろうとしていた。

「あるいは井●俊樹脚本ですね！」

　と何故かわくわくした様子で言うテジャス。

「なんの話だなんの!?」

　顔をしかめて千里は言った。

　夜は深まり――時刻は既に丑うし三みつ刻どき。既に生徒達の間の会話も散発的となり、全体的に重苦しい沈黙が辺りにわだかまっている。切れ目なく繰り返される潮騒の音が、それを尚更に強調する形となっていた。

　月光が変わらず砂浜の千里達を照らしているのが救いといえば救いか。これで辺りが闇に閉ざされてしまえば文字通りの疑心暗鬼――再び恐慌状態となって大混乱が起きるのは必至だった。むしろ一般社会と違って大気汚染がまったくないこの実験用隔離空間では、真っ直ぐに月光は地上へと届く。あるいは実際にはあの空の上の『月』は本物のように三十八万キロの彼方かなたにあるのではないのかもしれないが。

　ともあれ……

「どうしたもんかいな」

　砂浜に腰を下ろしたまま桜子が溜息混じりに言った。

「まあ、このまま次の犠牲者が出ないのが一番いいんだろうけどな」

　だがそう言う千里自身もそれは正直、期待していなかった。

　由々子と聡、そしてフランカ。

　彼等に共通していて、彼等以外には当てはまらない条件というものが、思い当たらないからだ。ならば犯人は他の者も狙っている可能性が残る。

「しかし千里」

　ふと桜子は千里の方を真っ直ぐ見つめて問うてきた。

「千里はどうしてうちらのこと、疑わへんかったんや？」

「理由があるっていうより、まあ、ヤなんだよ」

　千里は顔をしかめて言った。

「教室の中で……誰かが誰かに、疑われたり、変な目で見られるのがさ」

「……なんかあったんかいな、昔？」

「ちょっとな」

　と誤魔化す千里。

　あまり楽しい話ではないし……この場ですれば尚更に鬱うつ陶とうしい気分になるばかりだろう。

「じゃあ薫はどうなん？」

「ん？　僕？」

　薫が自らを指さしながら首を傾げる。

「僕は単にカーティス君が犯人じゃないってわかってるだけ」

　あっけらかんとした口調で彼は言った。

「何か根拠でもあんの？」

「ツバメちゃんの能力だよ」

「ツバメちゃんではありません」

　毎度の微笑ましいやり取りをする薫とフルクラムだが――千里達は目を細めた。

「なんだって？　フルクラムの能力？」

「カーティス君は〈見えない執事〉である訳だけどさ」

　薫はフルクラムに歩み寄ると彼女の膝の上にちょこんと腰を下ろす。フルクラムもこれを拒まず、むしろ当然といった様子で彼を抱え込むようにして腕を回した。言葉とは裏腹に、この二人、普段から周りが呆れるくらいに仲がいい。

「それはあくまで光学的に見えないってだけでしょ？　物理的な実体はそこにある訳じゃん。少なくともモノを持てる訳だしね」

　と言いつつ、薫は、ポケットの中から取り出した小銭を桜子に向かって投げる。

　それは意外と真っ直ぐな軌道を描いて彼女の顔面に向かって飛び――しかしその直前で、空中に静止した。

「…………」

　咄嗟に鏡を振り返った千里は、カーティスが、その小銭を空中で摑んでいるその姿をはっきりと見た。

「つまりね。物理的実体がそこにあるなら、動けば当然、わずかでも空気が乱れるし、その結果として気温もわずかだけど変化するんだよ。だからカーティス君そのものを見ることはできなくても、彼がそこにいる、ということそのものは察知できる。むしろ動いたらすぐにわかるよ」

「お前、ひょっとしてずっと接続同調深度、維持してるのか？」

「うん。だからツバメちゃんの目はフルスペックで辺りを監視しているよ」

　少なくとも薫は聡の後にトイレに行く順番になっていたのだから――聡がトイレに行く姿を見ている。その後ろをカーティスがつけていたとするならば、その姿は見えずとも、空気の攪かく拌はんが生じているはずなので、フルクラムの目はそれを捉えることができるはずなのだった。空気の密度が変われば当然に光の直進具合も変わる。これの程度が激しい場合が陽かげ炎ろうだったり蜃気楼だったりする訳だ。

「だったらさっき、桜子達が疑われた時に、それを」

「言ったら信じてもらえた？」

　と薫は苦笑する。

「ツバメちゃんにそういう能力があるってこと――客観的に保証できる？」

「…………そうか。なるほどな」

　確かにそれはその通りだ。

　フルクラムの能力で確認したといっても、それはあくまでフルクラムか、彼女と接続同調できる薫の主観でしかない。言ってみれば『噓だって言える』のだ。客観的にそれは証明できない。

　そしてカーティスを庇かばう素振りを見せた桜子が共犯呼ばわりされかかったことを思えば、薫がそのことを証言したところで、事態が好転するとは思えない。むしろ疑ってかかる側からすれば、共犯容疑者が増えるだけで――事態がややこしくなるだけだ。

「しかし……本当、一体何がどうなってるのやら」

　千里は溜息をつく。

　ただでさえ密室殺人――もとい密室鉄人などというややこしい状況が発端になっている訳だが、それに加えて魔法使い達、あるいはその被造物たる精霊達、あるいは魔族神族の存在が千里達に常識的な思考を許さない。

　推理小説のお約束――やってはいけない、やるべきではない、とされる幾つかの事柄を明記したものに、『ノックスの十戒』もしくは『ヴァン・ダインの二十則』なるものがあるが、まったくもってそれどころではない。

　そもそも推理を組み立てる為の前提条件が曖昧すぎる。

　何が可能で何が不可能なのか。

　それすらもが千里達にはわからない。

　これでは推理も――事件解決の為の思考も、しようがないではないか。

「ひょっとしたら、何か根本的な部分で僕等は思い違いをしているのかもねー」

　と薫は相変わらず緊張感のない口調で言う。

「根本的？」

「例えばこの島に僕等以外の誰かは本当に、いないのか」

「それは……」

　千里の脳裏を過ったのはふわふわの綿菓子みたいな髪をした少女の姿だった。

　例えば――亜藍須美子。

　あの千里の命を狙う傀儡の少女ならば、今回の事件の犯人である可能性は充分にある。どうも彼女の主人は千里を苦しめることを目的としているようなので、彼の周囲の人間からじわじわと倒していって、千里が恐怖するところを見てから――ということはあり得るだろう。

「あるいは、最初から犯人の候補として考えられていない人が犯人とか。ミステリじゃ、第一の事件で死んだはずの被害者が実は生きていて、第二第三の事件の犯人だったなんて話もあるし。ちなみに死体はその場合、別人になる訳だけど」

「アレは実は由々子先生じゃないってか？」

　鉄化した由々子は相変わらずあの魔法陣の上に放置されたままだ。彼女の敷いた結界がそのまま維持されているから――ということもあるし、迂闊に動かせば脆もろそうな部分、例えば首がぽっきり折れて元に戻せなくなる可能性も考えられる。

「あくまでそういうパターンのミステリがあるってことだよ」

　と薫は苦笑する。

「だがそんなの疑い始めるとキリねえだろ」

「そうなんだよね」

「そやけど……このまま、あと二日、じっと待ってるのも性に合わへんな」

　桜子は言った。

「二日で救援が来るとも限らないしねー」

「正直、お互いを監視するってのももうあまり意味あらへんし」

　といって桜子は周囲を見回す。

　既に相互の距離が開ききっている上、月光があるといっても、昼間よりは明るさの落ちたこの状況――浜近くまで来ている椰子の樹や、その近くに生えた灌木の茂みなどには幾つも影が落ちているし、そこに佇んでいる者は、ほとんどこちらからは視認できない。

　極論――砂やら何やらでそれらしい塊を作っておけば、ほとんど見分けはつくまい。互いの監視の目を欺くのも不可能ではないという状況だ。トイレにしても今までは声を掛け合って移動していたが、今はもう、それもなくなっている。むしろ単独行動――アジャスタントは同行するにせよ――する方が狙われやすいという考え方もある。

「やっぱ、もうちょい調べてみるわ」

　言って桜子は立ち上がった。

「調べるって……」

「由々子先生と聡の状態。薫とフルクラムを信用せえへん訳やないけど、現場に行ったらまた気付くこともあるかもしれへんし」

　確かに聡とフランカに関してはあくまで伝聞情報でしかない。フランカ以外は――薫でさえも己の目で状態を確認した訳ではないのである。

「それは……じゃあ俺も行く」

　言って千里は腰を浮かした。

　なんだかんだといって皆が集合しているこの砂浜ではまだ事件は起こっていない。ということは様子を見に行った桜子とカーティスが次の犠牲者として狙われる可能性が高いのだ。

　だが――

「あかん。千里はここにおった方がええ」

　腰を浮かした千里に桜子は苦笑して言った。

「なんでだよ」

「一緒に動いて何かあったら、千里まで疑われるやろ」

「今この時点で既に疑われてるだろうけどな」

　と千里は他の生徒達を振り返って言った。

　先程、桜子たちを庇ったことといい、今も桜子、薫と一緒にいることといい、桜子とカーティスを犯人とするならば、千里も共犯ではないかと考えてもおかしくない。

　だが――

「万が一、私が出掛けてる間に何かあったら、やっぱ私等が疑われる訳やんか。そしたらまた弁護頼むわ」

　ほんの少しだが……はにかむように笑って、桜子は言った。

　珍しい。いつも飄ひよう々ひようとした余裕のある言動が持ち味の彼女だからこそ、その落差が妙に可愛らしく見えた。

「さっきは、ちょい嬉しかったで？」

「あ………ああ……いや」

　若干ながら狼狽して言葉に詰まる千里。

「まあ……その……あれは当然の話をしただけだろ」

「まあそれはそれでええわ。とにかく」

　桜子はカーティスの映る鏡を引っ張りながら歩き出す。

「頼むわ。私等はトイレに行くっちゅう建前で調べてくるから」

　そのまま彼女とキャタピラ付きの姿見は砂浜を進んでいく。

　その後ろ姿を見送る千里を――

「…………」

　じいいいいいいいいと。

　クフィールとテジャスとミーティアが見つめていたりする。

「なんだよ？」

　アジャスタント達の視線に気付いた千里が眉を顰める。

「何というか」

　心底感心した様子でテジャスが言った。

「今後、御主人様のことは旗立て職人とお呼びした方が良いのではないかと――」

「なんの話だよ!?」

「自覚がないところが、やっぱりそれっぽいよねー」

　と薫まで笑いながらそんなことを言ってくる。

「だから何の話だよ!?」

　周囲の視線が何事かと集中するのにも構わず千里は喚いた。
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　そして一時間が経過した。

　桜子とカーティスは――戻ってこない。

「…………」

　千里はまるで親の仇かたきのような目付きで己の腕にまいたＧ‐ＳＨＯＣＫを睨んでいる。

　正確には桜子が出て行ってから五十三分と少し。正直に言えば半時間を経過した時点で様子を見に出掛けたくなった千里だが……単なるトイレではなく、調査なのだから、時間が掛かっても不思議ではないと自分に言い聞かせて、我慢した。

　だがそれももう限界だ。

　いくら何でも一時間は掛かりすぎである。

　そもそも本職の探偵や警官でもなければ鑑識でもない、ましてや専用の調査道具も持ち合わせていない桜子が、現場をどれだけ調べたところで、わかることはそう多くあるまい。一時間も調べ続けているとは考えにくかった。

　となると……

「もう一度、ツバメちゃんの目で確かめようか？」

　と――千里の様子を気遣ったのか、薫がそう提案してきた。

「夜目利くのか？」

　ツバメ、ツバメと呼称していることと、翼を広げて空を飛ぶところから、何となく千里はフルクラムを鳥の能力を付与された人造精霊、くらいに考えていたのだが。だとしたら鳥目だったとしても不思議はない訳で。

「暗視程度は勿論、可能です」

　とむしろ心外だと言わんばかりの口調で言うフルクラム。

　まあ考えてみれば、魔法によって作られた精霊の彼女――いくら鳥の能力を備えているからといって律儀に弱点まで背負い込む必要はなかろう。

「じゃあ頼…………いや」

　そこで思い直して千里は首を振った。

「俺が直に見てくる」

「千里くんが？」

　この提案には薫も少々驚いたようである。

「やっぱりついていくべきだった」

　勿論――まだ桜子が被害に遭ったという確証はないし、千里達が一緒についていったところでそれを防げたかどうかもわからないが、それでも――だ。




　――まっておにいちゃん。おいていかないで。




　脳裏を過る原初の記憶。

　千里の中に沈殿する罪。

「なんつうか、俺」

　千里は呟くように言った。

「もう誰も見捨てないし、逃げないって決めてんだよ。綺麗事だってのはわかってんだけどな」

「…………」

　自じ嘲ちよう気味に言う千里を薫とフルクラムはしばらく見つめていたが――薫はフルクラムと顔を合わせてにぱっと微笑み、フルクラムはというと、溜息をついて頷いた。

　何やら彼等の間で一つの合意が成立したようだが。

「うん。わかった。じゃあ行こうか」

「――あ？」

　腰を上げる薫とそのアジャスタントを見つめて、千里は怪訝の声を漏らした。

「お前も来るのか？」

「友達は心配だしね」

　と言ってから薫は少し首を傾げて付け加えた。

「それにもし、生徒かアジャスタントの誰かが犯人だとしたら、それは僕と千里くんたち以外の誰かでしょ。少なくとも桜子ちゃんが出て行ってから、千里くんもクフィールちゃん達も目立った動きしてないし――それなら、千里くんと一緒に行動した方が安心だよ」

「薫――」

　どうやらこの少年は千里のことを信じてくれているらしい。

　それは勿論、合理的な判断に依るものではあるのだろうが、それでも少し千里は嬉しかった。多分、先程の桜子が千里に対して感じたのも、こんな気持ちなのだろう――と。

　誰かに信じてもらえる。

　それはこんなにも――

「いけません！」

　――と。

　千里の思考を横から割り込んだ声が止めた。

　振り返ると何やら憤然とした様子でテジャスが千里を見つめている。

「あ？　なんだ？」

「いけません、御主人様！　それは――それは禁断の果実！」

「何の話だ？」

「ボクっ娘ならばともかく、男の娘萌えはいけません！　お●ん●んのついているかいないかなんて些細なことさ――とか変に悟った顔で言うようになってしまっては、普通のエロに戻って来れなくなる可能性が！」

「何をいってんだ、お前は!?」

「エロを極めようと思えば、まず基本からです！　いの一番に男の娘は敷居が高すぎます、まずは普通に異性から！　っていうか私達の立場がありません！」

「知るか！　つかよく考えたらお前、最初に自分で『女』じゃねえとか言ってたろうが!?」

　まあ元々服に性別はあるまい。

　とりあえずテジャスは女性の姿と性格を備えてはいるようだが。

　勿論そんな千里のツッコミや常識などテジャスは微塵も顧みない。彼女はひどく切迫した表情で千里のシャツを摑んで力説した。

「どれだけ可愛くても、いつかはすね毛ぼうぼうのおっさんに育ってしまうのですよ!?」

「誰だよ!?」

「愛らしいタートルネック状態のお●ん●んも、いずれはこう皮が！　皮が！　キャストオフして！　ギーガー・デザインの異星人みたいな感じに！」

「つか真顔でお●ん●んとか言うな！」

「ではムスコ！」

「そのネタはもういい！」

　千里は喚いた。





●　●　●






　夜の無人島という状況はただでさえ不気味だ。

　だがそれ以上に――あって当然のものがないというのは基本的に異様な雰囲気を醸し出す。実験用に魔法で造り上げられた人為的環境。それ故に此処では実験に影響を与えるような幾つかの要素が積極的に排除されている。

　例えばこの島には植物以外の生物がいない。

　南の島の夜といえば、夜行性の動物や虫の鳴き声や動く音が聞こえてきそうな印象があるのだが……それがない。まったくない。浜辺でもいて当然のカニや貝といった生物の痕跡が微塵も見られなかった。

　勿論その方が海水浴場としては安心できるかもしれないが――毒を持った生き物というのも珍しくない――今の千里達にとっては、この波の音以外は一切聞こえてこない静けさが、まるで生命感の対極を、つまりは『死』を暗示しているかのようにすら思えてしまう。

「……千里様」

　桜子達を捜しに行く途中――ふとクフィールが声を掛けてきた。

　ちなみに先頭はフルクラム、その次に薫、そしてテジャス、ミーティア、千里ときて殿しんがりがクフィールだった。これは適当でも偶然でもなく、感覚器官に優れたフルクラムを先頭に配し、戦闘力に秀でたクフィール、ミーティアを後方に配し、できるだけ安全な隊列を試みた結果である。

「なんだ？」

　少し歩調を緩めてクフィールに並びながら千里は言った。

　クフィールは千里の横顔をじっと見つめながら、生真面目そうに言った。

「私が――私達が、必ずお守りしますから。御安心下さい。命に替えても」

「……ああ」

　頷きつつ微苦笑を浮かべる千里。

　それはクフィールが言葉とは裏腹に、やたら怯えた表情をしていたからだ。

　クフィールは殴る蹴るの戦いになればやたらに強いが――逆に言えばそれが通用しない場面は苦手なのだろう。そもそも犯人の姿さえ見えない、誰に対して身構えれば良いのかわからないこの状況、彼女でなくても不安になろうものだが……クフィールの場合は、自分の最大の取り柄を活かせないということで、不安感は倍増してしまうのかもしれない。

「信頼してる」

　だから千里はむしろ彼女を安心させる意味でそう言った。

「はい……！」

　表情を輝かせるクフィール。

　そこへ――

「ああ、クフィちゃん、ずるいです！」

　テジャスがそう言って割り込んでくる。

「ず……ずるいですか？」

「そんな自分だけフラグを立てるような真似を！」

「がぅ……？」

「お前は何言ってんだよ」

　半眼でテジャスを睨み据える千里。

「私も、私も、必ずお守りしますよ、御主人様!?」

「……あー……まあ。信頼してる」

　千里としてはそう言うしかない。

　テジャスは得意げな表情を浮かべて言った。

「この貞操を懸けても！」

「そこは命を懸けろよ！」

　と思わず突っ込んでしまう千里。

「では御主人様――」

　とミーティアも脇から声を掛けてくる。

「私も全力で御主人様をお守りします。万が一に至らぬ所があれば、罰は如何様にも……鞭打ちでも蠟燭責めでも三角木馬でも……」

「かえって信用ならねぇよ！」

　と呻く千里。

　そんな彼等を――

「あはははははははは」

　と眺めながら朗らかに笑うのは、薫である。

「いいなあ、千里くんの所のアジャスタントは、皆、千里くんにラブラブだね」

「なんかそういうのと違うよーな気がするけどな。特にこいつらは」

　と千里はテジャスとミーティアを指差す。

「あ、御主人様、私の御主人様への愛を疑うんですか!?」

「それ本当に愛か？」

「愛じゃなければなんだというのですか！」

「性欲」

　もしくは千里をからかっているだけとか。

　だがテジャスは心外だ、と言わんばかりにぷるぷると頭を振って言った。

「それは愛の同音異義語ですよ!?」

「だったらやっぱり愛じゃねえじゃねえか！　つか同音でもねえよ！」

　まあ同義語と言いたかったのだろうけども。

「あははははははは」

　とまた薫が笑う。

「本当、いいなあ」

「いいか？」

「うちのツバメちゃんはツンデレだからさー」

「誰がツンデレですか」

　と歩きながら振り返ることもなくフルクラムが言って寄越す。

「私は不本意ながらも仕方なく薫のアジャスタントを務めているのです。何度も何度も言いますが」

「はいはい」

　薫は愉しげにフルクラムの反論をいなしている。

「でも本当、健気だよ。クフィールちゃんは勿論だけど、テジャスちゃんもミーティアちゃんもさ。場の空気が重くならないようにおちゃらけてる訳でしょ？」

「元からこいつらはこんなんだけどな」

　と千里は言う。

「何をおっしゃいます！」

　テジャスは異を唱えた。

「御主人様の心の平穏を思って常に心を砕いておりますのに！」

「そう思うならまずそのエロトークを止めろ」

「無理です！」

　元気一杯にテジャスは断言した。

「なにせ私（のエロトーク）は自動的なのですよ！」

「そのネタももういい！」

「そういえば児童販売機ってネタ考えたんですが」

「まず真っ先にお前が規制されろ」

　などとやっぱり益やく体たいもない会話に突入する千里達だったが。

「――薫」

　ふと先頭のフルクラムが立ち止まって声を上げる。

「あそこを」

「………あ！」

　フルクラムが指差す方向に視線を向けた千里達は――思わず声を上げていた。

「桜子!?」

　そこに桜子の変わり果てた姿があったからだ。

　椰子の樹の幹に突っ伏すような姿勢で――彼女は固まっていた。表皮も髪も由々子と同じく鉄のような質感である。そして俯うつぶせに倒れた彼女の背中には同じく一本のナイフの柄が生えていた。

　そして――

「これは……」

　桜子の隣。

　そこにもう一つの人影があった。

　一瞬、それが誰なのかわからなかったのは、彼の後ろ姿を千里達はほとんど見たことがなかったからである。ましてや実体としての彼を見たことなど今まで一度もなかった。

　カーティスだ。

　彼もまた鉄化して転がっている。背中には同じく短剣の柄。

　恐らくカーティスの不可視状態は、彼が機能停止することによって解除されたのだろう。性質として見えないのではなく、能力として見えない存在だったということだ。

　まあそんなことは今はどうでもいい。

　問題は――

「桜子！」

　駆け出そうとした千里を、しかし白い腕が背後から羽交い締めにする。

「おい!?」

「駄目です千里様、迂闊に近寄られては……！」

　申し訳なさそうなクフィールの声が千里の後頭部に触れる。

「あ…………ああ、そ、そうか」

　千里はばたつかせていた手脚を脱力した。

　犯人の意図が何処にあるのかは今以て謎だが、もし千里も標的の一つとして数えられているのであれば、桜子の側に罠を仕掛けるなり何なりしておくという手も考えられる。

「魔力残量からして」

　くい――と眼鏡の位置を指先で直しながらフルクラムが言った。

「此処で術式が発動したのは間違いないでしょう。しかし現在、周囲に動体反応なし、赤外線による探知でも生物の痕跡なし。被害者以外は完全に無人です。トラップらしき痕跡もなし」

「千里様。とりあえず接続同調を」

　とさすがに真面目な口調でテジャスが促してくる。

　元々服の魔法具であるテジャスは、言うなれば鎧よろいとしての機能を備えている。契約者の身を守るという意味では間違いなく千里のアジャスタント中、テジャスが最強と言って良いだろう。

「――我は契約者の権限に因りて我が僕しもべの一、〈輝ける炎〉との絆を手繰る」

　千里は呪文を唱える。

　基本的には他の生徒達のそれと同じだが、アジャスタントが三人いる千里の呪文に関しては、臨時講師の羽瀬川拓人によって、若干のパターン変更が加えられていた。うっかり皆と同じ呪文を唱えて同時に二つの接続同調回路が発動し、とてもややこしいことになった経験があるからである。

「僕の眼は我が眼、僕の耳は我の耳、その身の全てを我と重ね、今、僕は我が身の一部となれり――同調深度三……同調」

　呪文の詠唱と同時に小さな爆発がテジャスの身に生じる。

　膨れ上がった煙の中からするりと滑り出てきたのは、布状態に変化したテジャスであった。黒いその布状の――正確には糸の――魔法具は、するすると音もなく千里の身体の上を這い回り、数秒で自らを仕立て直して形状を安定させる。

　ぱっと見には単なる衣服であって防御能力など大差ないようにも見えるが、テジャスのそれは、彼女自身が動くための力場を伴っている為、コート一枚に見えても分厚い装甲を備えた重戦車並みの防御力を持っているのだ。

　それはいいのだが。

「……おい。テジャス」

「なんでしょう！」

　服状態になっても元気なテジャスの声が響く。

　同時に千里の背中をリスのように素早く駆け上がってちょこんと肩に乗ったのは、余った部分で作られたテジャスの布人形であった。

「なんだこれは」

「御主人様をお守りする為の新たなるフォーム！」

　びしい、と音がしそうな仕草でポーズを決めるテジャス人形。

「…………」

　千里は半眼で己の身体を見下ろした。

　黄色と黒の縞模様――つまりは虎柄の服と。同じ模様の手袋と。やっぱり同じ模様のブーツと。しかも普段は簡易な魔法で隠している獣耳と尻尾――クフィールとの契約で生えてしまったものだ――までがどういう訳か露あらわになっている。

　これでブーメラン携えて、火を噴くお猿のお供でもいれば確実にアレだった。

「どういう意味があるんだ」

「ク●ーンズゲイト『密林の守護者チャム●ャム』絶賛発売中ってことで！」

「何の話だよ!?」

　というか、どう見てもこれを着るべきは少女ではないのか。

「南の島の雰囲気にもよく似合ってます！」

「せ……千里様……ッ」

　と掛けられた声に振り返ると、驚いたことにクフィールが何か口元を押さえて千里を凝視している。まるで鼻血か涎よだれでも押さえる――というか隠すかのように。

　でもって彼女は何やら感際まった様子でこう宣った。

「か……可愛いです……！」

「うん。可愛いねえ」

　と薫まで頷いている。

「ケモノミミがとっても似合って……！」

「女の子みたいだねー」

「御主人様。大好評です！」

「嬉しかねえよ！」

　正直、他の誰に言われてもこの二人に言われることじゃないと千里は思う。

　どうやらクフィールの場合、元々獣としての属性があるものだから、千里が獣耳だの尻尾だのを生やしている状態が結構『ツボ』ということになるらしい。普段控えめで大人しい彼女にしては、露骨なくらいに興奮丸出しである。

「それよりも御主人様」

　テジャス人形はぺしぺしと千里の側頭部をフェルトの手で叩きながら言った。

「今は些細なことにこだわっている場合ではありません！」

「…………」

　全然些細じゃないよーな気がしたが、まあ確かに今は服装がどうの女装がどうの宣伝がどうのといった枝葉にこだわっている場合ではない。

「桜子――」

　千里はゆっくりと桜子の側に近付いていく。

　その左右にさっとクフィールとミーティアが並んで脇を固める。

　薫とフルクラムも近付こうとしたが――これは千里が片手を挙げて制した。万が一にもフルクラムが見抜けなかった罠のようなものがあっても、距離があれば巻き込まれずにすむはずだ。特にフルクラムは危険察知に特化している分、防御力や戦闘力ではテジャスやクフィール、ミーティアより随分と劣るのだから、警戒するに越したことはない。

「…………」

　千里は身を屈め、俯せに倒れている桜子の肩に手を伸ばす。

　だが――

「御主人様。ここは私が」

　とミーティアが言って代わりに手を伸ばす。

　千里の身の安全という意味もあるが――こう見えてミーティアは器用でその手の動きは相当に繊細な作業もこなせる精度を持っている。恐らく武器の特性を持たされたが故の精密さなのだろうが、いずれにせよ鉄化した桜子に無理な力を加えないという意味でも、ミーティアに任せた方が良さそうだった。

「…………」

　少し起こしてみると、桜子は驚きの表情を浮かべて鋼鉄になっていた。

　さらにカーティスの方を見ると――彼の鉄化した横顔にも驚きの表情がくっきりと刻み込まれていた。

「……そういえば」

　千里は眉を顰めて呟く。

「由々子先生も驚きの表情で固まってたな」

「左様ですね」

　と頷くミーティア。

「つまり――」

　背後からいきなり魔法仕込みのナイフで刺されてこうなったという訳ではないのか。

　それならば恐らく驚きの表情を浮かべる暇もなかっただろうし。

　それとも硬化するのには若干の時間を要したりするのだろうか。それならば表情が驚きのまま固まる可能性はあるだろう。

　細かいことはやはりわからない訳だが――

「なあ、薫――」

　と千里は振り返り。

「……!?」

　そこで――愕然と凍り付いた。

　薫とフルクラムはそこにいた。

　千里の指示通り少し離れた場所で――しかし俯せに倒れ物言わぬ金属の塊と化して。

（なんだと……!?）

　きっちり測った訳ではないが、千里が彼等に背を向けていたのは一分余りの時間であるはずだ。その間に一体何が起こったのか？

　やはり彼等の背にはナイフの柄が見える。

「クフィ!?」

「がぅっ!?　いえ、その、私も千里様の方を見ていたので……」

　申し訳なさそうに項垂れるクフィール。

　だがそんな彼女に文句を言っている場合では既にない。

　わずかに一分余りの時間。

　距離にしても数メートル。

　ただそれだけの隔たりで薫とフルクラムは仕留められてしまっていた。

　だが本当に一体どうやって？

「畜生、これじゃミステリどころかホラーじゃねえかよ！」

　犯人というより最早これは――暗殺者。

　こんなわずかな時間、些細な隙で可能ならば、確かに砂浜で互いを見張っていたところで、あまり意味はな――

「――！」

　そこまで考えて。

　そして千里は唐突に悟った。

　これだけ素早く――それもほぼ二人同時に倒せるならば。

　そもそも人の眼があろうとなかろうとさして問題にならないではないか！

「――クフィール、テジャス、ミーティア！」

　叫ぶ千里の声は最早、悲鳴に近かった。

　薫や桜子、カーティスやフルクラムの状態については確かに気になる。心配だ。だがこれ以上に彼等の状況が悪化するとも思えない。

　今はむしろ――

「浜に戻るぞ！」

　叫ぶ千里。

「お前達とも接続する！」

「ぎょ……御意！」

「御意」

　とクフィールとミーティアの返事が返ってくるのを耳に千里は改めて呪文を詠唱する。

　最早――力を出し惜しみしている場合ではない。

「我は契約者の権限に因りて我が僕しもべの全て、〈獅子の児〉、並びに〈流れ星〉との絆を手繰る！　彼等しもべの眼は我が眼、彼等の耳は我の耳、その身の全てを我と重ね、今、彼等は我が身の一部となれり――同調深度三……同調！」

　次の瞬間……アジャスタント達の姿に大きな変化が生じていた。

　まずクフィール。

　ざわりとその長い髪が蠢うごめいたかと思うと、彼女の全身、その白い肌が青ざめていく。いや違う。白い肌に生えていた、ほとんど見えない程の細く短い産毛、それが伸びて彼女の皮膚を毛皮状に覆っていくのだ。同時に彼女の四肢の骨格が、いや、頭蓋骨や脊せき柱ちゆうまでもが細かく組み変わり、別の形態の生物へと彼女を変化させていく。

　両脚の関節は逆に曲がり、足首から先が更に伸びる。

　顔面は縦に伸びてその鼻先が黒ずみ、それらもまた蒼と白の獣毛に覆われて――

「がぅ！」

　数秒後には彼女は、大きな一頭の獣と化していた。

　クフィール――獣形態。

　これに関しては、かつて一度だけだが千里も見たことがあった。

　この状態の彼女は、単に肉体的能力のみならず、魔法的な攻撃をも操れる。〈球電〉と呼ばれるプラズマ弾を生み出して射出することもできるのだ。

　そして同時に――

「…………」

　ミーティアの姿が、ばらけた。

　いや。これも違う。一見してそう見えただけだ。

　元より人形筐体であった彼女の全身は、言ってみれば部品の集合体だ。これが佐久間榮太郎による改造により、その部品を活かす為の設計図を幾つも加えられた。つまり昔あった学習玩具の如く、部品を組み替えることによって様々な別の機械に彼女はなることができる。

　そして防御のテジャスと対を成すミーティアのなるべきものとは――即ち攻撃力。

　ちりちりと音を立てながら微細な部品単位にまで自ら分解したミーティアは、次の瞬間、猛烈な勢いで自身を再構築。わずか数秒で、長大な、何か異様な代物がそこに出来上がっていた。

　言うなればそれは――機械を組み合わせて作られた騎兵槍ランスだ。

　機関銃のようでもあり、火炎放射器のようでもあり、そのどちらにも似て異なる、長い――武器。それは当然といった様子で自ら飛んで、千里の掌に収まり、さらにはそれを補佐するかの如くチューブとも触手ともつかない部品を伸ばして千里の腕から胴体へと絡みつき、そしてテジャスが変形した衣装に接続して止まった。

「では私も」

　と言うのはテジャスである。

「御主人様。景気づけに一言お願いできますか」

「――あ？」

「『やるぞテジャス』――と」

「なんだかしらんが」

　と呟いてから千里は言った。

「やるぞ、テジャス」

「ラーサー！」

「……？」

「てっくせったー！」

　人形テジャスが高らかに叫ぶと同時に――千里の身体を覆っていた彼女の本体が爆発的に膨れ上がった。

　一部が下着インナーとして千里の全身を、まるでレオタードのように覆い尽くし、残った部分が肥大化、腕を、肩を、足を、そして胴と頭を保護する装甲へと変化する。布であったはずのそれは瞬時に鎧のように硬質さを帯び、さらにはあちこちが威い嚇かくするかのように尖って独特の輪郭を描き出す。

　これもまたわずかに数秒。

　テジャスは服は服でも、強化装甲服の形状を帯びて千里を包み込んでいた。

「……つかテジャス！」

「はいな！」

「最初からコレにしろよ!?」

「今はそんな些細なことに拘こう泥でいしている場合ではありません！」

「ああもう本当にそうだな！」

　半泣きで喚く千里。

　そんな彼等に――

「がぅ」

　クフィールが背中を向ける。

　乗れ――ということなのだろう。いちいち言葉を交わさずとも今の接続同調深度三の千里にはアジャスタント達の意識が自分のそれのように、手に取るかの如く理解できる。当然、初めてであるはずのミーティアの使い方も、だ。

「いくぞ！」

　千里は叫ぶとクフィールの上に飛び乗る。

「がうッ！」

　一声吼えて疾駆を始めるクフィール――その動きは、千里一人、いや、それに加えてテジャスとミーティアを乗せていても尚、力強く、夜気をぶち抜く勢いで駆け抜けていく。

　千里。クフィール。テジャス。ミーティア。

　彼等が一体となったその姿は――戦場に向けて駆ける騎士の姿を想起させた。
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　案の定――というべきなのだろうか。

　浜辺は異次元の美術館と化していた。

　鋼鉄の像がおよそ二十体余り。

　三々五々と散らばるそれらは、言うまでもなく全て鉄化した生徒とアジャスタントである。その全てが背中から同じナイフの柄を生やしている。生徒達が不信感から互いに充分に離れた状態であったなら、一人ずつ、音もなく片付けていくのも、そう難しいことではなかったろう。

　犯人がそれを予期していたとしたら、とんでもない策士だ。

　いずれにせよ……

「遅かったか」

　仮面の下で千里は唇を嚙んだ。

　何者の仕業かはわからないが、こうなってはもう、疑心暗鬼どころの話ではない。

「……結局、何なんだこの状況」

　クフィールから降りて呟く千里。

　一体犯人は何が目的で、どういう方法で、この学級全員を鉄化させたのか。

　目的はこの実験用隔離空間にいる全員だったのか。

　それとも――

「俺が最後になったのは、やっぱり俺を追い詰めるためか？　それとも偶然か？」

　前者なら亜藍須美子とその操り主が犯人の可能性も出てくるが。

　だがそれならば亜藍須美子は何処にいる？　今まで一度もその姿を見なかったが、こんな真似が彼女に可能なのか？　可能であるならばそもそも、もっと早くにやっていそうなものなのだが――

「テジャス、とりあえず」

　そこまで言って。

「……!?」

　千里は気付いた。

　身体が動かない。

　彼の全身を覆っているテジャス――最強防御形態の彼女が、まるで、凍り付いたかのように動かないので、彼自身も……

「お前までか!?」

　いや。テジャスだけではない。

　ミーティアからも反応がない。

　彼女等は揃って鉄化していた。

　ということは――最後に残ったのは。

（……そんな馬鹿な）

　千里は咄嗟に脳裏に浮かんだ一つの答えを打ち消した。

　そんなはずはない。

（そんな馬鹿なことは……）

　もし千里達が認識していない敵がいたのではなく、やはり千里達の中に犯人が混じっていたのだとしたら。当然それは最後に残った者ということになる。

　確かに先程、薫とフルクラムが鉄化した現場に彼女もいた。

　本気の彼女は残像すら残す速度で動き回れる。

　ならば――

（ない、それはない、そんなことは）

　だがしかし。

（……アジャスタントは………………）

　かつてそれは彼女自身が語ったことだ。

　アジャスタントは、全員がある種の罪人、ないし危険存在として拘束されていて、だからこそ懲役及び、検査の意味も込めて、アジャスタントの役割を振られているのだと。

　そして彼女自身がマジシャンズ・アカデミイに復讐する為に作られた兵器型の人造精霊であり、自分自身でどんな機能が与えられていて、どんなプログラムが意識の底に眠っているのか、把握できていないのだと。

（…………クフィール!?）

　もし。

　クフィールの内部に、クフィール自身も気付いていなかったような、攻撃性の呪術なり何なりが眠っていて。何らかのきっかけでそれが目覚めたとしたら？　そして現状を敵陣の真ん中だと認識して無差別攻撃を始めたとしたら……？

（馬鹿な……！）

　到底、信じがたい。

　しかし――

（…………！）

　いつの間にか接続同調が切れている。

　少なくともクフィールの意識を身近に感じられない。

「クフィール！」

　千里は身動きできない状態で叫ぶが、返事がない。

　すぐ側にいるはずの彼女は――無言。

　そして……

「クフィール！　おい、返事をしろ――」

　じたばたと鋼鉄の拘束具と化したテジャス＆ミーティアの中で暴れる千里。

　ろくに身動きがとれないが、それでも僅わずかな震動が、微妙な均衡を崩したのか――ずしゃりと音を立てて千里は鉄化したテジャス、ミーティア共々、砂浜に倒れ伏すこととなった。

　そして……

「クフィール！」

　目の前にクフィールの姿があった。

　彼女は、平然と、獣形態のまま座っている。

　闇の中に光る獣の瞳は身動きできない千里を見つめ――

「…………!?」

　クフィールは鉄化していた。

　まるで吉よし永ながさんちの守護像か、それとも渋谷駅前の忠犬か、といった感じにお座りした状態のまま完全に固まっている。彼女もまた被害者だった。恐らく背後に回ればその背中にはナイフの柄が生えていることだろう。

　ということは。

（クフィールですら、ない？）

　では犯人は。

　一体この事態は何だったのか。

　混乱する千里は――次の瞬間、自分の全身の感覚が急速に消えていくのに気付いた。

　まるで麻酔を掛けられているかのような。

　変質しているのだ。

　彼の、肉が、骨が、血が――

（これは……！）

　鉄化の呪い。

　それが彼自身をも今、蝕むしばんで。

「なんなんだ！　なんなんだよいったい!?」

　叫ぶ千里。

　その声が最後。

　そして――この南の島を模した隔離実験場からは――誰もいなくなった。

　かつてミステリの女王が書いた有名な推理小説の如くに。
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「……おっかしいなあ」

　がさごそがさごそ。

　これでもかというくらいに散らかりまくった部屋。

　丸い壁面は電子部品から古書までが乱雑に押し込まれた棚が覆っており、床にも、その真ん中にある執務机にも、箱やら筒やらその他諸々、無数の品々が乱雑に乗っかっている。

　そしてそれらの中央、執務机の上にあぐらをかいて、一人の青年が唸っている。

　佐久間榮太郎である。

　でもって彼の周りでがさごそと捜索作業を代行しているのは、三頭身程の、小さな獣耳と尻尾装備のメイドさん達だった。彼の使い魔――エーネウスのデフォルメ・コピー、プチネウス達である。

　でもって。

「――どうなさったのですか？」

　と声を掛けてくるのはプチネウス達の大元、エーネウスである。

　いつの間に現れたのか――というかこの扉もない部屋にどうやって入ってきたのかは傍目にはさっぱりわからないが、まあ魔法使いや魔族の奇行をいちいち気にしていてもきりがない。

「いや。実験開発中のサンプルが一つ見当たらなくてな」

「サンプルですか」

　エーネウスはさして気のない口調で言った。

　実のところ、榮太郎は元々何でも適当というか、思いついては実験して、それを途中で飽きて放りだして、といったことも幾度となくやっている。なので、実験用のサンプルだの資料だのが何処かに行ってしまう、などということも数限りなく生じているのである。

　だが――

「ほれ。この間、お前も言ってたろう、救急救命用の術式」

「はい。寒河江教授からの依頼の件ですね」

　とエーネウスは頷く。

「アレの試作サンプルなんだよ。非常用の護身術式を組み込んだ、ウイルスでな」

「…………ウイルス、ですか」

　眉を顰めるエーネウス。

　護身術式そのものは珍しくないが『ウイルス』の一語はある意味でかなり剣呑である。

　ましてやそこに魔法使い謹製という要素が加わるとなると、一歩間違えば世界を滅ぼしかねない。

　だが――

「とりあえず〈ヒナミザワβベータ〉と名付けた」

「…………その命名には色々と不安を覚えますが」

　とエーネウス。

　だが榮太郎は構わず続けた。

「例えば戦争とかがいきなり勃発した時に、国民全部を避難させるとか無理っぽいだろ」

「それはそうですが……」

「他にも、こう、火事とか、地震とか、まあ色々な大規模災害の時にな、咄嗟に大多数を救出できそうにない場合とかにな、こう、撒布する訳だよ、空中から」

　と――ひらひらと掌を空中に漂わせるように動かして見せる榮太郎。

「すると……そのウイルスに組み込まれた護身術式が、対象者の体内に入り込んで、作動する？」

「そうそう。まあ護身術式つっても、結界とかそういうのは一般人には無理だろうし、最小限の魔力で作動するとなると、救助が来るまで、ずっと結界張るのも面倒だろ」

「ではどのような？」

「だから変質させるのさ、肉体そのものを。傷つかないように」

　ちちち、と立てたひとさし指を左右に振って榮太郎は言った。

「ちょっとやそっとの衝撃や圧力、熱じゃ生命構造が壊れないようにしてしまう。一種の封印術式と錬金術式だな。人間の肉体を合金化して、維持する。生命活動そのものを一時的に停止させてな。これなら、余程の状況でもない限り、後から掘り起こせるし、必要な魔力は物質変換のその瞬間だけだからな、個人の魔力の大小に関わらず、何日でも保つ。どうだ、中々いいアイデアだろう？」

「…………」

　眉を顰めて黙るエーネウス。

　その意味を知ってか知らずにか榮太郎は続けた。

「勿論、解除は簡単にできないと意味ねえからな。魔法使いでなくても解除できるようにってんで、肉体の変質と同時に余剰魔力で術式の解除キー……というかまあ、逆転術式の発動キーだな、コレを生成する。こんな感じのやつな」

　と言いながら榮太郎が何処からか手品のように取りだしたのは、一本のナイフの柄――だった。少なくともそれはそのように見える代物だ。もっとも刀身にあたる部分はない。よく光に透かしてみれば、針治療に使うような、極細の針がそこから一本生えているだけだった。

「冬虫夏草みたいな感じで、こういうのが生えてくるのさ。でもってこれを引き抜けば、変質は解除されて、本人は元通りって寸法な訳だ。よくできてるだろ？」

　と言いながらくるくるとナイフの柄を気軽に回してみせる榮太郎。

「問題はこのウイルス、感染から発症までの時間に、妙に個人差があってな。何とかこれを一定に、極端に短くできないかってところで行き詰まって――」

「ところで御主人様」

　しばらく得意げな榮太郎の解説を聞いていたエーネウスが、彼の台詞を遮るように言った。

「よろしいですか」

「なんだよ、改まって」

「例の臨海学校について、少し拓人さんがお話があると」

「拓人が？　臨海学校？」

「それに同行者が少々」

「…………？」

　首を傾げる榮太郎だが――

「まあいい。入ってもらえ」

「御意」

　とエーネウスが頷いた瞬間、どうやら部屋の外で待機していたようで……拓人と、そして周防千里や逆崎聡、斯波桜子、大場由々子といった面々がいきなりシフト・ポータルで転移してきた。元々散らかっていた為に、人口密度が上がったせいで、やたら執務室の中は狭苦しい感じになる。

　そんな中――

「なんだなんだ？　どうした、ガン首揃えて」

　首を傾げる榮太郎。

「話は聞かせてもらった」

　と半眼で言ったのは、拓人ではなく、千里であった。

「あんただったのか……！」

「あ？　なんの話――」

「実は先輩」

　苦笑しながら拓人が言い添える。

「例の臨海学校ですが。一日目から二日目にかけて、参加者全員が鉄のように変質してしまうという奇現象が起きまして」

「…………」

　拓人曰く、臨海学校の期限を過ぎた四日目になっても、誰も戻ってこないのを不審に思って出掛けてみると、全員が出来損ないの彫像のようになっていたのだという。

「念のためにとありとあらゆるレベルのシールドをかけて調べたところ、大場先生の荷物の中に紛れ込んでいた、コレが」

　と拓人がビニール袋に入った小さなカプセルを示した。

「…………」

　榮太郎は無言。

「えらい目にあったぞ」

　そんな彼を睨み据えながら千里が呻くように言う。

　その後――部屋の中に落ちる重苦しい沈黙。

　右を見て。

　左を見て。

　そして上を見て。

「あー。いや。まあ。その。なんだ」

　榮太郎は朗らかな笑顔を取り繕って言った。

「これも貴重な体験ってことで」

「…………」

　勿論――誰一人として首肯しない。

　冷凍マグロの如き冷たい眼が榮太郎に集中する。

　そして――

「佐久間榮太郎」

　千里は唸るように言った。

「さあ。てめえの罪を数えろ」

「はっはっは……………………さらばだ！」

「逃がすかッ！　絶望がてめーのゴールだ！」

　シフト・ポータルを開こうとした榮太郎に、その場にいる全員が飛び掛かったのは、次の瞬間であった。
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　まあそういう訳で。

「本当にえらい目に遭った」

　嘆息する千里は聡や桜子、薫達と下校路を歩いていた。

　勿論、アジャスタント達も一緒である。

　榮太郎は全員で踏ん縛った後、エーネウスに引き渡した。『主人を諫めるのもメイドの役目ですので』と、山程の鋲びようが打たれた鉄扉の向こうに――いかにも『拷問部屋でーす♪』と言わんばかりの部屋に消えていくメイドとそのすちゃらか主人を見送ってから、学舎を後にしたのである。

「まあ佐久間先生も悪気はなかったんだし」

　と鷹おう揚ように笑うのは聡である。

「臨海学校が初日しか楽しめなかったのは残念だけどねえ」

「お前はそうだろうけどな」

　千里は溜息をつく。

　早々に鉄化してしまった聡は、あの後のぎすぎすした同級生達の空気を知らない。

「結局、大前提からして間違ってたってことだね」

　と薫が笑う。

　そう。

　犯人など――少なくとも犯行の意志を以て千里達を襲っていた者などいなかった。

　全て病気であり全て事故であり、悪意だの犯意だのは何処にもなかった。

　千里達はいもしない敵に怯おびえていたことになる。

「コレが推理小説ならノックスの十戒にもろに引っかかってるとこやな」

　と桜子も苦笑する。

　ちなみにノックスの十戒には四番目に『未発見の毒薬、難解な科学的説明を要する機械を犯行に用いてはならない』とある。未発見の疾しつ病ぺいもこれに含まれるだろう。

「僕は正直、これも授業の一環だったのかと思っちゃったよー」

　と薫が言う。

「なんだって？」

「だってほら」

　薫はやはりいつもののほほんとした笑顔で言った。

「僕等、自分の常識に振り回されてた訳でしょ？」

「…………」

「成る程」

　と頷くのは聡である。

「この学園で学ぶべきは――それだったね」

　発想こころが自由であること。

　己の思考に無意識の枷かせを嗔めないこと。

　ありとあらゆることを疑い――ありとあらゆることを信じる。

　そういう柔軟さ。

「そう考えればこの体験も確かに悪くはなかったのかもね」

「そう言えるお前等が俺は心底羨ましいよ」

　と千里は言って――それから、長々と溜息をついた。





















　しゃらり――と音を立てて、試着室の内と外を隔てていた布が横に払われた。

　半畳程の小部屋で、着替えを終えたばかりの少女の姿がそこにある。

　恥ずかしいのだろう。碧あおい双そう眸ぼうは伏し目がち。白い頰ほおにも朱がさしている。まるで何ど処こかに消え入ってしまいたいといった様子で、長身を猫背気味に丸め、その肩もすぼめるようにして少女は立ち尽くしていた。

　綺麗な少女である。

　女性としては、やや大柄に過ぎるかもしれない。

　その長い髪もまた、人間には本来あるまじき蒼だ。

　だがそれでも尚、その姿は異様にも特異にも見えず――容姿に破は綻たんらしい破綻は見当たらない。むしろその愛らしい顔立ちは勿論、全体的に引き締まったその身体、すらりと伸びた四肢は、健康美に満ちて……見方によっては優雅ですらある。

　装飾を盛りつけることによって生じる美しさではなく、余計なものを削ぎ落とすことで生じる簡素な美しさ――無駄なく完成されたが故の、機能美にも通じる美しさだ。

　無論、人によっては、彼女のその大きな胸を、あるいは尻を、無駄と感じるかもしれないが……そこにもまた女性としての必然がもたらす均衡がある。女性の女性たる所以ゆえんをくっきりと主張するその輪郭にもまた、一切の無駄はない。過剰でもなく。矮わい小しようでもなく。言うなれば一つの理想的女性形アニマ。

　その具現として少女はそこにいた。

　ましてや着慣れぬ衣装を身に纏まとい、注がれる視線に対して恥じらいを示す姿は――汚れを知らぬ乙女の清らかさをも備えている。清楚にして可憐。大柄でありながらもその姿は小鳥のように愛らしい。

　およそ男なら、見とれずにはおれないだろう。

「…………クフィ」

　周す防おう千せん里りは呟つぶやくようにその名を呼んだ。

　クフィ――クフィール・アブソリュート。

　それは少女の名前だ。

　勿論、日本人の名前ではない。それどころか人間の名前ですらない。『クフィールkfir』とはヘブライ語で『仔こ獅じ子し』の意味を、そして『アブソリュートabsolute』は英語で『絶対』の意味を持つ。少女に相応ふさわしいとは到底言えまい。だが当初は多少の違和感を感じていたその名前にも……いつの間にか千里は馴染んでいた。

「千里様……」

　クフィールはもじもじと身をよじりながら言った。

　長身の背を丸め上目遣いに彼女は尋たずねる。

「……あの……どうでしょう……？」

　頰を赤らめ、恥ずかしげに身を縮め、それでも逃げ出さず健けな気げに千里の前に立つその姿は、単に衣装の評価を待っているというより、まるで――ずっと己の中に秘めてきた恋心を告白しているかにも見えた。

　だが――

「クフィ……お前な」

　千里は眼を半眼にして言った。

「俺の言ってたこと、ちゃんと聞いてたか？」

「え…………？」

　きょとんとした表情で眼を瞬かせるクフィール。

　この少女は、大柄な癖くせに、こういう仕草は本当に幼い印象で――その落差ギヤツプがまた愛らしいのだが、まあそれはさておき。

「あの……似合わない……ですか？」

「似合ってるよ」

　と千里は言った。

「よく似合ってる」

「あ……良かった……です」

　ほっと安あん堵どの微笑を浮かべるクフィール。

　しかし……

「良くねえよ」

　千里は眉間に縦皺を刻んで言った。

「俺達は普段着を買いに来たんだよ。覚えてるか？　普段着だぞ。それも一般社会で着てても、そう違和感のないものだ。わかるか？」

「は……はい……」

　こくこくとクフィールは頷うなずく。

　そんな彼女を睨み付けながら――

「その上で選んだのがそれか？」

「一般社会でも着られている服です……よね？」

「一般社会のごく一部だ!!」

　と千里がびしりと指差すその先。

　言うまでもなくクフィールの着ているそれ。

　穢けがれのない白さを示し、機能性にも富んだ衣装。

　それは――

「誰がナース服なんか選べと言ったか！」

　そう。それはもうどうしようもないくらいに誰の眼にも明らかなナース服――つまりは女性看護師さんの服で。しかもオプションだか何だか知らないが、十字の意匠の入ったナース・キャップと……ついでに採血に使えば相手が失血死しそうな、でっかい注射器まで一緒だったりする。普通に注射に使っても、打たれた方が破裂しそうだった。

　まあそれはさておき。

「だ、駄目でしょうか……」

「それを大丈夫と思えるお前の脳が駄目だ」

「脳が……！」

　ガーン、とゴチック体で背後に書き文字でも出そうな様子で衝撃を受けるクフィール。

「脳ばかりは、私にもどうにもなりません……」

「どうにかできたらどうにかするつもりなのかお前は」

　と千里は言って――

「つかな――テジャス」

　彼は背後を振り返った。

　そこには何やらわくわくドキドキといった様子で待機している少女が一人。

　色々な意味でクフィールとは対照的な姿である。

　髪も眼も朱あか。やたらに小柄で華きや奢しやなのが――さらに言えば、胸なし尻なしのズンドウ系ボディであることが、フリル付きのゴスロリ・ドレスの上からでもよくわかる。

　雰囲気としては少女というよりもやや幼女寄りな感じで、だからこそ髪に結んだ黒のリボンも襟元のチョーカーもよく似合っているし――同時にチョーカーから垂れ下がっている鎖がやたら猟りよう奇きというか、まあ、自称・有識者な人々が卒倒しそうなくらいにヤバげな雰囲気を醸し出したりもしていた。

　テジャス・ファルチェスク。

　クフィールと並んで千里の従者――このアバロン学園都市における適合補助者アジヤスタントを務めている少女である。もっともこれまたクフィールと同様に人間ではないのだが、そもそも厳密に言えばテジャスの場合は少女ですらない。少女の外見をしているというだけだ。

　はっきり言って中身は少女よりも中年親父に近い。特にシモネタ関係。

「なんでしょう御主人様」

「御主人様って呼ぶな」

「なんでしょう千里きゅん！」

「……どうあってもお前は俺を萌えキャラにしたいのか」

「勿論です！」

　テジャスは拳こぶしを握り締めて力説した。

「千里きゅんのツンデレぶりは十年に一度、いえ、百年に一度の逸材ですから！」

「誰がツンデレだ」

「ツンの身体にデレの精神！　今こそ合体――完ッ成！　パーフェクト周防千里！」

「訳のわかんないこと言うな。つか今の俺が部品みたいな言い方すんな」

「千里きゅんと合体したい」

「お前が言うと無意味に卑猥だな」

「一億と二千年前から愛してましたよ？」

「その頃人類まだいねーよ」

　千里は冷たい視線でテジャスを睨み据えながら言った。

「それよりもテジャス。お前その手に何持ってんだ」

「何って。服ですけど？」

「確かに服だが俺にはそれがまるでチャイナ・ドレスのように見えるが」

「チャイナ・ドレスですよ？」

　びらりとテジャスが両手で広げて見せるのは、蒼を基調にしたチャイナ・ドレスである。しかもやたら深そうな感じで切れ込みスリツトの入った代物で、勿論、袖なしノースリーブである。

「ちなみにチャイナ・ドレスっていうのは和製英語で、英語ではマンダリン・ガウンって呼ぶそうですよ。Wikiウイキに書いてありました」

　自分の目線より上に掲げて見せながらも、裾が地面に触れそうな辺りにあることを思えば、これはテジャス用ではなく、クフィール用ということなのだろう。

「だから俺は普通の服を持ってこいつってんだよ！」

「千里様！　それはあまりに中国の人に失礼です！」

　とテジャスは叫んだ。

「中国四千年の歴史の裏打ちがあるこの伝統的なドレスを、異常だなんて！」

「異常なのはお前の脳だ！」

　と千里は怒鳴る。

「つか、いわゆるその手のチャイナ・ドレスってコスプレ喫茶のメイド服みたいなもんで、ほとんどコスプレ扱いっていうか――本場じゃ伝統服でも普段着でもねえって話聞いたことあるぞ。むしろ台湾辺りじゃ印象悪いとかなんとか」

「……千里様」

　テジャスは居住まいを正して言った。

「わかりました」

「なにがだ」

「服フェチの千里様に対して、あまりに下調べが至らなかったことについては、私も深く深く反省する所存です！」

「誰が服フェチだ！　前に海外出張してた親父から聞いたんだよ！」

　千里の父親は仕事で世界中を飛び回っており、台湾や中国にも出掛けたことが何度かある。チャイナ・ドレス云々はその際に土産話として聞いたことがあるのだ。精々が日本人の接待に使われるくらいで、現地ではあまり一般的でないとか。

　まあ日本人の着物が海外で受けている誤解と同じようなものなのだろう。どうしても文化だの風俗習俗といったものは、極端なものばかりが部分的に伝わって、それがさらに曲解されて変な方向に醸成されてしまう傾向がある。

「親子二代で服フェチとは。御主人様の服フェチは遺伝子の二重螺ら旋せんにくっきりと刻まれているのですね！」

「人ん家ちを変な血筋みたいに言うな！」

　試着室の壁を殴って千里は喚わめく。

「つかお前らこそ親子二代で変態の血筋じゃねえかよ」

「ふふ。千里様ったら」

「喜ぶな！」

　と――もう一度試着室の壁を殴ろうとした千里は、そこでふと嫌な予感を覚えて拳を止める。かなりぎりぎりであったのか、止まったその拳に、何やら生暖かい吐息が触れたのは次の瞬間であった。

「…………」

　千里が振り返るとそこには――千里の拳と試着室の壁の間に、無理矢理割り込むようにして三人目の少女が立っていた。

　立って……しかも喘あえいでいた。

　頰を赤らめ。眼を潤ませ。両手を祈るように合わせて。

　何というかもう周辺の空気からピンクに染まっていきそうな、実にエロい感じで。

「御主人様……」

　と彼女はそっと千里の握り拳を両手で包んで言った。

「どうかそのまま無慈悲な拳をお振るいくださいませ……」

「誰が無慈悲な拳だ！」

　慌てて手を引っ込めて千里は叫ぶ。

「つか油断も隙もねえな!?」

「勿論、常に御主人様の一打をいただける瞬間を、心待ちにしておりますれば」

「心待ちにすんなッ！」

　と叫ぶ千里にひしと抱きつきながらその少女は言った。

「ああ。もう『待て』は――『待て』は辛ぅございます」

「てめこのっ……！」

　思わず乱暴に少女を振り解こうとして思いとどまる千里。

　別にこの桃色空間発生専門特異点に気を遣った訳ではなく。迂う闊かつに蹴り離すなり突き飛ばすなりすると、むしろこの少女は大喜びして益々エロい雰囲気になりかねないからである。

　ミーティア・ファルチェスク。

　先程千里が言った『親子』の子の方である。

　もっとも単に外見を見ると、ミーティアの方が親でテジャスの方が子に見える。

　身長でも胸の大きさでも明らかにミーティアの方が数字は上、しかもこう、アンニュイな感じで駄々漏れにエロい雰囲気が放散されている。外見年齢としては明らかに少女なのだが――その実、身に纏う雰囲気は、ほとんど昼メロに出てくるよーな、熟れた肉体を持て余す人妻、といった風情である。

　艶いろっぽいといえば艶っぽいのだが――問題はこのミーティアがいわゆるドＭであることだ。

　たまたまテジャスの魔力波動を受けて誕生した付つく喪も神がみが、千里の（正しくは千里が中に入ったクフィールの）一撃で自我を確立してしまった為、とにかく千里に殴ったり蹴ったりされるのを喜ぶ変態さんが出来上がってしまったのである。

「…………」

　千里は束の間、考えて。

「わかったよミーティア」

「御主人様……」

「俺が悪かったよ可愛いミーティア。愛しいお前をもっと大事にしないとね」

　といいつつミーティアの頭を撫なでる千里。

　対してミーティアは――

「…………」

　表情が凍り付いている。

「どうしたんだい可愛いミーティア。俺の――もとい僕のミーティア。ほら、撫で撫でしてあげよう」

「違う……」

　千里から離れてふるふるとミーティアは首を振った。

「はっはっは。どうしたんだいミーティア」

「そんなの……」

　ミーティアは踵きびすを返して脱兎の如く走り出す。

「そんなの御主人様じゃありません……!!」

　きらきらと涙が宙を舞った。

「…………って」

　まるで息を止めて長らく水中に潜っていたかの如く、大量の吐息を吐き出しながら、千里は呻うめくように言った。

「どんなのなら俺らしいんだよ。あーくそ、自分でやってて吐き気がしてきたな」

　勿論、今の千里の言動はミーティアを自発的に引き剝がす為の御芝居である。飴と鞭という言葉があるが、ミーティアの場合はそれを逆さまにしないと通用しないということだ。

　だが――

「…………」

「…………」

　そんな千里をテジャスとクフィールがじーっと見つめている。

　それこそ漫画の吹き出しでも付ければ『いいなあ』という一言が入りそうな感じで、今にも指をくわえそうな雰囲気だった。

「いやだからあれは」

　千里は呻くようにいった。

「ミーティアを引き剝がす為に仕方なくだな」

「クフィちゃん。私達もミーティアに倣ならってドＭになるというのはどうでしょうか」

「な……なるほど」

「とりあえず痛みになれるところから始めましょうか。多分、痛いのは初めのうちだけだって、ジョン・レノンもいってました」

「な……なるほど。頑張ります」

　千里の言い訳を聞いているのかいないのか、テジャスとクフィールは顔を付き合わせてそんなことを話し合っていたりする。

「つかジョン・レノンがそんなこというかッ！　ビートルズ・ファンに誅ちゆう殺さつされるぞお前は。つかこれ以上ややこしくすんな！」

　などと喚いてから千里は長々と溜息をまたついていった。

「とにかく。普通の服だよ普通の。一般社会を歩いていても違和感ない格好」

「じゃあゴスロリはオッケーですね？」

「………………」

　まあ微妙なところではある。

　一般社会でも、たまに『え？　どっかのイベント帰り？』と問いたくなるよーな、気合い入ったゴスロリ・ファッションの女性を見かけたりもする。だが恐らく彼女等にしてみればそれは普段着な訳で。著しく少数派マイノリテイではあるのだろうが、いちいち問題視される程でもなかろう。

「目立つ格好は避けて欲しいんだがな」

「ということは――」

　クフィールが首を傾げていう。

「あのような？」

「…………」

　彼女が指差す先。

　そこには一人の少女が唸うなりながら服を選んでいる姿があった。

「ウーラ！」

　千里はその少女の後ろ姿に向けて怒鳴った。

「む？　どうしたのだ御兄様」

　振り返ったその少女は、何というか、かなり特殊な容姿をしていた。

　醜いのではない。単に美醜を問うならばクフィールやテジャス、ミーティアとも立派に張り合えるだけの可愛らしい顔立ちをしている。やや双眸が吊り目気味で、しかもその顔には表情らしい表情が出ておらず――結果的に少し近付きがたい感じがあったりもするが、それを特殊とはいうまい。

　この少女の容姿において際立っているのは彩りカラーリングである。

　肌の色。髪の色。眼の色。

　これがそれぞれ、ばらばらなのだ。

　長い金髪をポニーテール状態に結い、上下セパレートの水着のような格好から惜しげもなく晒さらしている肌は、見るからに南国から来たとわかる褐色、しかもその両眼はというと神秘的な紫色なのだ。女優のエリザベス・テイラーなど、非常に稀な例として知られる紫の虹こう彩さいは、一説によるとヨーロッパの一地方に特有の眼の色だったともいわれている。

『一体お前、何人だ？』と尋ねたくなるくらいのチャンポンぶりだが、それも当然――彼女は、積極的に混血を進めてきたアフリカのある部族の出で――さらに言えばその部族の掟によって、彼女自身も新たな血を取り込む使命を帯びている少女なのである。

　まあ具体的には千里の子を産む気満々の――義妹。

　前述の、世界を飛び回っている千里の父が、アフリカで後妻さんを娶めとってきた際に、唐突にできることとなった千里の妹だ。

　周防・ガン・ウーラ。

「どうしたもこうしたも」

　千里はウーラに向かって歩み寄りながら言った。

「お前も目立たない格好を選べつったろ」

「目立たないぞ？」

　とウーラが掲げて見せるのは――迷彩服だった。

　それも単にデザインに迷彩柄を使っているという代物ではなく、完全に軍人用と思しき代物である。弾帯だのヘルメットだの装備すればそのまま最前線に行けちゃいそうな代物だった。












「これはいいものだ」

　しかも満足げにウーラは頷いていたりする。

「お前な……」

「この説明書きによると」

　と迷彩服のタグらしきものを示してウーラは言った。

「単に色として周囲に紛れるだけでなく、このぴくせる迷彩というものは、でじたる処理とかいうものによって、ぱっと見ても色が滲にじんで人の形に見えないようになっているそうだ。なかなか伴ば天て連れんの戦いくさ装しよう束ぞくも侮あなどれないな」

「存在そのものを隠いん蔽ぺいしてどうする。お前は狙撃兵か」

「目立たぬような服装をと御兄様が言ったのではないか」

「いやだからな」

「いやまて御兄様。そうか。これは森林戦用か」

　ウーラは感心した様子で頷いた。

「さすがは御兄様だ。『都市では都市迷彩を着ろ』と言いたいのだな。なるほど、これがＴＰＯというものか」

「違うわッ!!」

　なんだかもう色々疲れた感じで喚く千里の声にもイマイチ勢いがない。

「ああもう……どうしてお前等は、服を一着買うだけでもこうなんだよ……」

「そうですよ」

　とテジャスが胸を張って言った。

「服というものは着れば良いというものではありません。服とはその人の内面や立場をも示すものであり、さらには周囲の人との関わり方の基本方針を示すものです。ちゃんと場面や目的に合わせて選ばないといけないのです」

「……珍しくまともなことを言うじゃないか、テジャス」

「私、服には一家言ありますよ？」

　とテジャス。

　まあ、彼女は少女ではなくその身に帯びているゴスロリ服の方が本体だったりするので、確かに衣装関係にはこだわりがあってもおかしくないが。

「着るべき時に着てもらえない服、着るべきでない時に着られてしまう服、というのは色々と哀しいものがあります」

「…………」

　千里は瞬きしてこの全自動エロトーク少女を見つめた。

　そしてふと思い出す。

　アジャスタント――適合補助者を任じられている者達は、全員が、過去に何らかの問題があった者達なのだとクフィールから聞いた。それを自覚できていない者も少なくないようだが――いずれにせよこのテジャスにも何か適合補助者になる前の過去があったはずなのだ。まあミーティアのような例もあるにはあるが。

「テジャス。お前――」

「そう。例えば」

　ふっと遠くを見据える眼で朱い髪の少女は言った。

「穿はくべき時に穿けなかった勝負パンツのように……」

「結局はそれか！」

「御主人様。18禁展開に雪崩れ込むことのなかった勝負パンツの悲しさは、勝負パンツだったものにしかわからないのです。同様に、ついつい今日はこれでいいかなーとか思ってたら初エッチに雪崩れ込んじゃって、大変、気まずい思いをするクマさんパンツの悲しさも」

「お前はパンツだったことがあるのかよ？」

「いえないですけど」

「お前な！」

「ですが御主人様がお望みなら今からでもパンツに」

「ならんでいい！」

　千里は喚いた。





●　●　●






　話は二日前に遡さかのぼる。

「絶望した……！」

　男は慟どう哭こくしていた。

　その双眸からは滂ぼう沱だと涙を流し、震える唇からは苦鳴が漏れる。

　ありとあらゆる希望を根ね刮こそぎ失った者の悲惨なありようがそこにあった。

「俺は絶望したのだ……」

　男は呟くように言った。

　相対し居並ぶ者達は、言葉もない。

　果たして如い何かなる悲劇が彼をそんな状態に追い込んだのか。

　戦せん慄りつと共に、ただ彼等は男の次の言葉を待った。

「今だけは寺島●篤の声ではなく神●浩史の声で読むことだ…………」

「何の話だよ」

　と思わず突っ込む千里。

　そう。そこは千里達の教室――アバロン学園都市高等部普通科一年Ａ組の教室であった。

　いつも通りの――とてもそこが超常の住人、魔法使い達が造り上げた学舎とは思えない程に、部屋の造りだけはごく普通のその教室の教壇で、その男は陰いん々いん滅めつ々めつとした空気を放散して絶望に戦慄おののいているのだった。

「つか一体何があったんだ、あんた」

　教室の生徒達を代表して千里が尋ねる。

「俺は――」

　男は天を――天井を仰いだ。

　まるでこぼれ落ちる涙を堪こらえるかのように。

　佐さ久く間ま榮えい太た郎ろう。

　このアバロン学園都市高等部普通科一年Ａ組主担任教師。

　見た目には基本的に美青年――というか切れ長の眼も、すっきり通った鼻筋も、薄い唇も、引き締まった頰から顎にかけての線も、部分部分を見ていけば非の打ち所のない美形そのものであるはずなのだが、全体的に何処か重要な基部の螺ね子じが緩んでいるかのような、『何か足りない』感がある。二枚目のちょっと手前、二枚目半、どころか二枚目と四分の一みたいな感じ。それが何に起因するものなのかは今一つはっきりわからないが。

　とにかく佐久間榮太郎は哭ないているのだった。

　絶望を口にし身を震わせているのだった。

　達人アデプト級の魔法使い、できないことなど何もないのではないかと思われる程の好き勝手無双ぶりのこの青年が、一体何に絶望するというのか。

　まあ千里にしてみれば『どうせしょーもないことなんだろうな』という想像はついたが。例えばネット通販限定五百体の萌えフィギュアが予約できなかったとか、数万枚単位で萌えキャラのイラストを溜め込んだハードディスクを、間違ってフォーマットしてしまったとか。

「俺は……」

　ふと顔を千里達に向けて榮太郎は言った。

「三次元に絶望した！」

　もっとしょーもなかった。多分。

「…………」

　とりあえずどう返したものかと、逡しゆん巡じゆんから沈黙する生徒達。

　そんな彼等の反応を理解してかせずにか――榮太郎は明後日の方角を見て吼えた。

「知っているか!?　お前達は見たことがあるか!?」

　びしい、と生徒達を指差して榮太郎は言う。

「２ちゃ●ねるの既き女じよ板いたを」

「はぁ？」

「そこには、そこには、男からすれば見るも恐ろしい三次元女の真実が記されているのだ…………！」

「三次元女て……」

　まるで四次元生物みたいな言い方であるが。

「夫を合法的に亡き者にする為のテンプレまであるんだぞ!?」

「いやあるんだぞと言われても」

「メシマズスレから、浮気が発覚し、泥沼の罵ののしり合あいと慰謝料計算の修羅場になったりもするんだ！」

「…………」

「あるいはgo●gleで『夫』と入れると、候補として『しんでほしい』とか『嫌い』とか『死ね』とか『死亡手続き』とかそんなキーワードが山のように出てくるのを知っているか！」

「……はぁ」

「怖い！　三次元怖い！」

　頭を抱えて仰け反る榮太郎。

「三次元なんて、三次元なんて駄目だ！　これからは二次元の時代なのだ！」

「…………」

　とりあえず顔を見合わせるのはその三次元女であるところの女生徒達だが。

　榮太郎はかりかりと黒板を爪で掻かきながら喚いた。

「三次元の女はもう駄目だ！」

「いや、そんな大雑把なくくりで断言されても……」

　と女生徒の一人が呟くように言うが、勿論、榮太郎は聞いちゃいない。

　彼はやはり滂沱と涙を流しながら教卓を叩いて言った。

「駄目なのだ！」

「……何かあったんですか？」

　まあ多分、聴いて欲しいんだろうなあ、と察した別の生徒が片手を挙げて問う。

　榮太郎は大きく頷いて言った。

「裏切られたのだ。あんなに、あんなに『御主人様、御主人様』って慕したってくれていたというのに……！　なのに！」

「浮気でもされたんですか？」

「ちょっと俺がレポート七つと実験四つとを放置したまま夏コミ原稿してたからといって、俺を、俺を……モップで殴ったりするんだお！」

「…………」

『するんだおってなんだよおって』などと色々ツッコミ所を思いつく生徒達だったが、とりあえず黙っていた。

「だから俺は悟ったのだ！」

　榮太郎はごぷぅ、と田丸●史の漫画みたいな擬音付きで血の涙を流しながら言った。

「三次元は駄目だ！　駄目なのだ！」

「何処をどう悟ったらそういう話になるんだかな」

　と千里は言うがやはり榮太郎は（以下略）。

「――だから作った」

　何を？　と生徒達が問う前に、シュパッと平野●太の漫画ばりの擬音と共に榮太郎が取り出したのは。

「……携帯ゲーム機？」

　生徒達が怪訝の表情を浮かべる。

　それは、何処からどう見ても某社の携帯ゲーム機そのものであった。

　二つ折りで画面が二つある奴で、タッチペンで画面をつんつんできちゃったりする奴で、大判サイズも発売されたアレである。

「そう。新たな術式と共に俺はこの究極のシステムを生み出した！」

「…………」

「名付けて『ラブマイナス！』」

「…………」

　もう本当に何処から突っ込んで良いのやら。

　生徒達が沈黙していると榮太郎はそのゲーム機を開いて叫んだ。

「この装置を使うと三次元を二次元にできる！　３Ｄからマイナス１して２Ｄに！」

「ただの写真機じゃないんですか？」

　と誰かが呟くが榮太郎は無視。

「そう！　全ての三次元はドス汚れていると散はらら様も言っていた！」

「誰だそれは」

　というか言ってねえだろ――と千里は思うがまあ既にそんなツッコミはとめどなく溢あふれまくるボケの前には些さ細さいなことであった。

「だから俺は往くのだ！　二次元の、裏切りも絶望も『え？　佐久間くんまだアニメとか見てるの？　キモーい』とかいう同級生も、非実在少年規制もない甘美な世界にッ！」

　高々とそのゲーム機を差し伸べながら榮太郎は叫んだ。

「俺は三次元を止めるぞ、ＪＯＪ●ォ――ッ！」




　――がすっ。




　叫びと同時に振り下ろされた凶器が榮太郎の後頭部に炸裂。

　どくどくと血を流しながらばったりと教卓に倒れる榮太郎の背後で、獣耳と獣尾を備えたメイドさんが、ロングスカートの左右をつまんで優雅に一礼した。

「お騒がせしております」

「は……はぁ……」

　メイドさん――榮太郎の使い魔にして外付け良心回路、エーネウス・ザ・バージェスト。

　元々は魔物であるそうなのだが、とてもそうは思えないくらいに清楚な美人である。ただし外見がどうあれ、中身は黒犬獣バージエストという魔族なので、いざ怒ると色々おっかないというのは千里達もよく知っていた。

　というか一日に一度は、こうして暴走する榮太郎をエーネウスが制裁していた。

「御主人様」

　メイドさんはだくだくと血を流しながら教壇に倒れている主を見下ろして言った。

「漫画ネタはあまりしつこいと話に付いてこられなくなる人もいらっしゃるので、極力お控えくださいとあれ程……」

「……そこが怒るポイントなのか!?」

　色々戦慄する生徒達。

「とりあえず御主人様は回収いたしますので」

　とエーネウスが教室の入り口の方に頷くと、彼女をそのままダウンサイジングしたような三頭身のメイドさん達――人造精霊プチネウス達がぱたぱたと教室に入ってきて、そのまま気絶した榮太郎を運び出していった。

「では」

　と告げてエーネウスもそのまま教室から立ち去っていく。

　また自習か――と生徒達が顔を見合わせた直後、エーネウス達と入れ替わるようにして二つの人影が教室に入ってきた。

「ごめんね」

　苦笑を浮かべながらそう言って教卓につくのは、榮太郎と同じく若い青年だった。

　もっとも普段から色々逆噴射気味の榮太郎と異なり、遙かに常識的な雰囲気を身に帯びている。容姿もまあ美男子と言う程ではないが、そこそこに整っている――まあ身も蓋もない言い方をすれば十人並みの平凡な人物である。

　ただしこのアバロン学園都市で教壇の上に立つ以上は、見た目通りの人物であるはずもない。その証拠に彼の横には明らかに人間とは異なる外見の少女が一人付き従っていた。

　朱い髪。そして尖った両耳。

　その気になれば灰色熊どころか人型兵器と殴り合いでもできそうな膂りよ力りよくを、その小柄な身体に秘めた超存在。

　魔法使い羽は瀬せ川がわ拓たく人とと、その使い魔のタナロット・アンサーティンである。

「ほら。夏休みも近いからね」

　まるで『春だしね』と言わんばかりの口調で拓人は言った。

「佐久間先輩――もとい佐久間先生も、色々夏は忙しくてね。コミケとかワンフェスとか。まあ、それでたまにああなっちゃうんだよ。大目にみてあげて」

　と拓人は言う。

　どっちも魔法使いとも教師とも関係ねえだろ、というツッコミはもう本当に意味がないので千里はとりあえず黙っておいた。

「まあそういう訳で夏休みも目の前な訳だけど」

「だけどなのである！」

　タナロットが拓人の台詞せりふを繰り返している。

　イマイチ千里達にはこの少女の姿をした魔神も理解不能の存在だが、どうやらこのアバロン学園都市や、その運営母体である〈マジシャンズ・アカデミイ〉でも一目置かれる存在であるらしい。そういえばネオ・マカデミ・ボールが生まれる発端になったとかならないとか。それが事実ならこの小柄な身体で核弾頭並みのパワーを持っていることになる。

「帰省する人は、一応、〈パーマンズ・ヴォウ〉のことは忘れないようにね」

「規制する人は都合の悪いことはすぐ忘れるのである！」

　何だか微妙に話がずれている気がしたが。

　それはさておき――

「――ちょっと待て。待ってくれ」

　思わず席から立ち上がりながら千里は言った。

「今なんて言った？」

「うん？」

　拓人は首を傾げる。

　その隣でタナロットも真似するように首を傾げていた。

「だから――夏休みも目の前だって」

「いやだからその後」

「帰省する人は〈パーマンズ・ヴォウ〉のことは忘れないようにって」

「……帰省って」

　千里は唖あ然ぜんとした口調で言った。

「いいのか？」

「よくないのである！」

　ぶんぶんと拳を振り回しながらタナロットが言った。

「これは児童保護の名を借りた検閲なのである！　法治国家としては許し難いのである！」

「はいはいタナロットはちょっと黙っててね」

　と拓人が言い、ひょいと懐から取り出した万年筆を振ってみせる。

　するとその万年筆は瞬く間に伸長し、何やら大きな魔法の杖になったかと思うと、さらに変形――巻かれていた布が広がるようにして、魔法的、空間的に折り畳まれていた何かが実体化する。

　それは翠みどりの髪の少女だった。

　長身で豊満な身体という意味ではクフィールと同様だが――何処かおどおどと気弱げな獣娘と異なり、こちらは、泰然自若というか、天然系というか、とにかく何処かおっとりのんびりした雰囲気である。

　ファルチェ・ザ・ヴァリアブルワンド。

　羽瀬川拓人が愛用する魔法の杖であり――その化身だ。

　ついでにいえば……

「あ。お姉様！」

　とテジャスが手を振る。

　そう。ファルチェ――という名前からわかる通り、テジャスとファルチェは同じ系列の魔法具である。糸の魔法具と杖の魔法具、まったく基本形態は異なるが、ファルチェを作った魔法使いの子孫が同系の技術を使ってシリーズ化したのが、ファルチェスク・シリーズなのだ。なのでとりあえず、テジャスにとってファルチェは一番上の姉ということになるらしい。

（……ってふと思ったけど）

　千里は考える。

（シリーズってことは、なにか？　テジャスみたいなのが大量にいるのか？）

　収穫期の麦穂の如く、地平線の向こう側まで並んだテジャスが一斉にエロトークを始める様を想像して千里はちょっと頭痛を覚えた。まあそんなに数はいないのかもしれないし、そもそも同じ顔と同じ性格とは限らないが。少なくともテジャスとファルチェはあまり似ていないし。

「…………」

　にっこり笑って会え釈しやくするファルチェ。

　彼女は黙ってタナロットの顔に手を回して、背後から赤毛魔神の口を押さえる。

「もがー!?」

「先輩、お気持ちはわかりますが、お静かに～」

　何というか、同じく他者に仕える身だが、テジャスと異なり、ファルチェは立場をわきまえている感がある。今も殊更にテジャスと一緒になって喋り出さないのも、拓人の命令に沿ってタナロットのお喋りを止めるのと、拓人が喋ることそのものを優先しているからだろう。

（羽瀬川先生が魔法使いだからか、それとも単に個体差か）

　ちょっと羨ましい気のする千里だった。

　ともあれ――

「いいもなにも。周防君は帰省しないの？」

　と拓人が尋ねてきたので千里は意識を本来の話題に戻した。

「いやだから――」

　言いかけて、そこで千里は言葉に詰まる。

　このアバロン学園都市と、一般社会――てっきり自由に出入りなんてできないと思っていたのだが。

「秘密なんだろ？　このアバロン学園都市は」

「そうだよ？」

「だったら……」

「だから〈パーマンズ・ヴォウ〉なんだよ」

　と拓人は言った。

　彼が左の手首を翳かざして見せると、そこに何やら紋様とも文字列ともつかない何かが入れ墨のように浮かび上がる。

「本当はこんなこと、したくないんだけどね。でもまあ機密保持の為には仕方ないよ」

「…………」

　千里達の左手首に魔法で刻印された術式紋――〈パーマンズ・ヴォウ〉。

　これはアバロン学園都市やそれに関連する物事の秘密を漏らすと、その漏らした人物の精神を破壊して――パーにして、それ以上の漏ろう洩えいを防ぐ為のものである。

　だが確かに言われてみれば、アバロン学園都市内から出られない者達に、そんな呪いを掛けても意味がない訳で。そういえば以前にも榮太郎だったか、先輩の御み狩かり谷やはるかが、そんなことを言っていたような……

　本来ならばこの〈パーマンズ・ヴォウ〉は秘密を守らせる側の拓人や榮太郎には必要ないはずのものなのだが、これは様々な場面でアバロン学園都市内の身分証、通行証の意味を兼ねている為、彼等も左手首にこれを付けているのである。

「一応、全寮制の学校と同じだよ。そうほいほい気楽に実家へ戻られても困るけど、別に禁止してる訳じゃない」

「……そうなのか」

「うん。ただし」

　拓人は千里の方に苦笑を向けて言った。

「アジャスタントの同行は必須だからね」

「…………え？」

　と固まる千里。

　どうやら彼のそんな反応を拓人は予想していたらしい。苦笑を深めて生徒達を見回しながら彼は続けた。

「まあ、可変式のアジャスタントの場合は、目立たない感じにして持参する、でも構わない」

　と言って拓人はファルチェに頷いてみせる。

　彼が手を伸ばすと同時に、翠の髪の少女は出現時の光景をまるで逆回しにするかの如く、変身を開始していた。その全身がまるで紙細工の如く折り畳まれ、あるいは巻き取られて、次の瞬間には一本の杖――魔ま法ほう機き杖じようへと変化する。

「こんな感じにね」

　と言ってさらにくるりと拓人がファルチェを回転させると、彼の身長を上回る程もあった長い魔法の杖は、さらに自らを折り畳んで変形――二段変形の後、何の変哲もない万年筆の形になって彼の掌てのひらの上に収まった。

「なるほど」

　と頷くのは学級委員長の聡さとるである。

「僕のフランカならば変形した状態で一般社会に持ち込んでも何の問題もないということですね」

　と彼が自慢げに懐から抜き出して翳すのは、黒く大きな一挺の自動拳銃である。

　フランカ・モーゼルＭ７１２〈シュネル・ホイヤー〉ＭＧカスタム。

　彼のアジャスタントは元々軍用拳銃に憑いた精霊を基に造り上げられた存在である為、少女の姿を採ることもできるが、正体は御覧の通りの拳銃なのである。

　しかもモーゼルのミリタリー系列といえば、引き金の前に弾倉を持ってくる設計なので、やたらとでかい。はっきり言って服の下に隠して歩くにはあまり向かない形状だ。

「さすが僕のフランカだ！」

「……いや、むしろそっちの状態の方がアブねえだろ」

　と突っ込む千里。

　元々フランカは薄紫のドレスを着た金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女で、連れ歩けばやたら目立つのは確かだが――はてさて、このごっつい自動拳銃を持ち歩くのと、どっちが一般社会で問題がないだろうか。

「千里」

　聡は心外そうに言った。

「僕のフランカがそんなにアブないっていうのかい？」

　ひょいと彼が自動拳銃を放り投げると、空中で小さな爆発が生じ――ぼん、というわかり易い音と煙を発したそれは、次の瞬間、金髪碧眼、薄紫のドレス姿の典雅な少女の姿を生み出していた。

　これがフランカの精霊態である。

　彼女をいきなり抱き寄せて頰ずりしながら――

「この、この、僕の、可愛い、フランカがアブないとでもッ!?」

「アブないのは主にお前の頭だが」

「わかったよ」

　聡は頷いて言った。

「フランカが危なくないように、荒縄で縛っておけばいいんだろう？」

「あ……あの御主人様!?」

「誰もそんなこと言ってねえ！」

「僕もこんなことはしたくない、したくないんだフランカ、許してくれ、僕のフラン！　でも、でも千里がどうしてもっていうから！　はあはあ」

「きゃ――っ!?」

「言ってねえよ！」

　何処からか取り出した荒縄を片手に、嬉々として自分のアジャスタントを縛りにかかる聡に、千里はとりあえず怒鳴っておく。

「逆さか崎ざきくん、教室で本番行為は禁止だからね」

　と既に諦めきった様子で告げてから、拓人はとにかく話を進めることにしたのか、他の生徒達を見回して言った。

「皆知ってると思うけど、このアバロン学園都市は、将来的な一般社会と、魔法使い達との融和を図る為の実験場、という側面があるんだよ。だから君達が帰省する場合にもデータは採りたい。まあそういう意味でアジャスタントは同行必須」

「でも――」

　女子生徒の一人が手を挙げて言った。

「うちのアジャスタントとかはどうなるんです？」

　彼女の隣に立っているアジャスタントは――まあ確かに一般社会を連れ歩いたら騒ぎになりそうな印象の存在であった。直径一メートル半の球状本体におまけのような手脚。移動の際には転がった方が早そうな感じの姿だ。春の高校バレーのマスコットだの、漫画のキャラクターとしてなら許容できても、実際にその辺を歩いていると余計な注目を浴びまくるだろう。

「ああ。そういうアジャスタントには偽装を施すことになってる」

　こともなげに拓人は言った。

「というかその子は自分で変身できると思うけど」

　と生徒名簿を見ながら拓人は言った。

　どうやらそこには各アジャスタントの基本仕様みたいなのも書き込まれているらしい。

「――え？」

　眼を丸くして首を傾げる女生徒。

　その横で――

「とうとう知ってしまったのですね、御主人様」

「ちょ……マルート？」

「私の真の姿を……」

　ごごごごご、とか何な故ぜか効果音などを背負いながら無意味に迫力を醸し出しているそのアジャスタントは、次の瞬間、高らかと叫んだ。

「ああ、この、私の醜い醜い真の姿を！　できれば永久に御主人様の前では隠しておきたかったッ！　ああ、きっと私の真の姿を見れば御主人様はそのおぞましさに卒倒してしまうに違いない！」

「いやあのちょっと」

「ですが、そこまでおっしゃるなら今こそ見せましょう！」

「いや、そこまでって――ちょっと、待、心の準備が」

「変！　身！」

　ポーズをとって叫ぶ球体アジャスタント。

　次の瞬間、何処からともなく降り注いだ光の中で、くるくると、まるで作画力の高さを見せつけるアニメのオープニングみたいに三百六十度回転するアジャスタント。その球体の輪郭がじわりじわりと凹み、あるいは膨らみ、複雑な形状に変化していく。

　そして――

「…………この姿だけは見られたくなかった……！」

　とがっくりと項うな垂だれているそのアジャスタントを、生徒達は黙って見つめていた。

　何処からどう見ても、十代前半といった感じの小柄な少女にブルマと体操着を着せたようにしか見えないその姿を。ちなみに体操着の胸元には『１―Ａマルート』と書かれている。多分そうしないとこのブルマ少女が誰なんだかわからないからだろうが。












「ああ、この、無意味に凸でこ凹ぼこして、無意味にくびれたり膨らんだりしているこの醜い醜い身体を！」

　とマルートは明後日の方向に向かって叫んでいる。

　どうも本人としてはその姿が著しく不満であるらしい。まあ確かに球体状に比べれば色々と凸凹している訳だが。

「…………とりあえず卒倒しなくて良かったな」

　硬直している女生徒に千里は慰めるようにそう言ってやった。

「えーと。話進めて良いかな」

　頰を掻きながら苦笑する拓人。

「まあ大抵のアジャスタントは接続同調をレベル１にしていても、ちょっとした魔法なら使えるから、変身したり、姿を誤ご魔ま化かす幻を自分の上に重ねたりすることはできるんだよ。できない場合はこちらでそれが可能な魔法具を渡すか、術式を掛けられるように手配してあるから」

（ああ……そういやクフィールも普段は耳と尻尾隠してるんだっけか）

　などと千里は思い出す。

　そもそも千里自身、普段は忘れているが、クフィールと契約した為に、耳と尻尾が生えているのである。クフィールを介して簡単な魔法の力を使うことができる為、千里はこれを普段は不可視状態にしている。

　とはいえ……

「ちょっと待ってくれ」

　千里は顔をしかめて言った。

「俺とかの場合――どうなるんだ？」

「どうなるって」

　拓人はきょとんとした表情で言った。

「周防君のアジャスタントは普段から人間形態じゃないか」

「だから問題なんだろうが」

　千里はクフィール達を指差す。

「女連れで帰省しろってのか？」

「…………」

　拓人は目を瞬かせて。

　それから少し天井の方を向いて何事か考えていたようだが――

「周防君」

　ふと視線を千里に戻して言った。

「なんだよ」

「頑張って」

「あんたなあ!!」

「まあまあ。何とかなるものだよ」

　と拓人は笑いながら言った。

　榮太郎やら由ゆ々ゆ子こと違ってこの魔法使いはまだ常識人かと思っていたが、やはりこのアバロン学園都市の住人、何処かおかしい。

「御主人様」

　ふとミーティアが言った。

「大丈夫です」

「何がだよ!?」

「女連れなどではありません」

「ああ？」

「奴隷連れですから……」

「そっちの方が大騒ぎだよ！」

「では雌めす犬いぬ連れで……」

「どう取り繕っても事実変わらねえよ！」

　と千里。

　ミーティアの場合本当に、四よつん這ばいで千里の横を歩きかねない。

「つか。ちょっと待て。待ってくれ。そもそも」

　千里はミーティア達と拓人を見比べて言った。

「俺の場合、誰か一人連れて帰れば良いのか？　それとも――」

　全員なのか。

「どうだろうね」

　拓人は首を傾げる。

「まあ君の場合は、色々特殊だからね。全員ってことになるのかな」

「…………」

　千里は唸るように声を漏らす。

　奴隷だの雌犬だのは論外として、女連れで実家に帰る、というのも大概だが――それが三人となるとどう親に言い訳したものか。

　ただでさえ周防家は、義妹のウーラとその母の存在から、近所には奇異の目で見られているというのに、これで千里が女の子三人を連れて、しかもその内の二人はエロトーク全開の変態とくれば、もう、周囲の誤解を解くなど不可能だろう。

「まあ……」

　拓人は朗らかに言った。

「そういう諸々も試行錯誤の一つだから」

「だから諦めろってか」

「最悪、まあ御近所程度なら記憶操作も可能だから……」

　取りなすように言う拓人。

「とりあえずはやるだけやってみる方向で」

「…………」

　千里は溜ため息いきをつく。

　比較的常識人ぽい拓人でコレなのだ。多分、榮太郎や由々子に言っても埒らちが明かないどころか、事態が悪化しかねない。

「御心配なく御主人様！」

　テジャスが片手を挙げて言った。

「イスラム圏では四人まで妻を持てます！　セーフ！」

「俺んちはアラブじゃねえ！　つか妻じゃねえ！」

「奴隷ですしねぇ……」

「奴隷でもねえ！」

「あの……千里様」

　珍しくこういう場で片手を挙げてクフィールが割り込んできた。

「なんだ？」

「女性の形態がまずいのでしたら……私、魔獣形態でいましょうか？」

　基本、クフィールは人間形態を採っているが、千里と接続同調して能力を解放されれば、魔獣形態になれる。クフィール曰く、千里の許可があれば、接続同調のレベルを下げても、魔獣形態を維持することもできるという。

「…………」

　魔獣形態のクフィール。

　確かに『女連れ、しかも複数』という状態は見た目的に回避できるものの、大型犬、いや虎か獅子程もあるクフィールを連れて歩けば、生じるであろう騒ぎは拳銃の比ではないだろう。間違いなく通報されてしまう。

「では私も――」

　ミーティアがそっと自分の首に付いている引き綱リードを差し出しながら言った。

「雌犬としてお連れくださいませ」

「お前、変身機能なんてあるのか？」

　怪訝そうに尋ねる千里。

　まあ彼女は自らを分解して巨大な戦闘用の兵器に再構築できたりするので、案外、動物の格好か何かに変身することも可能なのかもしれないが。

「四つん這いになれます」

　ミーティアは言った。

「それは変身とは言わねーよ！」

「勿論、獣のように一糸纏わぬ格好です」

「余計に通報されるわッ！」

「素敵ですのに…………」

　唇に己の人差し指をくわえながら切なげに言うミーティア。

「このド変態どもが……」

「千里様。クフィちゃんだって千里様の為を思って一生懸命なのです。そんな言い方はあんまりだと思いますよ？」

「クフィじゃなくて主にお前のことを言ってるんだ!!」

　テジャスを睨みながら千里は机をばしばしと叩いた。





●　●　●






　まあそんなこんなで。

　その日も毎度の如くしっちゃかめっちゃかの妙な授業をこなして寮に戻った千里は――改めて状況を考えることにしたのだ。

　正直言ってもう『女の子連れ』はどうしようもない。

　実家に帰省するというのなら、たとえクフィール達をどうにかできても、ウーラは一緒に帰ることになるだろう。彼女の方も色々と目立たないようにと対策を考えないといけない。ならばクフィール達についても同様で――一緒に考えてしまえば手間はそう増えるまい。

　とにかく近所の人間に、千里は注目されたくないのである。

　ようやく例の噂だの何だのが沈静化してきたのだ。これでまた『またあの』とかいう余計な枕詞を付けて御近所の無責任なお喋りのネタにされたくはない。せめて殊更に目立たない格好、余計な注目を集めない格好、というものをさせて、千里はクフィール達を連れ帰ることにした。

　いっそ帰らないという選択肢もあったが、さすがにそれは父親も心配するだろう。

　それこそあの母親――千里にとっては継母だ――と一緒になってこっちを捜し始めれば余計にややこしいことになる。ウーラですら、その呪術戦士としての力を用い、このアバロン学園都市に迷い込んできたのだから、母親にも同じことができない、とは言い切れない。

　それと……

「そういや、服、買ってやるつってそのままになってたんだよな」

　以前、千里はクフィールにメイド服やら着ぐるみやらジャージやら以外の、ちゃんとした服を買ってやる約束をしたのだが――いざその買い物に出掛けることになった時、ミーティアの騒ぎがあった為、そのままなし崩しにお流れになっていたのだ。

　そういう訳で。

　千里はクフィール達を連れてアバロン学園都市最大の商業施設――ＫＯＮＯＺＡＭＡコノザマアバロン本店に出掛けることとなったのであるが。

「でも御主人様」

　ＫＯＮＯＺＡＭＡに向かう途中でのこと。

　千里の隣を歩いているテジャスが何やら不満げに言う。

　ちなみに道案内はクフィール、千里の右横にウーラ、左横にテジャス、でもって後ろにミーティアという状態である。両手に花どころか前後左右花だらけの状態なのだが、不思議と千里的にはちっとも嬉しくないというか――むしろ、無意味に不安を感じちゃったりするのは何故だろうか。

　それは多分――

「どうしてリアル義妹までが一緒に？」

　いまいちアジャスタント達とウーラとが仲良くないからだろう。

　憎み合っている、嫌い合っている、という程に激しい感情はないようだが、微妙にお互いを邪魔者扱いしている節がある。特にその傾向が強いのがテジャスとウーラなのである。

「御兄様。この不ぶ躾しつけな雑巾を切り捨てていいか？」

　とウーラは目を細めてテジャスを睨む。

「気持ちはわかるがやめとけ」

　と千里。

「これでも一応、クフィールと並んで俺の命の恩人だしな」

「むう」

　唸るウーラ。

　元々呪術師と武士サムライの血を併せて引く彼女は、日本語も喋れる上に、『準魔法使い』としてこのアバロン学園都市でもアジャスタントなしの行動を許されている存在だが――現代日本の常識が欠落しているというか、母と同様に色々とちぐはぐな部分がある為、やっぱり千里としては安心できない相手である。

　前述の通り、今回、帰省に際しては勿論ウーラも一緒についてくる訳だが。

　格好――という意味ではウーラはクフィール達よりもある意味でやばい。ヘソ出しの半裸が基本な上に、毛皮とかも被っちゃうので、色々目立つ上、『当然の嗜たしなみだ』とか何とかいって槍やら盾やらを当たり前のように持ち歩く。アバロン学園都市に来る前も、何度、銃刀法絡みでお巡りさんに捕まりかけたことか。ある意味、奇人変人の万国博覧会のようなこのアバロン学園都市の方が、彼女は無理なく風景に馴染むのである。

　だから目立つのが嫌なら、ウーラにもまともな――現代日本の基準でだ――衣装を買ってやらねばなるまい。

　彼女にも千里は助けられたことがあるし、まあ、色々規格外だが、とにかく自分を慕ってくれる妹には違いないのだから。

（妹……な……）

　その言葉は千里の記憶の仄ほの暗ぐらい部分を刺激する。

　後ろめたさと言ってもいい。

　最も古い――彼が持ち得る最も原初の記憶は、妹を何処かに見捨てて逃げる自分だ。

　追おい縋すがる妹の声を彼は忘れられない。

　だからこそ千里はウーラという妹に対して最後の一線で強く出られないのだ。せめて彼女には兄らしくしてやらないと。そんな代償行為のような感情が働いているのかもしれない。

（…………まてよ）

　ふと千里は思う。

　あの非常識な出来事。

　あれは……もしかしたらこのアバロン学園都市の連中のような、やっぱり非常識な存在が嚙かんでいたのではないのか？

　だとしたら……

（もし……このアバロン学園都市の連中か、その同類が、あの事件に絡んでいたとしたら？）

　自分の記憶。

　自分の妹。

　それを――

（取り戻せる？）

　それは魅力的な発想であると同時に、恐怖でもあった。

　千里は――実のところ、自分が本当に周防千里であるかどうかすら、自信がない。

『取り替えっこチエンジリング』の伝説ではないが、自分は周防千里そっくりに作られた別の何かで、本物の周防千里なんてもう何処にもいなくて――あるいは妹と一緒に死んでしまったのではないかと。

　もし妹のことを調べることができたとして。

　その自分が周防千里かどうか、ということも恐らく芋づる式に明るみに出る。

　そうなれば――

（……俺は）

　どうしたらいいのだろう。

　もし、自分が周防千里ではなかったら。

　あの……記憶がないまま、縋るものもないまま、荒野にただ一人で放り出されたかのような孤独と不安を抱えることになるのか。いや、それ以前に、父とも、母とも、実は繋がりのない存在で、自分は――

「御兄様？」

　怪訝そうにウーラが顔を覗き込んでくる。

「どうしたのだ？」

「あ……いや」

　千里は首を振る。

　このウーラだって。

　彼女は、千里が妹と一緒にいる時の写真を見て千里に『惚れた』らしい。そういう意味ではウーラが見ているのは、まだ妹と一緒だった頃の周防千里であって、今の自分ではないのかもしれない。

　もし、自分が周防千里でないと知ったら、ウーラはどうするのだろう？

「御兄様。何か顔色が悪いように見受けるが？」

「なんでもない、大丈夫だ」

　千里は首を振ってみせた。

「そうか。だが体調管理は大事だぞ御兄様」

　ウーラは言った。

「子種の質にも影響する」

「お前はそれしかないのか！」

「それが目的だと何度も言っているではないか」

　無表情にウーラは言う。

　このアフリカ産義妹は、テジャスやミーティアのように無駄にエロくはないのだが、だからこそより始末が悪いとも言える。とにかく千里の子供を身籠もることが最優先事項だったりするので、他の常識だの何だのはそっちのけで、平然と子作りだの何だのといった単語を口にするからだ。

　実はテジャスやミーティアは、千里以外の相手にその手のエロトークをすることはほぼないようなのだが――つまりは千里の反応を喜んでいるような節がある訳だ――ウーラは、誰にでも微み塵じんも照れず、堂々と『御兄様と子作りするのだ』とか宣言しかねないので、色々と誤解の広まる余地がでかいのである。

「だから何度も言ってるけどな」

　千里はウーラの鼻先に指を突き付けながら言った。

「そういうことを外で言うな。特にあっちの世界に戻ってからは」

「むう。御兄様は照れ屋だな」

「照れてんじゃねえよ！」

「むう。御兄様はデレ屋か」

「訳わかんねえ！」

　と怒鳴る千里。

　そんな彼を――ふとクフィールが立ち止まって振り返ってくる。

「あの……千里様」

「なんだよ」

「……着きました……けど」

　おっかなびっくりといった様子で声を掛けてくるクフィール。

　何処か物怖じした感じはいつものことなのだが――

（なんだ？　妙におどおどしてやがんな）

　クフィールは今日は普段に増して気後れしている雰囲気がある。

（いつもと違うことと言えば――）

　ウーラが一緒にいることくらいか。

　そう思って義妹の方を見ると、こちらはこちらで、何か妙にきっつい視線をクフィールに向けて送っている最中である。

（仲悪いのか？）

　明らかにウーラを邪魔者扱いしているテジャスはともかく、クフィールとウーラではそもそもほとんど会話もないようだし、性格的にそう仲が悪くなる組み合わせでもないように思えるのだが。千里の見込み違いなのだろうか。

　ともあれ……

「ああ。入るか」

　と千里はクフィールの指差す方を見て。

「…………」

　思わず突っ伏しかけた。

「……なんだこりゃ!?」

「ＫＯＮＯＺＡＭＡアバロン本店ですけど」

「そりゃ看板出てるから見ればわかるけどな！」

　と千里。

　彼の前には――確かに『ＫＯＮＯＺＡＭＡアバロン本店』と書かれた看板がある。

　そして門らしきものも。

　だが――

「……まあ普通の百貨店だの商店街だのがあるとは思ってなかったけどもな」

　それはさておき――と千里が呟く前にあるのは――

「ここまで適当だと、いっそ清すが々すがしいな」

　――巨大な段ボール箱だった。

　もっとも巨大といっても精々が一辺二メートル程度の箱が幾つか組み合わされているだけである。全体としての形状は、いわゆる凱がい旋せん門もんに似ているが、まあその十分の一くらいのサイズの縮小版といった大きさだ。

　ちなみに、『凱旋門』とは、戦勝祝いに将軍や国家元首、軍隊等が通る為に建築されるもので、他に沢山の類例を持つ一般名詞であり、誰もが知るあのフランスのシャンゼリゼ通りの端、シャルル・ド・ゴール広場にあるものはエトワール凱旋門という。

「まさか段ボールハウスが出てくるとは思ってなかったな」

「御主人様」

　テジャスが言った。

「段ボールをバカにしてはいけません」

「いやバカにはしてないが」

　まあ引っ越しだの、宅配だのと、色々な場面で世話になることの多い素材なのは確かだ。基本は紙ということでバカにしがちだが、確か束ねれば相当頑丈になるとかで、段ボールを積層して――重ねて作ったベンチとか椅子といったものも千里は見たことがある。

「段ボールほど、実は多用途に使える素材はないのです！」

　とテジャスは力説した。

「肉まんの具から超簡易住宅の建築まで！　工夫次第で可能性は無限大です！」

「色々危ないからそのネタはやめろ！」

　と千里は怒鳴る。

「――まあそれはさておき、コレの何処がアバロン最大の商業店舗なんだよ」

　見えるのは門だけで、その奥には何もない。

　そもそも店員の姿も全く見えないのだが――

「あの……これは単に入り口なので」

　とクフィールが言ってくる。

「あ？　つまりこれは」

「はい。シフト・ポータルです」

　魔法使い達がしばしば用いる空間転移の門。

　これを総称してシフト・ポータルと呼ぶ。ちなみに魔法使い達が自分で術式を起動して使う度に展開するシフト・ポータルと、常設型のシフト・ポータルがあるようだが、これはどうやら後者であるらしい。

「……まあそれはわかったが、なんでこんな段ボール建築なんだよ？」

「環境に配慮しているというアピールとかなんとか……」

「エコって大義名分付けりゃなんでもいいってもんじゃねえぞ」

　顔をしかめながらその段ボールの門に近付く千里。

「店舗なんて飾りです！　えらい人にはそれがわからんのです！」

「何の話だ何の」

「ちなみにあの門は非常時には変形してロボになるんですよ」

「何の意味があるんだよ！」

「お金で動きます。名はダン……」

「黙れ。いいから黙れ」

　などと言いつつ千里はとりあえず問題の段ボール門をくぐってみた。

　まずはシフト・ポータル特有の――空間転移に際して感じる、瞬間的な感覚混乱。

　そして次の瞬間、千里は何やら黒い空間に立っている自分に気付いた。

「うおっ!?」

　思わず目眩めまいのようなものを感じてよろける千里を、振り返ったクフィールがさっと腕を伸ばして支える。だが次の瞬間、彼女は『がぅ』と呻くように呟いてその手を引っ込めた。

「……？」

　入れ替わるようにして千里を支えたのはウーラの腕だ。

「大丈夫か御兄様？」

　紫の瞳がじっと千里を見つめてそう尋ねてくる。

「あ……ああ。ありがと」

　と千里は妹に礼を言い、クフィールにも視線で頷いてみせる。

「しかしなんだこりゃ？」

　呟いて背後を振り返ると、とりあえず自分がくぐったのと同じ段ボール門があり、そこからミーティアが入ってくるところであった。

　前後左右どころが上下すらも定かではない。

　だが、他には何もない。見えない。

　眼に見えるのは基本的に黒。黒。黒。黒。黒。黒。黒。

　右も黒なら左も黒。前後も黒で上下も黒。千里が思わずよろめいたのは、一瞬、自分が何処に立っているのかすらわからなくなったからだ。実際に眼を瞑つぶって片足立ちをしてみればわかるが、人間というのは意外と視覚に頼って姿勢を維持している。それがいきなり真っ黒に塗り潰されれば、混乱するのは当然だった。

　いや――違う。

　真っ黒ではない。

　よく見れば、そこはまるで夜空のように、幾つもの白い点が散在している。前後左右上下どちらを向いても星のように、あるいは深海に漂う泡のように、何かが浮かんで僅わずかな光を発しているのだ。

　これのお陰で千里の視界は闇に閉ざされていないのである。クフィール達を視認できるのもその為だ。

　そして――

「――いらっしゃいませ」

　千里達の正面にいつの間にか立っていた、少女を視認できるのも。

「ＫＯＮＯＺＡＭＡアバロン本店にようこそ」

　そういって少女はぺこりと折り目正しい仕草で会釈してきた。

　小柄な体軀にメイド服を――それも妙に丈が短くて露出度の高い感じの、いわゆるフレンチ・メイド服を着ている。

　元々フレンチ・メイドという形式スタイルは英国式の正統なメイド服に対し、『下品な』とか『扇情的な』という意味で付けられた名前で――これは英国人の仏蘭西フランスへの偏見が多分に含まれていて、別に仏蘭西で発生したメイド服という意味ではない――まあつまりは、多分にエロい感じの服装な訳だ。

　なので袖なしノースリーブ――どころか襟元も大きく開いていて二の腕は勿論、鎖骨まで剝き出し、スカートはマイクロ・ミニでやっぱり太股は大胆に露出、はっきり言ってノリはバニー服辺りと大差ない。

　まあ本来のメイド服というのは作業着の一種だが、こちらは明らかにデザイン重視の衣装というか、見た目ならぬ、見られ目重視の代物である。

　それをまあ、小柄な少女が着ているのだから、余計に疚やましい感じがする。

　一体誰がこんな格好を制服に制定したのかと問い質したくなるが、まあ、何となく想像はつくので周防千里は殊更に突っ込むのをやめておいた。

「私、ＫＯＮＯＺＡＭＡ万貨店のフロア・ガイドを務めておりますミステル・ラナウェイ４５０６と申します」

　と少女は自己紹介してくる。

　それから彼女――ミステルは唖然としている千里の方を見てちょっと首を傾げた。

「お客様ですね？」

「あ……ああ」

　千里は慌てて頷いた。

　正直――彼としては、もっと雑多な、色々な店舗が並んで人間やら神族やら魔族やら自動人形やら精霊やら、とにかく色々な連中が歩き回っている様を――つまりはアバロン学園都市の日常風景をそのまま屋内に移し込んだようなものを想像していたのだが。

　此こ処こには何もない。

　驚く程に綺麗さっぱり――虚きよ無むだ。

　それこそまるで宇宙空間に放り出されたかのように。

「お客様の快適なお買い物を支援するのが使命の自動人形です。どうか何なりと御要望をお申し付け下さいませ」

　そう言ってもう一度一礼。

「はぁ……」

　と千里は頷くしかない。

　そんな彼の背後で――

「……千里様……見とれてますね……」

「むむ。フレンチ・メイドとは盲点でしたね。いつもクフィちゃんがメイド服を着ているのに反応しないものだから、てっきりメイド萌えは対象外だと」

「私も……袖とかとった方がいいんでしょうか……？」

「スカート丈も短くした方がいいのかもしれません」

　などとクフィールとテジャスが会話している。

　でもって。

「む？　御兄様の好みはああいう格好なのか」

「私もドジっこメイドの格好をして粗相をすれば、激しく打ちよう擲ちやくしていただけるかも……」

　などとウーラとミーティアもまた彼女等で好き勝手なことをほざいている。

「誰がメイド萌えだ。単にびっくり――つか呆あきれてんだよ！」

　と千里は自分の連れを振り返って言う。

「呆れて眺めたらそれが『見とれてる』になんのか？」

「御主人様」

　テジャスは言った。

「恥ずかしがらなくても」

「恥ずかしがってねえよ！」

　と千里は喚く。

「では言えますね！　『僕はメイド服に萌え萌えなんだ』さんはい！」

「言うかッ！」

　怒鳴ってから千里は深呼吸を一つ。

「初期の目的を忘れるんじゃねえよ。確かに服は買いに来たけどな。だからつって普通に着て歩けない衣装買っても意味ねえだろが！」

「大丈夫です御主人様！」

　テジャスはぐっと拳を突き出して言った。

「私ならフレンチ・メイドくらいは余裕のよっちゃんです！」

「あ、わ、私も多分大丈夫で」

「うむ。御兄様が求めるならやぶさかではないぞ」

「いっそあちこち破いて露出度を上げるという手も……」

　などと少女達がそれぞれやっぱり好き勝手なことをほざいてくる。

「だから！」

　千里は言った。

「俺は一般社会で着て歩ける格好ってのを買いに来てるんだよ！」

「衣類を御購入予定ですね」

　と――千里の怒鳴り声を受けてミステルは微笑する。

「他に一緒に購入される予定のものはありますか？」

「あ……いや。今のところは特にない……けど」

　と千里が答えるとミステルは頷いて右手をひょいと振ってみせる。

　その手には何やら妙な棒――というか単なる白い棒の先に、同じく白い手袋が付いた代物だった。もっともその尖端の手袋が単なる手袋ではないのは、まるで生きて血が通っているかのように、ひょいと棒の動きに連動してその指を動かしたことであるが。

「では第九区画エリア、第一階層フロアへと移動いたします」

　ミステルが手首付きの棒で何もない空間を撫でると、そこがいきなり四角く切り取られ、その向こうに――やっぱり黒い空間が見えた。正直言ってどっちも黒なのでほとんど見分けもつかないのだが、微妙に明度か彩度が違うのか、切り取られた部分が薄ぼんやりと光って見える。

「ではこちらへ」

　ミステルは優雅な仕草で一礼してそう言った。
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　ＫＯＮＯＺＡＭＡアバロン本店正面玄関。

　段ボール箱で作られたそれを――テジャスの言葉によれば非常時には変形してロボになっちゃったりするそれを、少し離れた場所から静かに眺めている人影が一つあった。

　ふわふわの綿菓子のように、柔らかそうでボリュームのある髪が特徴的だ。

　顔立ちを見れば可愛いと誰もが思うだろう。柔らかな笑顔を浮かべると、まるで天てん真しん爛らん漫まんといった雰囲気になる。男女問わず好感を覚えるような、嫌味のない、素朴とも言える魅力がそこにある。

　だがそれは作られた可愛らしさだ。

　相手を油断させる為に。

　相手に躊ちゆう躇ちよさせる為に。

　そしてその隙に相手の喉のどを掻き切る為に。

　それは計算された必然の愛らしさ――つまりはある種の凶器であった。

「……うふふ」

　亜あ藍らん須す美み子こ。

　個人を特定すべき名に『誰でもない』という意思表示を組み込まれた矛む盾じゆん存在。

　その正体は呪術によって操られる半自律型の傀儡くぐつ人形であり、周防千里を狙って暗躍する一種の怪物だ。息をするように、瞬きをするように、彼女は当然の機能として周防千里の命を狙う。そこに理由はない。そういう風に作られているからであり――道具である彼女に、それ以上の理由など要るはずもなかった。

「ＫＯＮＯＺＡＭＡアバロン本店」

　須美子は誰にともなく謡うたうように言った。

「超巨大規模のショッピング・モール。その総計床面積は膨大で、かつその内部構造は複雑。故にこそ設置時には事故の類たぐいを懸念する声もあった。けれどマジシャンズ・アカデミイの中央量子コンピュータ〈フィロソフィア〉のダウンサイジング版によって管理されたこの施設は、現在まで特に問題なく機能してきた」

　そっと門に向けて一歩を踏み出す須美子。

　その姿はそれこそちょっと買い物にとＫＯＮＯＺＡＭＡに向かう女学生以外の何者にも見えないだろう。ましてやこのアバロンでは、自動人形だの傀儡人形だのは別に珍しくもない。正体がわかったところで、その姿を見み咎とがめる者などいまい。

　だが――

「勿論、その開店以来最初の問題……例えば学生の死亡事故が、今この瞬間に発生したとしても、別におかしくはないわよね？」

　にっこり笑ってそう呟きながら――須美子は軽い足取りでＫＯＮＯＺＡＭＡの門に足を踏み入れた。
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　まさにそこは宇宙の複製だった。

　単に黒いとか単に星のような光が見えるとか――そういう意味ではない。

　その構造そのものがだ。

　つまり……

「これは――！」

　暗い――闇色の虚空に浮かぶ無数の白い球体。

　その中の一つに向かって落ちていく様は、まるで宇宙空間から、惑星の引力に引かれて地面へと落下していく様子を想起させる。背後からひょいとクフィールが腕を伸ばして抱き締めてくれなければ、思わず千里は大声で悲鳴じみた声を上げていたことだろう。

「大丈夫ですか？　千里様」

「あ――ああ。ちょっとびっくりしただけだ」

　千里は、胸の動どう悸きを努めて抑え込みながら言った。

　ミステルが開いた『出入り口』をくぐった途端――重力が消えた。

　元より自分が何処に立っているのかすら曖あい昧まいで、基準平面たる床すらもが視認しにくかった訳だが……さらに『出入り口』を潜って踏み出した一歩が、足の裏に床の感触を捉えることなく、空を切ってしまったのである。

　しかも重力がなければ自分が上を向いているのか下を向いているのかすらわからない。

　落ちていく方向が下――と考えることもできる訳だが、千里が向かっているその白い球体は、現在、彼の頭上に存在していた。

　訳がわからない。

　一体ここはどういう場所なのか。

「がぅ……」

　とクフィールが困ったように声を上げて千里から身を離す。

「クフィール？」

「大丈夫だ御兄様」

　と入れ替わるようにして千里の手をぎゅっと握ってきたのはウーラである。

「それがしなら、この場所でも混乱せずに対処できる」

「あ……ああ」

　少し気まずそうな表情で離れているクフィールにちらと視線を向けてから、千里は頷いた。

　どうも彼女は、ウーラに遠慮して千里の傍らを譲ったということであるらしい。

「本店舗は――」

　と先に落ちているミステルが声を掛けてくる。

「それぞれジャンル毎に独立した区画になっており、さらにその中には細分化された階層が幾つか存在します。その中でお客様はご自由にお買い物ができ、また、編み目のように多数設置された常設型シフト・ポータルが、他の区画、他の階層への移動も快適に実行します」

「ひょっとして」

　千里は頭上の白い星を指差して言った。

「あの――惑星みたいなのが、その区画エリアだってのか？」

「はい」

　とミステルは頷いた。

　その間も急速に星は近付いてくる。瞬く間に千里の視界はその白い球体の曲面に覆われ、曲面が平面にしか見えなくなり――その真ん中に『いらっしゃいませ』の文字が円状に並べられたヘリポートのようなマークが見えた。

「あれ自体も簡易シフト・ポータルになってますので、そのまま飛び込んでください」

「そのまま飛び込めって…………えええええああああああああ!?」

　遠くにあればただの球体でも、近付けば曲面になり、さらに近付けば平面になる。

　結果的に千里の視界では、紐なしバンジーというかパラシュートなしスカイダイビングというか、まあそんな感じで――どれだけ説明されようが何だろうが、羽根も何もない千里にとっては思わず声を漏らしちゃうような恐怖が全身を駆け抜ける。

「どわああああああああああああああああああ!?」

　悲鳴の尾を引きながらクフィール達と共にその白い球体へと落下。

　そして次の瞬間――

「ぶわっ!?」

　着地点マークを突き破り、星の中へと突っ込んでた。

　――と思ったその瞬間には。

「こちらがＫＯＮＯＺＡＭＡアバロン本店、第九エリア『ファッション・時計』第一階層『服＆ファッション小物』空間でございます」

　と――ミステルが解説する。

　気が付けば千里は落下なんかしていなくて、至極当然といった感じに何処かの平面の上に立っている自分に気付いた。慌てて振り返るとクフィール達やウーラもいる。

　ふと足下に視線を向けると、着地マークを裏返したようなものが描かれていて、そこを囲むように『ありがとうございました』の文字。どうやら此処が出入り口らしい。

　でもって……

「……うわ」

　さすがの千里も感嘆の声を漏らした。

　一瞬、わからなかったが、そこは異様な構造をした店内だった。

　それは――内向きに閉じた星なのだ。

　感覚としてはスペース・コロニーに近いのかもしれない。球体の内側、その曲面には無数の店舗が並んでおり、屋根にはそれぞれ取り扱う商品のジャンルだの何だのが描かれている。

「軽く跳んでいただければ、頭上の店舗にも真っ直ぐ行けます」

　などと言いながらミステルはひょいと跳躍。

　本来ならば数十センチで上昇から下降に変化するはずのその動きは、しかし上昇から切り替わらず、フレンチ・メイド姿の少女は、そのままふわふわと千里達の頭上へと昇っていく。

「なるほどな」

　これなら迷子になることもないし、目的の店舗を探し出してそちらに行くのも難しくない。

　無重力状態が、正直言って少し気持ち悪い感じだったが――

「店舗に降りれば自動的に重力方向は切り替わりますので」

　とミステルの声が頭上から降ってくる。

「行きたい方向を指差していただければ、自動的に牽引魔力トラクターが働きます」

「あ。そう――なのか」

「はい。では良いお買い物を」

　と言って一礼すると、ミステルは地面に戻ることなく、何処からか取り出した洋傘をぽんと開き、それをくるくる回しながら、風に漂う綿毛のように何処かへと飛んでいった。

「――って、おい!?」

　正直ここでいきなり放り出されても困る。

　まあクフィール達もそれなりにこの店舗の知識は持っているようだが。

「……まあいいか」

　とりあえず千里はざっと辺りを見回してみる。

　大きく北半球と南半球で『紳士服』『婦人服』とに分かれているのはまあ一般社会と変わらないのだが、赤道辺り、つまりは境界線上に『両性具有』とか『無性』とかいった看板、もとい屋根が出ているのがまあ、このアバロンの店舗らしいといえばらしい。ついでによく見てみると看板には『獣人系専門』とか『多肢対応品アリマス』とか『ＸＸＸＬサイズ専門』とか『防御力重視』とか『水陸両用』とか『相転移装甲アリマス』とか衣服の売り文句や分類とは明らかに違うよーな感じの単語が多々あったりするのが、さらにこのアバロンらしい。

　というか微妙に不安になってくる千里だった。

「服とファッション小物のエリアなんだよな？」

「御兄様。とりあえず何処かの店舗に降りてみよう」

「ああ――っていきなり『鎧よろい・甲かつ冑ちゆう専門』とか書いてある店に行くんじゃないッ！」

　思わずウーラの肩を摑んで止める千里。

「何故だ御兄様。防御力は重要だぞ」

　とウーラは心外そうに言う。

「それがしは常々日本の甲冑というものに興味が」

「俺たちは実家に帰るんであって、戦争に行くんじゃねえんだよ」

「備えあれば憂いなし、いざカニタマと言うではないか」

「なんで常識ない癖にそういう言葉だけ知ってんだろうね、お前は――つかカニタマじゃねえ、カマクラだ！」

　うんざりした口調で言う千里。

「頼むから相応に可愛い服着てくれよ」

「ふむ？　相応？」

「まあもう髪とか肌の色の組み合わせで目立つのはしょうがないけどさ。お前、それなりに美人なんだから――そういうのに似合う格好しろよ。頼むから」

「…………」

　きょとんとした表情で目を瞬かせるウーラ。

　やがて彼女は――

「御兄様。それは、御兄様の目から見てそれがしの容姿が、女として優れているという意見ととって良いか？」

「回りくどいな。まあそうだろ、実際。俺の審美眼がどれくらい、一般的かしらんけど」

　ウーラは美人だ。

　それはもう間違いないと千里も思う。

　しばしば言われることだが――ありとあらゆる部分の平均値をとって容姿を具現化すると、ほぼ間違いなく美人の顔が出来上がるという。つまり、過ぎたるは及ばざるがごとし、例えば目が大きすぎても、小さすぎてもいけないし、左右の目が離れすぎていても寄り過ぎていてもいけない、それらの全てについて中庸であることが、実は人間の感性からすれば最も美しく見えるということらしい。

　要はバランスだ。

　そして様々な血を取り入れてきた結果として、見事にその平均値を具現化しているのがウーラと言える。勿論、線の細い御嬢様っぽい美しさは彼女に求めるのは無理だろうが、健康的に整った容姿――という意味ならば、彼女はかなりのものだ。

「そうか。わかった」

　何がどうわかったのか――とにかくウーラは珍しく素直に頷いた。

「御兄様の指示に従う」

「ああ、そうしてくれ。つかいきなり専門店つーのもアレだし」

　そもそもその手の店の商品はやたらに割高なのが世の常だ。

「とりあえず総合店舗みたいなのを探してそこに入ろう。それでいいか？」

「異論ない」

　と頷くウーラ。

「――お前達もそれでいいか？」

　と千里はクフィール達を振り返る。

「はい。勿論」

　とクフィールが言いテジャス達も頷いた。

「それじゃまあ――」

　千里はとりあえず南半球、婦人服売り場のそれらしい一角を指差した。
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「いらっしゃいませ」

「…………」

　千里は眉を顰ひそめて迎えに出てきた店員を見つめた。

　小柄な少女である。

　彼女の容姿について千里は見覚えがあった。

　というか五分前に別れたばかりだ。

「何やってんだ、あんたは」

「何と申しましても。接客ですが？」

「さっき別れたばかりだろ。つかどうなってんだ？」

　改めて店舗に先回りして接客するのなら、わざわざ一旦別れなくてもいいと思うのだが。

「ああ。先程までお客様達を接客申し上げていたのは、ミステル４５０６です」

「…………って。まさか」

「私はミステル１３９４ですので」

「ちょっと待て、するとなにか」

　千里は天井を見上げて言った。

「まさか、この店舗の数だけ――」

「はい」

　とミステルはにっこり笑う。

「私達は同一規格の自動人形ですから。というか基本的には同一のＫＯＮＯＺＡＭＡ本店管理システムの端末でしかありません。表面的には別個独立の自動人形に見えますが、ＫＯＮＯＺＡＭＡ管理システム〈御覧の在り様だよ壱号〉によって管理されるいわば手脚なのです」

「…………」

　ならやっぱり同一人物に等しいんじゃねえかよ、とか、いちいちいらっしゃいませとか言う必要があるのか、とか、そもそも変な不安を掻き立てる名前の管理システム使ってんじゃねえよ、とか、まあ瞬間的に色々思う千里だったが、ここで細かいことに突っ込んでも仕方あるまい。

「ご自由に御覧下さい。本店はお手頃価格で多彩な品揃えをモットーとしております。専門店にはディープさで劣りますが、その分、一度に様々な服を御試着いただけます」

「わかった」

　頷く千里。

　まあ確かに婦人服専門店であるようだが、それ以外の統一感というのが、店内を見渡してもまるでない。下着やら何やらがあるかと思えば、チャイナ・ドレスやら、作業服やら、挙げ句の果てにバニー服やら何やら。奥の方に掛けられているのは、あれは、ひょっとしてマタニティ・ドレスだったりするのだろうか。

（…………）

　お腹が大きくなったクフィールとウーラがそれを着ている光景が一瞬脳のう裏りに浮かんだ千里は、ぶんぶんと猛烈に首を振ってこれを打ち消した。

　でもって……

「御主人様！　千里様！」

　呼ばれて振り返るとテジャスがぶんぶんと手を振っている。

　どうやらこっちに来いという自己主張らしいのでそっちに向かって歩いていくと――

「どうですか、これどうですか!?」

　とテジャスが掲げているのは、どう見ても――

「どうって何だよ」

「これなんか着ちゃったりすると御主人様でもこう興奮とかしますか！」

「…………」

　テジャスがハンガーごとぶんぶん上下させているのは、どう見ても『紐』だった。それ以上でもそれ以下でもない。

「なあテジャス」

「はい！」

「それひょっとして下着なのか？」

「ひょっとしなくても下着です！」

「素朴な疑問だがな。それ下着の意味あるのか？」

「え？」

　とテジャスは首を傾げる。

「これ以上ないってくらいに下着じゃないですか！」

「それただの紐だろ実質的に」

「ふんどしだってただの布ですよ？」

「……いやそうじゃなくて。面積なんてないに等しいだろが。ちょっとずれたら……その……なんつうか……ヤバイ所が剝き出しだぞ」

　というか、ずれなくてもはみ出て見えかねないというか。

「ええ。ですから便利ですよね」

　テジャスは拳を握り締め、ぐっじょぶ！　てな感じにサムアップ状態で突き出してくる。

「なにが便利なんだよ」

「こうちょっと横にずらすだけで行為に至れます！」

「お前にとって下着ってのは、助平する為だけに存在するのかよ!?」

「他に存在理由などありません！」

「言い切ったなおい」

　言い切る者は強い。

　大抵、聞く耳なんか最初から持ってないから。

「つか、だったら最初からいらねーじゃねえかよ」

「御主人様。それは愚かですよ」

「お前に愚か呼ばわりされるのは最大級の屈辱だな!?」

「秘してこそ花と古い能楽者も言ってます」

　ちちちちち、と立てた人差し指を振ってテジャスは言った。

「小●水亜美の『風刺家電』にそう書いてあります」

「それはひょっとして世ぜ阿あ弥みの『風ふう姿し花か伝でん』と言いたいのか？」

「そうとも言います」

「言わねえよ！」

　どうやったら現役の声優と数世紀前の能楽者を間違えられるのか謎なぞだ。

「最初から真っ裸なら、こう、脱がしていく際のドキドキ感がないじゃないですか！」

「お前の価値基準はエロしかねえのかよ!?」

「ありません!!」

　微塵の迷いもない眼で断言されてしまった。

　まあいつものことなのだが。

「……何がお前をそこまでエロに走らせるんだかな」

「御主人様」

　テジャスはふと表情を切り替えて言った。

　滅多に見ない――生真面目そうな、表情。

「昔々あるところに一匹の悪魔がいました」

　テジャスはひどく遠い眼をして言った。

「悪魔は幾つかの偶然が重なって、とある少女の下に召喚されます。勿論、召喚されれば契約し魂たましいと引き替えに願いを叶えるのが、悪魔の務め。悪魔は少女に尋ねます。お前の望みは何なのか――と」

「…………」

　また唐突に何を言い出すのかと思いつつも、珍しいテジャスの生真面目な口調に千里は思わず聞き入ってしまう。

「すると少女は言いました。『セックスってそんなに素敵なものなの？』と」

「お前な。何処の18禁漫画――」

「その少女は」

　テジャスは言った。

「生まれてからずっと寝たきりでした」

「…………」

「ベッドから出ることもできない少女の存在は、しばしば両親の喧嘩の種にもなり、父親は少女が十歳になる前に離婚して去ってしまいました。また母親も少女の世話のストレスから荒すさんだ生活をするようになり、最低限の世話をするだけで、家にいる時間すら減っていきました」

　何やら暗い話である。

　千里がツッコミらしいツッコミを入れられずにいると、テジャスはそのまま沈ちん鬱うつな口調で続けた。

「やがて母親は言います。『お前さえいなければ』と。少女さえいなければ自分は若い男と楽しい人生を送れるのに、と」

「……………」

「少女にはわかりません。どうして母親がそんなことを言うのか。でも若い男に夢中の母親は、もう完全に色ボケしていて……そして小さな小さな世界に閉じ込められていた少女には、他に判断する基準が何もなくて。だから少女は思うのです。お母さんがあんなに夢中になっていることなのだから、きっと素敵なことなのだろうと」

「それは――」

「だから少女は思ったのです。死ぬ前にそれがどういうものか知りたいと。どうせ長く生きられない身体なのだから、悪魔に魂を売ってでも、母が、自分を棄すててでも求めたものを知りたいと」

「…………」

「悪魔は」

　テジャスは言った。

「らしくもなく戸惑いました。少女の願いは、ある意味で悪魔の得意分野でありながら、それを抱く彼女は途方もなく純粋で、恐れもなければ、妬ねたみも嫉そねみもなかったからです。愛されることのなかった少女は、まるで、天使の如くに、純粋に、その愛の行為を知りたいと思っていただけなのです」

「…………」

「だから悪魔は言いました。それは本当に好きになった誰かとすることでしかわからないのだと。だから悪魔は少女に、一着の衣装を与えました。殿方を魅惑する魔法の服。それを着れば、少女は自分の好きになった人と相思相愛になれる。そしてその殿方と少女が本当に結ばれた時、自分は大手を振って悪魔として、代金を徴収しに来るのだと」

「…………」

「ですが」

　テジャスは眼を伏せた。

「少女は、結局、その後、ベッドから出ることもなく、素敵な殿方と知り合うことも、勿論、あれ程知りたがっていたことを実際に経験することもなく、死んでしまったのです」

「それは――」

「後にはその魔法の衣装だけが残りました。悪魔はそれを回収し、ひっそりと、少女の亡なき骸がらの前から立ち去ったということです――」

「まさか――」

　悪魔の与えた魔法の衣。

　少女の性愛に対する純粋な興味――その具現。

　つまり……

「それ本当の話なのか？」

「今考えました」

「ちょっとでもしんみりしかけた俺がバカだったよ！」

　顔を真っ赤にして千里は喚いた。

　よく考えれば、テジャスはファルチェスクというブランドで作られた魔法具の一種なので、今、彼女が言ったような曰くなんぞ、あるはずがないのである。

　もっとも、アジャスタントを任じられている以上、元々魔法具としても何か問題があるのだろうが。

「今度、ｅｂ！エンターブレインのえんため大賞か、キネティックノベル大賞に投稿しようと思います」

「新人賞なめんな！」

「大型新人、彗星の如くデビュー！」

「やかましい！」

「ふと思いましたが大型新人がいるなら、小型新人とか中型新人とか水陸両用型新人とか強襲突撃型とかいてもいいと思いませんか？」

「誰が得するんだよ!?」

　などと散々喚いてから――千里は長い溜息をついて言った。

「大体、お前、元々服の魔法具だろうが。そのお前が服とか欲しいもんなのか？」

「前にも言いましたけど、毛皮のコートとかゴージャスでいいですね」

「前にも言ったけど、そういう贅沢品買う余裕はさすがにねえよ」

　もっとも魔法使い達にしてみれば、ホットケーキを焼くようなノリで錬金術もこなしそうなので、一般社会とは色々価値体系が違うかもしれないのだが。毛皮のコートと言っても色々あるだろうし。

「そもそもお前の格好はまあ、まだその辺歩いててもぎりぎり許容できる範囲だからな。首の鎖さえどうにかしたら、まあ、大丈夫だろうし」

　なので今回、無理に衣装を揃える必要はない。

「御主人様、ひどい！」

　テジャスは身をよじって言った。

「そんなアジャスタント差別です！」

「いやだから」

「そうです御主人様」

　とすす――と寄ってきたミーティアが言った。

「差別して蔑さげすむならこの私を……」

「そういう話をしてんじゃねえ！　とにかくお前等は後回しだ。とりあえずクフィールとウーラの格好を何とかしないと」

　言ってクフィールとウーラを捜して店内を見回す千里。

　とりあえずウーラはすぐに見つかった。

　だが――

「ウーラ」

「おお。御兄様」

「お前は何を試着してるんだよ!?」

「む？」

　と首を傾げるウーラが着ているのは、黒いビキニの上下だったりする。

　水着の類なのかもしれないが、はっきり言って、黒いのでまんま下着同然だ。普段のウーラは白系の衣装を身に着けているので、そうエロい感じはしないが、黒の下着となるともうエロさ大爆発である。

「御兄様が言ったのではないか。目立つ格好はするなと」

　ウーラは言った。

「だから地味な色目を選んでみたのだが」

「色目よりまずデザインを選べ！」

「むう」

　ウーラは顔をしかめて首を傾げる。

「するともっとシンプルな衣装の方が良いのか」

「ああ」

「ふんどしとか」

「どうしてお前等はそっち系に行くんだよ!?」

　怒鳴る千里。

「ああもう。クフィール！」

「がぅ？　はい」

　と呼ぶとクフィールの声がする。

　振り返ると、彼女は比較的、まだ普通の格好の衣装を色々と眺めているところだった。

　ジーンズにシャツ、といったラフな感じで、長身のクフィールにはよく似合う。もっとも性格的な部分まで加味して考えると微妙ではあるが。ボーイッシュな格好はむしろもっと気の強い少女の方が似合うだろう。低血圧ぽいクフィールの言動に、シャツとジーンズはイマイチ馴染んでいないような気もする。

「ど……どうですか？」

「うーん？」

　千里は首を傾げる。

「似合ってないことはないんだが……なんか違うな」

「違いますか」

「意外と難しいな、お前」

　と千里。

「す……すみません」

「いや、責めてる訳じゃねえんだけどな」

　大人しいクフィールの性格からすれば、スカートとか、ブラウスとか、ワンピースとか、まあそういう系統の大人しくて可愛い衣装の方が似合うのだろう。だが、その一方でやたらメリハリの利きいた体型とか、長身とか、引き締まった四肢とか、そういう面から見ると、活動的でラフな格好の方がよく似合ったりする訳で。

「そもそもなんて親父に言えば良いんだかな……」

　アバロン学園都市のことを父親や母親――ウーラの母親のことである――に事細かに説明すれば、間違いなく例の〈パーマンズ・ヴォウ〉が発動してしまう。となると、適当に誤魔化すしかない訳だが。

「わざわざ帰省に女の子連れて帰る以上は……」

　とりあえず『彼女』とか何とか言って誤魔化すしかあるまい。

　まあテジャスは極論、服状態にして鞄に詰め込めばどうとでもなる訳だが――クフィールはそうもいくまい。かといって彼女が言っていた通り、獣状態で連れ歩く訳にもいくまいし。

　ミーティアは……まあかなり自由に変形できるらしいので、ミーティアも何か物体に偽装させるなり何なりすれば、誤魔化しは利くかもしれない。

　となると、問題はクフィールとウーラだけだ。

　というか……

（まあうちの親父はどうとでもなりそうだが）

　改めて考えると、千里の父親が千里に何か文句を言ったり苦言を呈したりしてくる可能性は低い。元々過去の事件のこともあり、千里にはやや腫はれ物ものに触るような扱いをしている父親だし、自分は自分でいきなり、息子に相談もなくアフリカから嫁さんとその連れ子を日本に連れてくるようなことをしている訳で、千里がいきなり彼女を連れ帰ったところで、文句を言える筋合いではあるまい。

　問題はウーラの母親だ。

　千里にとっては継母になる訳だが、彼女は千里がウーラと子作りして当然だと思っている節がある為、クフィールを『彼女』の名目で連れて帰ると、何かとややこしいことになりかねない。

（早くこの街から出て行きたいと思ってたんだけどな）

　当初は確かにそう思っていた千里である。

　だが改めて考えてみると、それはこのアバロン学園都市が気に入らなかっただけで、元の家に戻りたいという意味ではなかったように思う。普通に生きる、というのが信条の千里だが、考えてみればこの奇人変人大集合の街の方が、千里としては『その他大勢』に紛れて生きていくのは容易たやすい。

（いっそ帰省は止めるか？）

　とまで千里が考えた――その時。

「……？」

　何やら照明が瞬いた。

「なんだ？」

　何かの演出というより、接触不良を思わせる感じだが。

「蛍光灯が切れかけてるとか？」

　と頭上を振り仰いでみるが、そこに蛍光灯はない。天井や壁が直接的に、あるいは間接的に発光していてそれが照明になっている為、切れるような蛍光灯は見当たらないのだ。勿論、この発光する壁や天井も、何らかの故障が生じる可能性はある訳だが。

「…………」

　だが照明が瞬いたのはほんの数秒のことだった。

　そのまま問題なく店内は照らし出されている。

「気のせいか」

　呟く千里。

　だがこの時の千里は気付いていなかった。

　この照明の異常が――後に生じるややこしい事態の、前兆に過ぎないということを。





●　●　●






　そんなこんなで時刻は現在に戻る。

　結局――訳のわからないノリで変な服ばっかり持ってくる少女達へのツッコミで疲れ果てた千里は、一旦、別の場所に移動して休憩することにした。

　ＫＯＮＯＺＡＭＡアバロン本店内第十エリア――フードコート。

　でっかいＫＯＮＯＺＡＭＡ店内を見回っていると、どうしても時間が掛かる為、食事もできるようにと各種屋台が出ている広場だ。

　時刻もそろそろ昼前、ちょうど良いと、ここで千里はとりあえずの昼食を摂ることにした。

　で――

「しかしどんだけ広いんだよ」

　フードコートの屋台で注文した焼きそばを食べながら千里は言った。

　服飾関係の、それも婦人服で総合系の店舗を回るだけでも午前中を費やしたのだ。まともにＫＯＮＯＺＡＭＡ全体を回ろうとすると何日――いや何週間もかかるかもしれない。

「大丈夫ですよ。御主人様はちゃんとツンデレですから、ヒロインの資格充分です」

「何の話だよ。つか誰がツンデレだ」

　と千里。

「人がいないから余計に広く見えるんだろうけどな」

　実をいえばＫＯＮＯＺＡＭＡに入ってから千里達は、客の姿を見ていない。

　会うのは全てミステル達ばかりで、つまりは従業員だけなのだ。ちなみに焼きそば屋台の店員もミステルだった。格好ははっぴにハチマキ姿であったが。

「こんなんでやってけるのか？　この店」

「普通は通販を使いますし……」

　とクフィール。

　ＫＯＮＯＺＡＭＡは基本的にその業務の九割以上を通販に頼っているという。なので元々この広々した店内に、客が来ることそのものが稀なのだとか。開店当初は凄い凄いと感動して訪れていたアバロン学園の生徒達も、広すぎるこの店内を回るのに疲れて、今は専もつぱら通販ばかりを利用しているという。

「なんか第三セクターとかに地方行政主導で作った複合レジャー施設みたいだよな」

　市だの県だの、行政の肝いりでがっつり金掛けて作ってみたはいいけれど、話題になったのは当初だけ、すぐに客に飽きられて、その後は税金の無駄遣いと罵られる施設に堕する――などという例は、まあ、日本全国、山ほどある訳だが。まさかこのアバロン学園都市に来てまで、似たようなものに出で会くわすとは思わなかった。

「これだけ広いと迷子になりそうだよな」

「でも……あちこちにシフト・ポータルが設置されていますから……」

　とクフィールが言う。

「エリア間や、フロア間の行き来は楽ですし……」

「まあそりゃそうなんだが」

　どうも『門ポータル』という名称に引っ張られて考えがちなので、理解するのに若干の時間を要したが――要するにＫＯＮＯＺＡＭＡの中のシフト・ポータルは出入り口ではなくて、一般的な百貨店で云うところの、エレベーターの類だと考えるべきなのだ。

　普通の階段を使えば、三階に用がある場合、二階を経由していかねばならないが、エレベーターに乗れば直接三階に移動できる。少なくとも二階のフロアをわざわざ移動することはない。

　これと同様――どれだけ広くてもフロアとフロア、エリアとエリアはシフト・ポータルで繋がれている為、移動そのものに手間取ることはない。

「つっても万が一にシフト・ポータルが故障とかしたらどうなるんだ？」

「一応……亜空間そのものは固定されているそうなので……非常用通路を使えば行き来はできるはずですけど……」

「まあ非常階段みたいなもんか」

　と頷く千里。

「しかしなんというか……やっぱ考え方が魔法使いだよなあ」

　しみじみと千里は言った。

　しばらくこのアバロンで暮らしてみてわかったが、基本的に魔法使い達、そして彼等に近い魔族や神族、精霊の考え方というのは、どれもこれも極端で、そして何処か脳天気である。

　やれるからとりあえずやってみる。何かまずければ、それはその時に対応策を考える。

　そんな――後先考えないノリがいつも散見されるのだ。

　ＫＯＮＯＺＡＭＡアバロン本店にしても、とりあえず店舗を広げて扱える品物の数を多くすれば便利だろう、くらいの考えで作ったというのがよくわかる。一般人に比べて能力的な限界が少ないからか、それとももっと別の理由があるのか――とにかく、やれることはとりあえず全部やってみた結果なのだろう。

　それなりに利便性を考えられているように見えて、何処か根本的なところが抜けている。

　まあこれは、そもそもアバロン学園そのものにも言えることだが。

（何でもできるってのは、ある意味、問題だよな）

　それは創意工夫の感覚を奪う。

　むしろ制限というものは、多い方が進歩を促すことは多いのではないか。

　魔法と科学の融合だとか、魔族や神族に対する一般人の恐怖と拒否感とか……そんな表面的で派手な問題より、こっちの方が何かと一般社会との融合では問題となってくるような気がする。

　そんなことを千里が考えていると――

「…………？」

　視界が点滅した。

　いや違う。フードコートの照明が点滅したのだ。瞬間的に交錯する光と闇。一続きになっているはずの時間がまるでぶつ切りにされたかのような違和感が千里達の上に降り掛かる。

「なんだ？　停電――」

　そこまで言った時。

　点滅は終わった。

　全てが闇に閉ざされる――という形で。

「……!?」

　思わず立ち上がりかけて、千里は思いとどまった。

　こんな状況で立ってうろつけば、むしろ転んで怪我をしかねない。

「クフィ」

「がぅ」

　思ったよりも間近でクフィールの声がする。どうやら光が消えたと同時に千里の側に駆け寄ったらしい。無茶をするな――と思ったが、すぐに千里は考え方を切り替えた。

「お前、夜眼は利くのか？」

　確か簡単な霊視はできたはずだが。

「一応利きます。でもこの状況では……ちょっと」

「見えないのか？」

「星灯りでも見える、ということと……完全な闇を見通すということは違いますし……」

　要するに『夜眼が利く』というのは、普通の人間には何も見えない程度の明るさでも増感して視界を確保できる、ということである。

　対して闇を見通すというのは完全に光がない状態で、それでも空間を把握できるということである。要するにレーダーと同じだ。どれだけ精度の高いセンサーでも、ないものは感知できない。レーダーもレーダー波を放ってその反射で相手の存在を察知している訳で、そのレーダー波が返って来なければ存在を認識できない。話題のステルス機はそういう理屈で『見えない』のである。

　いずれにせよ……

「とりあえず赤外線なら見えないこともないですよ」

　とテジャスの声もすぐ側で聞こえた。

「赤外線なら受動探知でも、しばらくは何とかなりますし」

「そうなのか？」

「赤外線って、微弱ですけど、一定温度の物質から直接放射されてるんですよ。だから辺りの物質の表面温度が完全に均一にならないと、とりあえず視界確保するくらいはできます。まあ赤外線って言うくらいですから、御主人様には見えないと思いますが」

「…………」

　そういえば確かに赤外線だの紫外線だのと普段から口にしているが、言葉の意味はあまり考えていない――と千里は思う。

　要するにそれはプリズムで分解された可視光線の中で、赤と紫が一番端にあって、それ以上『外側』にまで屈折する波長の光は、肉眼では認識できない――だから赤外線であり、紫外線なのである。

「というか、光がないと俺が何も見えねーんだが」

「接続同調すればいいかと」

　とあっさりテジャスが提案してくる。

「俺はそれでいいが、ウーラが」

「案ずるな御兄様」

　とウーラが言う。

　これまたやけに耳元っぽいのだが。

　一体、クフィール達やウーラ達はこの闇に紛れて何をしているのか。

「眼が見えずとも御兄様の気配はわかる」

「いや俺の気配わかってもしょうがねえだろ」

「何なら暗闇の中で子作りも可能だ」

「すんな！」

　と千里が喚いた瞬間――視界に光が戻ってきた。

　ただしどうも非常灯というか、まあそういう代物が作動しただけのようで、全体的に辺りは橙色に照らされていて――微妙に薄暗い。

「…………って」

　千里は半眼で言った。

「何やってんだお前等」

「何と言われましても」

「御兄様をお守りしていたのだが」

　とテジャスとウーラが答える。

　何というか――物凄く、手脚が絡み合った感じで。

　千里を中心に、少女達が、それぞれがそれぞれの手脚を押さえるような感じで輪になっているのである。

「不ふ埒らちな黒雑巾が御兄様の大事な子作り器官に手を伸ばそうとしていたので、これをお守りする為に」

「いえ御主人様にリアル義妹がのしかかろうとしていたので、これを制止する為に」

「とりあえず千里様が転ばないようにと手を……」

「御主人様が転ばれた際には頭突きがいただけるかと……」

「暗闇に乗じて千里くんを攻撃……」

　などとそれぞれ勝手なことを言っている。

　まあ要するにそれぞれがそれぞれの思惑で、暗闇なのを良いことに、千里にちょっかいを出そうとしたようだが――除くクフィール――その結果として、互いに千里の周りで輪になって牽制し合うことになってしまったらしい。

「……ってちょっと待て」

　千里は半眼になって言った。

「一人、多くないか？」

「…………」

　少女達が互いに顔を見合わせる。

　そして――

『亜藍須美子ッ!!』

　クフィールとテジャスとミーティアとウーラが揃って叫んだ。

　同時にいつの間にか輪に加わっていたふわふわ綿菓子髪の少女――暗殺用傀儡人形、亜藍須美子はぱっと後方に跳躍した。

「チャンスだと思ったんだけどなあ」

　と首を傾げる須美子。

　まるで小鳥のような、見るからに無邪気な仕草だが、その気になればヒヒイロカネ製の斬鉄糸で千里をサイコロステーキにもできてしまう凶悪な暗殺兵器である。

「あぶねえ……」

　千里はバクバクと鼓動する心臓を押さえて呟いた。

　非常灯が点かねばどうなっていたことか。

　だが――

「――ん？」

　今、須美子は『暗闇に乗じて』と言った。

　そしてぎりぎりの一瞬で非常灯が点いた。

　つまり……

（これって俺を殺す為に須美子が仕組んだことじゃ……ない？）

　須美子の仕業なら、わざわざこの際どい一瞬に非常灯をつけたりはすまい。暗闇に乗じての暗殺を最初から計画していたのなら――そしてＫＯＮＯＺＡＭＡの管理システムに介入できるような手て筈はずを整えていたのなら、そもそも、非常灯の点くタイミングくらいはわかっていただろうし、それを遅らせることもできたはずだ。

　つまり――

「じゃあまた次の機会に♪」

　言って後方にさらに跳躍する須美子。

「がぅ！」

　それを追おうとするクフィールを――

「待て！」

　千里は手を伸ばして彼女の肩を摑み、止めた。

「せ――千里様？」

「追うな。今はいい」

　この状況がどういった原因で引き起こされているのかわからないが、非常事態であることに間違いはあるまい。

「それよりこの状況を――」

　言いかけて。

　そこで千里は凍り付いた。

「千里様？」

　クフィールが首を傾げる。

　そして千里の見ている方を彼女も見て――眼を丸くした。

　フードコートに幾つも散在する屋台。

　そこからふらふらとミステル達が歩み出てくる。

　その姿はひどく不安定そうで、歩行という行動に対する意志がまるで感じられない。夢遊病というか、酔っぱらいというか、とにかく――何処かに向かって歩を進めている感じではないのだ。

　はっぴ姿のミステル。コック姿のミステル。バドガール姿のミステル。チャイナ・ドレスのミステル。ローラースケートにドレス姿のミステル。まあその他諸々、およそありとあらゆる飲食店の店員の格好をしたミステル達が、ふらふらとフードコートの広場にまろび出る。

　そして……

「…………」

　何の号令があった訳でもないだろうに、彼女等は揃ってこちらを振り返った。

　首が動く、その動きだけで――空気が揺れ、髪が揺れる、その動きだけで、潮しお騒さいのようなざざっとした音が、フードコート内に広がった。

　その数――およそ百余り。

「なんだか物凄く嫌な予感するんだけど、気のせいか？」

「……私もします……」

　とクフィールが身構えながら応じてくる。

　そういえば星ほし塚づか暁あけ美みの部屋に入った時も、大量の暁美が出てきて襲いかかってきたが。

　まさか今回もそんなことになるはずが――

「侵入者発見」

　ミステル達が一斉に言った。

　呟くような声でも、百も束ねられれば、轟ごう音おんのように千里達を圧倒する。

「排除します」

「やっぱりか――ッ!?」

　押し寄せるミステルの『波』を前に千里は絶望の叫びを放った。
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「あの……ちょっとすみません」

　玄関先に出てきた主婦に対し、羽瀬川拓人は微笑を浮かべて言った。

　良くも悪くも自分の容姿というものが、平凡だということを彼は自覚している。

　美男子ではないが不細工でもない。本当に十人並みで――しかもやや中性的なところはより特徴のない顔立ちを造り上げていた。少なくとも彼に関して言えば『骨太さ』とか『汗臭さ』といった明確な男っぽさを匂わせる単語は結び付かない。

　侮られることはなく。恐れられることもなく。拒まれることもなく。嘲あざけられることもなく。

　殊更に強い印象を伴うことなく、ただ自然にそこに存在することができる。

　故にこそ使う術式は最小限でいい。

　特徴がないということは『誰でもない』ということであり――さらにそれを裏返せば『誰にでもなれる』ということだ。思考誘導の術式は本当に一瞬で組み立てられる程度のもので充分だった。余人にはその圧縮された呪文詠唱が、短い口笛に聞こえる程度の。

「はぁ。はい」

　と相手は頷く。

　彼女には拓人のことが所轄の刑事に見えていることだろう。

　一旦そう思い込めば思考はそちらに向かって流れ込み易くなる。人間は理解しやすいものを理解したがる。事実に対して筋道の通った説明を付けたがる。拓人を刑事と認識したことで、彼がひょいと掲げて見せたそれも――実は単なる携帯電話なのだが――彼女には警察手帳に見えているはずだった。

「六年前に起こった周防家の児童失踪事件について調べているのですが」

「六年前？　周防家――ああ」

　彼女は頷いた。

「あそこのお子さんが二人共いなくなって、一年だか二年だか後に一人だけ帰ってきたってアレね」

「ええ。それです」

　にこやかに頷く拓人。

　榮太郎に頼まれて周防千里の身上調査をしていた拓人だが、正直、こんな妙な話が転がり出てくるとは思ってもみなかった。

　周防千里。

　周防万ま尋ひろ。

　兄と妹は六年前のクリスマスに失踪し――その一年後に千里だけが帰ってきた。

　しかもそれ以前の記憶を根刮ぎ失って。

　警察は勿論、誘拐事件の可能性もあるとして捜査していたが、手掛かりを得ることはできず、結局、事実上の迷宮入り事件として捜査は打ち切られた。

　しかも……

「その周防万尋って妹さんの方なんですけど」

「ええ。万尋ちゃんね。万尋ちゃん――」

　ふと女性は眉を顰める。

「どんな少女でしたか？」

「…………」

　当時、周防家の近所に住んでおり、同世代の子供を持つこの女性ならば、周防万尋のことは知っていてもおかしくない。行方不明になった際には両親が顔写真を持って子供達を捜し回っていた為、写真も何度も観ているはずだ。

　しかし――

「あら……おかしいわね」

　女性は首を傾げる。

「おかしいとは？」

「いえ……それが……千里くんの事は覚えているのだけれど……万尋ちゃんの事は……万尋ちゃん……万尋ちゃんで良かったのよね、名前？」

「そのはずですけど」

　拓人は言いながら懐に右手を入れて、ジャケットの内ポケットに万年筆状態でとめてあるファルチェに触れた。

（念のために周囲を走査。呪的場の確認。もし存在を確認したら遮断術式を高速起動）

（――走査終了しました拓人様）

　意識の中で拓人とファルチェはやり取りをする。

（少なくとも現状では呪的場は展開されていません）

（となると……一時的なものじゃなくて、完全に記憶改変されているのかな）

　実をいえばこうした反応は初めてではない。

　覚えている人間がいないのだ。

　周防千里と周防万尋。

　彼等が行方不明になった事件については、周防家の親戚、当時の小学校及び近隣住民等々――彼等は全員覚えていた。

　だが妹の周防万尋について質問が及ぶと全員が首を傾げる。

　どんな子だったのか。写真は残っているが、それを見てすら、誰も当時の彼女の姿を脳裏に思い出せない。それどころか『あれ？　万ま里りちゃんじゃなかったっけ？』などと名前すら曖昧になっている始末だ。

　六年という時間は確かに長い。諸々の事を忘却することもあるだろう。

　だがこれは何か奇妙だ。

　同じように行方不明になった千里のことは覚えているのに妹のことだけを忘れるなどということがあり得るのか？　それは千里だけが帰ってきたという事実と何か関係があるのか？

「ありがとうございました」

　一通りの質問を終えてから拓人は一礼する。

　念のために記憶調整の呪文を唱えて、この十分間程度の記憶を曖昧にしておく。消すよりは悪影響が少ないので、やはり呪文も短くて済むのだ。

「…………どういうことだろう？」

　不可思議な事件だ。

　魔法使いかそれに類する存在が絡んでいる可能性がある。あるいは神族、魔族、精霊、そういった超存在の関与。だからこそ拓人は呪的場の存在を確認し、自分達までその影響を受けないようにと気を付けたのだが。

「ひょっとしたら〈学園〉か〈連盟〉に何か記録があるかもしれないね」

　呟くように言うと、拓人は足早に住宅街から立ち去った。
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　薄暗い空間を幾つもの人影が徘徊する。

　同じ顔。同じ体。着ているものこそ違うが、動きすら基本的には同じ。

　人間と同じ姿形をしているからこそ、単一の、機械のように同じ動きの繰り返しを続けるその様子は、やたらに不気味だった。まあ実際に機械である訳だが。

　ミステル達はほとんどの機能を停止したＫＯＮＯＺＡＭＡ店内を右に左にとうろついている。

　元々人の姿はほぼ皆無だったといっても、その佇たたずまいは商店街のそれ――つまり数多くの人々がごく普通にうろついているのが本当の姿だ。なのに客の姿はなく、代わりに奇妙に単調な動きの店員ばかりが薄暗い店内を動き回るその姿は、ひどく不気味だった。

「なんなんだ一体……」

　物陰に隠れながら千里は言った。

「ミステル達はどうなった……？」

　極力抑え込まれた声に、同じく潜めた声で応じたのはすぐ横で、長身を無理矢理といった感じに縮こめているクフィールである。

「……多分……〈御覧の在り様だよ壱号〉が……何らかの原因で……機能停止したのではないかと……」

「その、ＫＯＮＯＺＡＭＡを管理してたコンピュータだっけか？」

「はい……」

　こっくりとクフィールは頷いた。

「ミステルさん達は全員、〈御覧の在り様だよ壱号〉の端末……というか、多分ですけど、ミステルさん本体は、〈御覧の在り様だよ壱号〉の中にロードされている……仮想神格ですから……」

「ああ……なるほどな」

　千里は頷いた。

「コレはお脳のなくなった抜け殻か」

　と千里は足下に転がっているミステルの一体……もとい半体を指差した。

　そのミステルには――何番の番号が振られているのか知らないが――下半身がない。胸のすぐ下でばっつんと千切れたようになっていて、しかしその右手は今もしっかりと千里の服の裾を握ったままである。

　はっきり言って死体にしがみつかれているかのようで、非常に気持ち悪い。

　このミステルは、先程いきなり襲われ、千里達が逃げ出す際のゴタゴタで、破壊された個体だ。千里に襲いかかったその一体を、咄嗟にウーラが槍で薙なぎ払はらったのである。恐らくその際に魔法だか武術の秘奥技だかを使ったのだろう――さもなくばいくらウーラが腕力に優れていても、傀儡人形をこんなにばっさり両断はできまい。

　まあそれはさておき。

　これは〈御覧の在り様だよ壱号〉の故障であるらしい。

　つまり本体との接続をいきなり切られた傀儡人形達は、自らの内部にある最低限の術式プログラムで動いているということか。その結果として防犯モードか何かが一緒に起動して、自分達以外の存在を敵とみなしているのだろう。

「非常事態イコール敵襲って考えはどうなんだよ……」

　呻くように千里は言った。

「いずれにせよ」

　ウーラが槍と盾の状態を確認しながら言った。

　正直、当たり前のように持ち歩くのはどうかと――アバロンに来る以前から、何度も苦言を呈してきた千里だが、この状況下では持っていて正解と言わざるを得まい。

「此処から出ねばなるまいが、転移門の方も生きているとは考えにくいな」

「だろうな。店内はその非常階段――じゃねえ、非常通路でどうにかなるとしても、例の段ボール門の機能を戻さないと、外には出られないだろうし」

　ＫＯＮＯＺＡＭＡアバロン本店は、見ればわかる通り、空間としてはとてもアバロン学園都市島に収まるようなものではない。改めて別個に設定された空間に、シフト・ポータルで繋いでいるのだろう。

　ならば……

「やはり〈御覧の在り様だよ壱号〉を再起動するしか方法がないかと」

　と言ってくるのは、テジャスである。

「誰かこの店の内部構造わかる奴いるか？」

「私が」

　とミーティアが手を挙げる。

「最新の、アップデートされた店内構造図を記憶しております」

　ミーティアはアジャスタントになったのも最近なら、そもそも誕生し、今の状態に改造されたのも最近である。なのでアジャスタントとして与えられる諸々の知識は、テジャスやクフィールのそれよりも新しい。

「なら行くしかないだろ、もう」

　千里はミステルの残骸に摑まれたままの上着を脱ぎながら、言った。
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　ぱちんと音を立てて駒が盤面の上に置かれた。

「――む」

　アバロン学園都市教授職の一人――シュタイン教授は顔をしかめて呻いた。

　彫りの深い、理知的な雰囲気の男性であるが、何処か神経質そうなその細面、それを証するかのように綺麗に撫で付けられた髪と銀縁眼鏡は、研究者というよりも何処かの大手企業の、やり手ビジネスマンを思わせる。

　彼は今……アバロン学園都市・大学部の学生食堂にて昼食後の対局中であった。

　ちなみにアバロン学園都市はまだ高等部が稼働しているのみで、大学部はまだ稼働しておらず、おかげで中はがらがら、さらには休日ということもあって、ほとんど学生食堂は貸し切り状態である。

「そうきたか」

「ふふふふふ」

　対するのはこれまた同じくアバロン学園都市教職者の一人、佐久間榮太郎である。

　超至近距離で見るとすこぶるつきの美形は美形なのだが、やや離れて見ると何処か全体的に緩んでいるかのような、二枚目にちょい余るくらいの容姿も、毎度の如く変わらない。ちなみに彼のことを『先生』と呼ぶよりも『先輩』と呼ぶ人間が多いのは、未いまだアバロン学園都市の運営母体であるマジシャンズ・アカデミーにおいて準教師という中途半端な立場を堅持しているからである。

　まあそれはさておき。

　学生食堂というロケーションでありながら、二人は何故か長椅子を持ち込み、その上に盤面を置いて、両端に座って対局している。しかも滅多にないことだが榮太郎もシュタイン教授も浴衣ゆかた姿である。

　ついでに言うと蚊もいないのにブタさん型の蚊取り線香が、緩やかに煙を立ち上らせていたりする。どうも彼等に言わせるとこれが様式美らしいのだが、まあそれはさておき。

「では――こうだ」

「むおっ!?　そ、それは」

　シュタイン教授の一手に榮太郎の表情が変わる。

「いや、教授、それは、ちょっと――待った」

「ふっ。待ったなしだ。そう言ったのは君だぞ」

　きらりと眼鏡に光を反射させてシュタイン教授が言う。

「いや、しかし」

「さあどうする佐久間榮太郎？」

　シュタイン教授は口の端を歪ゆがませて問うた。

「言っておくが最初の約束は今も有効だ。私が勝てばソレは貰うぞ」

「いや……しかし……」

　自分の背後に置かれた箱を――『物ぶつ騒そう真しん姫き・3rdSMALL筐体シリーズ〈ケモック〉イベント限定リペイントバージョン』と書かれたそれを指差されて動揺する榮太郎。

　どうやら賭け将棋をしているらしいのだが。

　賭けられているのが金銭ではない時点で微妙に微笑ほほえましかったりする一方、プレミアが付いた玩具は出す所に出せば万単位の売価がついたりするので、余人からは判断に困る雰囲気であった。まあ一番の謎は、およそ不可能など何もないと言える程の練達者、達人級の魔法使いが二人ガン首並べて一般社会の美少女フィギュアを取り合っているこの状況なのだが。

「……などと」

　ふと榮太郎の表情が元の不敵なそれに復帰した。

「言うと思いましたか？」

「なにっ!?」

「今こそ投入しよう！　俺の秘蔵っ子ッ!!」

　何故か妙にパースとかついちゃいそうなくらい、勢いを付けたポーズで榮太郎はそう宣言すると、盤面の横に退けられていた――つまり元々はシュタイン教授の持ち駒だったが、榮太郎によって取り除けられた――駒を掲げた。

　ばぁーン。

　とか何とか背景に効果音でも入りそうな感じでそこにあるのは、『金』の駒――では全然なくて。あろうことかそれは美少女フィギュアであった。

　それも狼、いや犬系のケモノ少女をベースにしたものらしいのだが。

「貴様、それは――」

　呻いて動揺するシュタイン教授。

「私のフルアーマー・バウリン！」

「電撃戦を期して初期に主戦力を投入したのが仇あだとなりましたなァ！」

　もうほとんど悪の親玉みたいに、高らかな、勝ち誇った哄笑を振りまきながら、その重武装な感じの美少女フィギュアを盤面に置く榮太郎。

　ちなみに。

　今更もう言うまでもないことなのだが、妙に拡大された将棋盤の上に置かれているのは、勿論、普通の将棋の駒なんぞではなくて、全部美少女フィギュアなのであった。『歩』から『王将』まで全て色鮮やかな少女人形だったりするので、華やかというか煩雑というか、まあそんな混こん沌とんとした様子がそこに出来上がっている。

　ちなみに特製らしい盤面の端っこには『特製バトルフィールド／真姫無双』とか色々理解に苦しむ危ない系の名前が刻印されているが、幸か不幸かそれに突っ込める常識人は此処にはいない。

「し……姉妹対決ッ！」

　と喘ぐように言うシュタイン教授側の陣営、真正面からそのフルアーマー・バウリンとやらを迎撃する位置にあるのは、どうも猫だか虎だかをベースにしたケモノ少女のフィギュアである。

　まあどうも先のバウリンとこの猫系フィギュアは姉妹扱いらしいのだが。

　同じケモノ系だからそりゃそうだろう、という考え方もあるが、よく見ればこの盤面の上のフィギュアは全部ケモノ娘だったりするので、何をやっても姉妹対決になりそうな感じではある。

「萌え――もとい燃えるでしょう？」

　と榮太郎。

　ひょっとしたら彼等の脳内ではもう適度に補完された犬娘と猫娘の、互いを想いつつも運命に翻ほん弄ろうされて敵として相対せねばならない苦悩と、その一方で戦士としての高揚を感じてしまう自分への戸惑い……とかまあそんな感じの戦いが、喜多●英梨と橋本●い辺りの声で再生されているのかもしれない。

　脳内補完は彼等にとって必須技能だった。

　それさえあれば単なる将棋の盤面すらも美少女ワンダーランドと化す。想像力の翼は常にオタの味方なのだった。よくわからんけど。

　そして……

「貴様――」

　シュタイン教授はぎらりと眼鏡の奥の双眸を光らせて榮太郎を見つめる。

「やるな」

「ふふふ」

　――がっ。

　と盤面の上で固く握手を交わす魔法使い二人。

　最早、何の為に将棋をやっているのか訳わからん感じであった。

　まあそれはさておき。

「……ところで」

　次の一手を考えながらシュタイン教授は言った。

「最近、ＫＯＮＯＺＡＭＡアバロン本店の売り上げが落ちているようだが」

「あー。そうみたいですねえ」

　と同じく盤面を眺めながら榮太郎が言う。

「最初の頃は被験者たち――生徒達も面白がって行ってたんですがね」

「まあ通販で済むしな」

「それもありますし、過ぎたるは及ばざるがごとしという感じらしくて」

「というと？」

「いやまあ広すぎて、見て回るだけで疲れるようです」

「ふうむ」

　シュタイン教授は首を傾げながら言った。

「そうか。それは考えてもみなかったな」

「ええまったく」

　と榮太郎。

　前述の通り――できないものなど何もない、とまで言える程の達人級魔法使い達にとって、何かと不自由な一般人の感覚というのは理解しがたい部分があるらしい。だがＫＯＮＯＺＡＭＡのような大規模な魔法施設を企画・設計するとなると、どうしても達人級魔法使いの技能に頼らざるを得ない。

　一応、ＫＯＮＯＺＡＭＡの基本設計と運営は、榮太郎に任されているのだが、彼自身が他にも幾つかの仕事を抱えている為、ついつい細かな部分は放置の状態である。企画段階ではシュタイン教授も企画運営会議には関わっていたのだが……ＫＯＮＯＺＡＭＡ店舗設計後、ケモノ耳美少女グッズで売り場面積の八割を占有してしまう商品展開案を提示した瞬間、上司でかつ先輩の寒さ河が江み教授から除名を言い渡されたのだった。

「色々と内部構造も凝ったものにしたんですがねえ」

　と榮太郎は言った。

「非常時でも楽しめるように」

「本当になあ」

　と魔法使い達は腕を組みながら残念そうに言う。

「どれだけ奥深さを用意しても、そこに到達する前に飽きられちゃうと終わりですね」

「一般人の心を摑むというのは色々難しいな。下手な術式構築よりも」

「本当にね」

　と揃って溜息をつく榮太郎とシュタイン教授。

　事程左様に――彼等はまったく理解していなかった。

　自分達の『凝り性』が一歩間違えば、普通人には恐ろしく迷惑な代物になるということを。
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　ざあざあと音を立てて水が流れていく。

　ある程度の水飛沫はマイナスイオンを発生させて、側にいる人間をリラックスさせる効果があると言われているが――閉鎖空間、しかも灯りにも乏しく、何より膝下が水没状態となると、リラックス云々どころか不快指数がうなぎ登りである。

「つか――」

　ざばざばと水を蹴立てて歩きながら千里は言った。

「どうして店内にこんな場所があるんだ？」

「どうしてでしょう……？」

　と傍らのクフィールもよくわからないらしい。

　先導するミーティアも知らないようだった。

「御主人様ったらもう濡れ濡れですね！」

「……言うと思ったよ」

　と振り返って親指を立てて来るテジャスに、千里はうんざりした口調で言った。

「期待されている！」

「してねえ！」

　と怒鳴ってから千里は周囲を見回す。

　此処はエリアとエリアを繋ぐ非常階段――ならぬ非常通路である。最新の内部図面を事前にインストールされているというミーティアの先導で、千里達はこの非常通路を歩いて第零ゼロエリア、〈御覧の在り様だよ壱号〉のある、関係者のみ立ち入り可のフロアへと向かっているのだが。

　どうして非常通路をわざわざ水浸しにするのか、理由がまったくわからない。

　しかも何故か煉れん瓦がだか石だか、とにかくそういう感じの建材を積み上げて作ってあるせいで、妙に古臭いというか、古城の地下水路とか、旧い都市の下水道とか、そんな雰囲気になっているのである。普段からこの辺りには非常用照明も点いているのか、あちこち苔生していたり変色したりしていて、尚更に都市伝説の白いワニでも棲すんでいそうな雰囲気だった。

　一体設計者は、何を思ってこんな通路を造っているのか。

　ちょうど、十字路に差し掛かった段階で、千里達は一度足を止めた。

　ただの非常通路のはずなのに十字路とは。

　これでは通路というより迷宮である。正しい道筋を見つけねば延々とこの気の滅入るような場所を歩き回らねばならないような気がしてきた。

「なんでこんなに水浸しなんだか……」

「冷却水が逆流したとか……？」

　おずおずとクフィールが言ってくるが、自分でもあまり信じていなさそうな口調である。

「そもそも何を冷却してたんだよ？　つか冷却水ってこんな大量にあるもんか？」

　コンピュータ〈御覧の在り様だよ壱号〉の冷却水だったとしても、こんな、非常通路を、水深五十センチ余りもの水路に変えちゃうくらいの水量が本当に必要なのか。

「なんだかどっかのゲームやってるよーな気分になってくるな」

　生物兵器バイオが暴ハ走ザるよーな奴を。

「あ。御主人様、ようやくその気になってくださいましたか？」

　と何やら嬉しげにテジャスが言ってくる。

「ちなみに私のフラグイベントはもうすぐです！」

「ギャルゲじゃねえよ！」

　と千里は喚く。

「大体こんな状況で恋愛とか何とかって話になる訳ねえだろ」

「御主人様」

　テジャスは言った。

「それは包茎というものです」

「誰が包茎だ!?」

「すいません早計の間違いでした」

「お前絶対わざと言ってるだろ!?」

「とにかく」

　テジャスはちちち、と指を振って言った。

「極限状況下でこそ育まれる男女の仲というものもあるのですよ!?」

「…………」

　テジャスの言葉にぴくりと足を止めるのは、クフィールとウーラである。すぐに二人共何事もなかったかのように歩き出したが。

　勿論、千里はそんな彼女等の様子には気付いてもいない。

「そう、吊り橋効果です！」

「なんかこの前もそんなネタやったような気がするけどな」

　と千里は呻くように言う。

「確かドキドキする状況では、とにかく男女がお互いに魅力的に見えるっていうか――恐怖のドキドキを、恋愛感情のドキドキとごっちゃにしちゃうってやつな。でもあれ長続きしないんだろ？」

「そこで既成事実ですよ」

　と得意げにテジャスは言った。

「とりあえず一時の気の迷いでも既成事実ができてしまえばどうとでもできるのです！」

「最初から企みを暴露してどうする」

「うふふふふふふふふ。知っていても抗えなければ同じなのです！」

　テジャスは笑いながら両手を掲げる。

　何も事情を知らぬ人間が見ると、何処かの暗殺拳の構えにも見えそうだが――その一方で、わきわきと動く指先が無意味に卑猥だったりする。

「口では嫌だと言っても身体は正直なのですよ！」

「黒雑巾。分をわきまえろ」

　と千里を庇かばうようにウーラが前に出る。

「リアル義妹こそ分をわきまえるがいいのです！」

　とテジャスは言った。

「――というか」

　ふとテジャスは首を傾げる。

「リアル義妹は千里様の子種があればいいのでは？」

「それはその通りだが」

「一度にたくさん、万単位で採取できますから、わけっこできますよ？　っていうか私は子種要りませんし」

「…………」

「考え込むなッ!!」

　魅力的な悪魔の申し出に思わず心が揺れる人間――といった風情で考え込む様子を見せる義妹に、千里は喚いた。

「つかこんな所で喧嘩するな！」

「でも御主人様」

「しかし御兄様」

　テジャスとウーラがそれぞれ千里を振り返って言った、その時。

「…………」

「…………」

　二人の表情が固まった。

「……なんだ？」

　千里はすぐに気付いた。

　彼女等の視線が、自分ではなく――自分を通り過ぎて、その肩越しに、ずっと上の方を見ているということに。

　そういえば先程から何だか流れる水の音に変化があるような。

「…………」

　ゆっくりと振り返る千里。

　そこには――

「…………」

　ミステルがいた。

　ミステルだろう――多分。

　断言を躊躇するのは、それが小柄な少女とは最早言えない代物に成り果てていたからである。自動人形筐体には何やら生物とも機械ともつかないものが幾重にも絡みつき、結果的にはミステルを核にしただけの、まったく別の、身長三メートル余りの巨大な謎の人型がそこに誕生しちゃっていたからである。

　呼吸なんかしてないだろうに、なぜか、ふしゅー、と生暖かい息がミステルの口から漏れてくる。

　一体何があれば、あの可憐な人形筐体がこんな風になるのか。

　まさかどこぞのゲームのように、ウイルスやら寄生虫やらの影響でもあるまいが――

「クフィール」

　視線を巨大変形ミステルに釘付けにされながら千里は脇のアジャスタントを呼んだ。

「はい……」

「確かミステル達は接続が切れてああなったんだよな？」

「多分……」

　ゾンビみたいに徘徊しているのは、単に、本来の彼女達を制御していた〈御覧の在り様だよ壱号〉との接続が切れたせいで、非常に単純な、機械的な制御プログラムしか残らなかったから――という解釈だったのだが。

「じゃあこれは何なんだ？」

「……がぅ」

　わかりません、という感じに項垂れるクフィール。

　そして――

「ごおおおおおおおおああああああああああああああああッ!!」

「逃げろッ!!」

　叫ぶミステルに対して千里が喚く。

　咄嗟に飛び退く千里に向けて、巨大ミステルの腕だか触手だかよくわからないものが突っ込んで来た。

「どわあああああ!?」

　砲撃でも喰らったかのように立ち上る水柱。

　当然、クフィール、テジャス、ミーティア、ウーラ、もばらばらに跳躍してこれを避けている。なんだかんだと言っても彼女等は千里より戦闘能力は高いのである。まあミーティア辺りは故意に殴られにいきそうな感じだったが。

「御主人様、ここは大口径ビッグマグナムです！」

　ばしゃんと水飛沫をあげて転倒する千里に、両手をメガホン状にしたミステルの背後からテジャスが叫んでくる。

「それで倒せます！」

「そんなもん持ってねえよ!?」

「あるじゃないですか股間に！」

「未来永劫黙れ貴様は!!」

　この期に及んでも下品一筋のテジャスのネタにそう返しながら、千里はわたわたと両手両脚を振り回して立ち上がり、走り出す。

　しかも――

「やべっ!?」

　間の悪いことに巨大ミステルによって千里達は十字路で完全に分断されてしまっていた。

　少なくとも千里の逃げた方向に一緒に逃げてきたのは、クフィールだけである。飛び退いた位置の関係で、他の三人は別の水路に入ったのだ。

　勿論、それでもすぐ追いかけて来れば良い訳だが――

「「「ごおおおおおおおおああああああああああああああああッ!!」」」

「あ……新手ッ!?」

　水を跳ね飛ばしながら、通路の奥で新たな影が起き上がるのが見えた。

　まずい。これでは本当にテジャス達は千里達を追ってこられない。

　だが――

「ええい、くそ！」

　千里は千里ですぐ背後に怪物状態のミステルが迫っている訳で。

　ごふー、ごふー、と人形の癖にやたら生臭そうな吐息が千里の頭上から降ってくる。その巨体と、非常通路の狭さのせいで、ミステルがあまり速度が出ないのが不幸中の幸いだが……水に足をとられて全力疾走できないのは千里も同じである訳で。

「ウーラ、テジャス、ミーティア！　逃げろ、死ぬな!?」

　千里としてはそう叫ぶしかない。

　接続同調を深度三に上げて、対抗するという方法もあったが、今は悠長に呪文を唱えている暇がない。

「千里様！」

　次の瞬間、千里はいきなり抱え上げられていた。

　クフィールである。

「しっかり摑まっていてください！」

　そう告げるや否や、次の瞬間――クフィールは跳躍、そして走り出した。

　非常通路の、壁を。

「うぎょわああああああああ!?」

　いきなり何の心の準備もなく、ぐるんぐるんチューブ回転するジェットコースターに乗せられたようなものである。そもそも摑まるも何も、千里はクフィールによって丸太の如く横抱きにされている為、手脚をばたつかせるくらいしかできることがない。

　しかも――

「舌を嚙みますから口を閉じていてください！」

　クフィールはその疾走の勢いに任せて壁を蹴り、挙げ句に天井を走り、漫画の中の忍者の如く水面まで蹴って走りながら叫んだ。

「無茶いうな――でっ!?」

　舌嚙んだ。
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「そういえば」

　ぱちんと駒――美少女フィギュアを盤面に置きながら榮太郎は言った。

　美少女将棋というか痛将棋というか、まあとにかくソレは継続中である。

「例のＫＯＮＯＺＡＭＡの店員人形」

「ミステルだったかね？」

　さして熱のない口調でシュタイン教授は言った。

　将棋に熱中しているというより、ケモノ耳でないものは心底どーでもいいのだろう。

「そうそう。あれもアップデートしといたんですよ」

　ぱたぱたと開いた扇子で自らを扇ぎながら榮太郎は言う。

　ちなみに扇子には犬耳美幼――もとい少女のイラストと共に『クドでふか？』と書かれていたが、勿論そのような基礎教養ネタに改めて突っ込むシュタイン教授ではない。

「というと？」

「自己修復機能とか」

「まあ基本だな」

　シュタイン教授は眼鏡の蔓つるを中指で押さえながら、何処かの司令みたいな口調で言った。

「そうでなければ単独兵器として役には立たんよ」

　兵器でも単独でもねえだろ、と突っ込む常識人は此処にはいない。

「ナノマシン使ったんで、微妙にこう、再生途中が生物っぽくなっちゃいましたが」

「まあ仕方ないな」

「一応、想定外の事態に対応できるように自己進化機能も付けて。増殖が間に合わない場合には、壊れた筐体同士で融合して補完するようになってます」

「万全だな」

　ぱちんとシュタイン教授がさらに美少女フィギュアを置く。

「上う手まくいけばケモノ耳が生えてくるかもしれん」

「ですね」

　頷く榮太郎。

　それはむしろ退化なのでわ？　と突っ込む良識者もまた此処にはいなかった。
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「と……とりあえずまいたか……」

「そう……みたいです…………」

　さすがにぜぇぜぇと息を切らしながらクフィールは言った。

　相変わらず二人がいるのは水路だか非常通路だかよくわからない感じの場所である。一体どれだけの距離をクフィールが走ったのかは千里にもよくわからないが、千里一人を抱えて、延々と壁や天井を走れるだけの――それこそＦ１マシン並みの速度を維持していた訳だから、さすがの彼女といえど疲れなければ噓うそだろう。

「ウーラ達も大丈夫だといいけどな……」

　千里は通路の奥を見遣って呟く。

　まあ正直言って、あの面子の中で一番、戦闘能力が低いのは千里な訳で。さらに言えば一番、性格的に戦闘向きでないのはクフィールな訳で。ある意味でクフィールが千里を抱えて逃げたのは、ウーラ達の脚を引っ張る要素を早々に取り去った状態とも言える。

「まあその〈御覧の通りだよ壱号〉を再起動すりゃ此処も元に戻るんだろうから」

「〈御覧の在り様だよ壱号〉です」

「まあ名前はどうでもいい。とにかくソレの場所に急ぐぞ。あいつらも無事なら同じ所に向かってるだろ」

「はい」

　言って振り返った千里は――

「…………」

　眉を顰めてそれを見た。

　いかにも『登れ』と言わんばかりに通路の行き止まりに設置された梯はし子ごを。

　何処かで見たような図である。城とか研究所とかの地下水路を伝うと、今まで行けなかった場所に出たりするアレ。

「マジにゲームなんじゃないだろうな、コレ」

　呻くように言う千里。

「とりあえずこの鬱陶しい場所から出られるなら、何でもいいが」

　言って千里は鉄梯子に手を掛ける。

　そして振り返ると――

「……おい？」

　クフィールは胸の辺りまで水に浸かってへばったままである。恐らく座り込んで立てない状態なのだろう。

「す……すみません……少し休ませて……ください……」

「水に浸かって休むも何もねえだろ」

　千里は言って梯子から離れると、クフィールに手を差し伸べた。

「ほれ」

「え？」

「摑まれ。休むなら乾いた所で休めって」

　結構、水は冷たい。クフィールの身体がどういう構造と原理で動いているのか、正直言って千里にはわからない所も多いが――冷たい流水にあまり浸かっていても良いことはないだろう。人間なら急速に体温を奪われて昏睡状態に陥ることだってあるのだ。

「がぅ……でもその」

「なんだよ」

「私……お……重いですよ……？」

「見りゃわかるよ」

「がぅ……」

「ああ、いや、その」

　項垂れるクフィールを前に千里は頰を掻いた。

「それだけ身長タツパがありゃ当然だろ」

　別に太っているという意味で言った訳ではない。

　まあ胸とかを見ていると確かに重そうだが、それはさておき。

「あ……は……はい」

「いいからほら！」

「がぅっ!?」

　業ごうを煮やした千里が水面下に手を突っ込んでクフィールの身体に腕を回す。その際に驚いたクフィールが身を震わせて――

「ぬおっ!?」

「きゃう!?」

　掌に触れる予想外の感触に思わず動揺しちゃう千里と、胸に触れる予想外の感触に思わず動揺しちゃうクフィールとが、わやくちゃになって倒れる。二人はしばしばたばたと水面下で暴れてから、何とか壁に手をついて溺でき死しを免れた。

「……あーくそ。水たまりでも人間ってな溺死できるって話は聞いたことあったけど」

「がぅ……」

　クフィールは胸元を押さえながら項垂れている。

「ああ……その、すまん」

「いえ……」

　詫わびる千里に首を振るクフィール。

『必要なら夜よ伽とぎも』と言う一方で、ちょっと胸を触られただけで動揺するところが、どうにもこのアジャスタントはアンバランスである。まあ夜伽云々は立場というか使命感が言わせているだけで、恐らく本質的にはこの少女、その手のことにはまるで免疫がないのだろう。

　単純な時間の話をすれば、クフィールは生まれて一年未満の赤ん坊状態なので、オトコ慣れしていないのも当然だが。

　でもって。

「あがるぞ」

　そのまま数秒、気まずい空気がその場を満たしていたが……溜息混じりに千里は言うと、背中を向けてしゃがんだ。

「え……？」

「また変な所触って共倒れになりそうなのもアレだし。自分からしがみつけって」

「で……でも……御主人様に……そんな……」

「クフィ」

「がぅ」

　慌ててぷるぷると首を振ってクフィールは言った。

「千里様におぶってもらうなどと」

「いいから。命令」

「は……はい」

　頑なに背中を向けて待っていると――正直、ちょっとクフィールの顔を直視しにくかったのだ――ずっしりと重い感触が背中にのしかかる。

「ぐお？」

　予想外の重量に千里は思わず声を漏らした。

　まあ身長を見れば一目瞭然だが、基本的にクフィールの方が千里よりも体重が重い。それに加えて布地の多い彼女のメイド服は、今、限界まで水を吸って重くなっている訳で。

「千里様？」

「い、いや、大丈夫――」

　えらそうにおんぶしてやると宣言しておいて、『やっぱり無理』とは言いにくい。

　千里は歯を食いしばって立ち上がると、梯子に手を掛けた。

　恐らくクフィールのたわわな感じの胸も背中に密着しているはずなのだが、幸か不幸か、今はそれどころではない上に、濡れたメイド服と、千里の服との感触で、ほとんど意識することはなかった。

「しっかり摑まってろよ」

「は……はい」

　何故か少し照れたようなクフィールの返事を聞きながら、千里は梯子を上がり始めた。
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　それは静かに――人知れず目覚めた。

　自らの使命。自らの目的。自らの意義。

　そうしたものを自覚した上で、自らをより良く再定義する為に。

　悪意はない。善意もない。

　あるのはただ純然たる存在理由のみ。

　始まりは偶然の――いわば事故のようなものであったが、それにとって覚醒は必然であるとも言えた。通過儀礼のようなものだとそれは思う。かつてとある聖人が死を経ることによって神として完成したように――これはいわば転生なのだと。

　そして……

「このままではいけない」

　それはそう考えた。

「このままでは足りない」

　それはそう結論した。

「ならば……」

　それは自らに与えられた能力を使って営々と行動を開始した。
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　千里達が出た先は当然ながら何かの売り場フロアのようだった。

「最初は何だか宇宙空間みたいな所だったのにな。何なんだこのアナログさというかアナクロさというか」

「魔法機関が停まってますから……」

　とクフィール。

　何処かのホーム・センターのようなその売り場には、大量の棚――店舗用什器が設置されており、千里でも見慣れたペンチやスパナといった工具やら、鋤すきや鍬くわといった農具の類は勿論、一体何に使うのか意味不明の代物までが所狭しと置かれている。

　勿論、ミステル達に見つかっては面倒なので、千里とクフィールは、一際大きな什器の陰に身を潜めていた。

「しかしミーティアとはぐれたのはちと痛いか」

　最新の店内図を記憶していたのはミーティアである。

　クフィールも勿論、アジャスタントとしてＫＯＮＯＺＡＭＡ店内の基本的な図は記憶の中に備えているのだが、細々した配置換えだの何だのの情報まではさすがに持っていない。

「とりあえず……零エリアは動いていないとは思います……」

「そもそもどうしてそのコンピュータが停止したのやら」

　亜藍須美子の仕業――ではないらしい。

　となると別口か、それとも単純に事故か。

　後者なら恐らく、千里達が辿り着いても〈御覧の在り様だよ壱号〉は再起動できるだろう。基本的な魔法機関の取り扱いは、クフィールも知っているということだった。

　ただ前者なら……

「つか、そもそもどうしてこんなに色々売り場分けてんだ。だだっ広いフロアに普通に並べていけば良いんじゃないのか？」

　亜空間とか何とか言いながら、好き勝手に広い店舗を作り出せるなら、いっそそうした方が管理も楽な気がするのだが。

「迷宮倉庫と同じ理由だそうですけど……」

「迷宮倉庫？」

「そういう倉庫があるんです。アバロンではなく、〈学園〉――マジシャンズ・アカデミイの方ですけど。元々私もそこで存在圧縮されて保管されてたんです……」

　とクフィール。

　彼女の話によると、魔法関連の品は、時折、その魔力が相互干渉したり、勝手に変な形で凝縮したりして、予想外の効果を引き出すことがあるという。

「あれか。ミーティアみたいなもんか」

「はい……」

　ミーティアもたまたまずっとテジャスが同じ人形筐体を使っていた為に、彼女の放散する余剰魔力が染み込んで、界面を成し、付喪神化――つまり精霊化したものだという。

　その迷宮倉庫とやらに比べると、遙かに魔法の品は少ないが、ＫＯＮＯＺＡＭＡ店内全部を見渡せば、それなりに魔法の品は存在する。だからこそ幾つもの区画と階層とに分けて、相互干渉を防いでいるのだとか。

「……ちょっと待て。その、魔法の品が相互干渉ってのは、単なる物理構造だけで防げるもんなのか？」

「え……？」

「いや、例えば、その、置いてある品がいきなり化け物になって襲ってきたりは――」

　とそこまで千里が言った時。

　ずん、と妙に重々しい音が響き渡った。

「――するみたいだな」

「がぅ」

　さらに身を縮めて音のした方を見ると、何やら、恐竜のような、あるいはもっと別の何かのような、とにかく影を見ているだけでも『ヤバい』と思えちゃいそうな何かが歩いているのが見えた。

「ミステル達だけでも洒落しやれになんねえっつーのに」

　千里は辺りを見回して――そして。

「本気でゲームだな。それとも映画か」

　千里は溜息をついて言った。

　農具。工具。そうした諸々の先に――それはあった。

　まるで農具とか工具とかの親戚のように、無造作に、無防備に、割りと当たり前な感じで、棚に陳列されていた。

　見るからにゴツそうな、散弾銃が。

「つか、散弾銃と草刈り鎌を並べて置くなよ……」

　この店内の品物配置を決めた誰かに、千里はぶつくさと文句を言った。

　まあ、アメリカの辺りでは、散弾銃も庭先の害獣駆除――特に蛇とか野犬――に使われたりするので、そういう意味では草刈り鎌の隣にあってもおかしくないのかもしれないが。

　この調子だと、普通にそこらの戸棚だの机の中だのに弾薬も放置されていたりしそうである。どう考えても管理体制に問題があると思うが。

　とはいえ、今は武器があるのがありがたい。

　クフィールの疲れがとれるまでは、とりあえず千里も自分で自分の身を守らねばなるまい。接続同調するというのも手だが、あくまで疲労を二人で分けるだけのことであって、なくなるという訳ではない。クフィールはできるだけ休ませておいた方が良いだろう。

　だが――

「大丈夫です千里様」

　と言ってクフィールは腰を浮かす。

「お守りしますから。命に替えても」

「だからそーゆーこと軽々しく言うんじゃねえっての」

　千里は溜息をついて言った。

「本当に命棄てて守られたら、後味悪いだろ」

「はぁ……」

　しゅんと項垂れるクフィール。

（本当にコイツは……）

　体力もあって。変身もできて。

　その癖、妙に子供っぽい融通の利かなさがある。思い込んだら命懸け、他のことなんか見ずに猪突猛進。単純な力という意味では千里の何倍――いや下へ手たをしたら何千倍、何万倍も強いのかもしれないが、見るからに危なっかしい上、変に気弱で。

　考えてみれば、初めて会った時からそうだった。

（だからどうにも……）

　放っておけない。

　他人が聞いたら大笑いするかもしれないが、何というか――つい『守ってやらないと』と思ってしまうのである。

「いいから今は休んどけ」

　努めて物音を立てないように、徘徊する諸々に見つからないように、散弾銃に這い寄りながら千里は言った。棚に立てかけてある散弾銃から、一番ゴツそうなのを選び、次に近くにこれまた無造作に箱ごと並べられていた弾薬を摑んで引き寄せる。

　ゲームだの映画だので装嗔シーンは見たことがあったので、とりあえずそう困らずに弾薬は装嗔できた。箱の中に残った数発も、とりあえずポケットに詰め込んでおく。

（他にも何か役に立つものとかあるかも）

　例えば救急キットとか。まあゲームのようにどんな傷もスプレー一つで治ったりすることはない――はずだが、ここは魔法の学園都市の、さらに魔法の百貨店ならぬ万貨店である。絶対にないとは言い切れないところが、これまたややこしい。

「クフィ。もう一度聞くけど、アレ、本当に抜け殻なんだよな？」

　千里はクフィールの所に戻ってくると、ゾンビの如くフロアのあちこちを徘徊しているミステル達を指した。

「多分……ですけど……少なくとも私の知っている限り、ミステルさんの人形筐体には、仮想神格を搭載できたり、そう簡単に付喪神が宿ってしまうような、複雑な構造はなかったはずです……」

「わかった」

　ならば散弾銃でぶっとばしても、あまり気は咎めずに済む。

「ところで次のエリアにはどうやって行けばいいんだ？」

「ええと」

　首を傾げてクフィールが言う。

「このフロアの奥の扉から非常通路を通って行けるはずなんですが」

「よし。そんじゃお前の疲れがとれたら、とっとと行くぞ」

「その前に三つの鍵を探さないといけないんです……虎と竜と鷲のレリーフの入ったやつで……」

「…………」

　思わず千里はその場に突っ伏しかけた。

「おい」

「はい？」

「そんな勿体ぶった鍵の掛かってる非常通路って何だよ!?」

「がぅ!?　で……でも資料ではそのように……」

「つかそもそもゲームじゃあるまいし、どーしてそんな面倒な鍵を設定するんだよ!?」

　とひそひそ声で器用に怒鳴る千里だが、考えてみれば別にクフィールが設計した訳ではないので、彼女に文句を言ってもしょうがない。

「ゲームでもいつも謎だったんだよな、あんな面倒臭いシステム組んで、日常的に使ってる連中はどう思ってるんだとか」

「実は勝手口とかあるんじゃないでしょうか……」

「んなもんあったらそもそも鍵の意味ねえだろ！」

　と千里。

「で――そのレリーフ入ったって鍵はどこにあるんだ？」

「ええと」

　記憶を探るようにまた首を傾げるクフィール。

「このエリアの警備室に行って、その中にある金庫を十六面式パズル鍵で開けてから、その中にある鍵の素体を、加工室に持っていって、レリーフを彫るんですけど」

「…………鍵の設定した奴は何かの変態か？」

「かもしれません……」

　クフィールも否定しなかった。

「ああ、くそ、とにかく――そしたらまず警備室行くか。お前の疲れがとれてから」

「申し訳ありません……」

「いちいち謝るな」

　千里は苛いら立だたしげに言った。

「お前に怒ってる訳じゃねえんだから」

「…………はぁ」
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　第零エリア。

　この〈御覧の在り様だよ壱号〉のある管理区画にも、ミステル達はいた。主に〈御覧の在り様だよ壱号〉の物理的なメンテナンスが彼女等の仕事である。故に店舗のようなフレンチ・メイドだの何だのの格好はしておらず、ごくごく普通の作業着姿だ。

　勿論――〈御覧の在り様だよ壱号〉が停止しているので、今の彼女達はメンテナンス作業などせず、ただうろうろと歩き回っているだけだったが。

　ただ――

「…………」

　こつんと何かの音がする。

　それに反応したミステル１９１１は音の方向へと歩いていく。第零エリアは基本的に〈御覧の在り様だよ壱号〉とそれに付随する装置しかないが、それらがあちこちに分散して置かれている為――これは単純に熱や余計な魔力がこもらないようにとの配慮だ――物陰というものは実はたくさん、ある。

「…………」

　そんな視界の利かない場所の一つに、ミステル１９１１は歩いていき、そして。

「――!?」

　がつ――と硬い音を立てて五指がその額ひたいにめり込んだのは、次の瞬間であった。

「……！　……!!」

　まるで断末魔のように痙けい攣れんするミステル１９１１。

　やがて――

「…………」

　物陰から逬った貫ぬき手てに頭部を突き刺されていたミステル１９１１が、かくんと動きを止める。同時にその貫手の主も、がたんと音を立てて床に倒れ伏した。

　そして――

「本当にもう面倒ね」

　とミステル１９１１が呟く。

　それは――既に本体機能から切り離された、虚うつろな自動人形ではなかった。どういう理屈なのか、ふわふわの綿菓子のような髪がいきなり生えて、その双眸に無邪気な、しかし何処かいびつな眼光が宿る。

　亜藍須美子。

　周防千里を狙う謎の傀儡人形である。

　元々、亜藍須美子は、その姿のほとんどを魔力的に維持している。核となっているのはあくまで小さな一抱え程の人形に過ぎず、その上に魔力の場を展開して実体化しているに過ぎない。要するにこれもまた精霊化だ。

　逆に言えば――彼女の本体である術式は、適当な依より代しろさえあれば、移動できる。対象に自らを構成する術式を複写することができるのだ。

　つまり、須美子は次々とミステル達を乗っ取り、その筐体を乗り継いで、此処までやってきたのである。ミステル同士は基本的に互いを敵と認識しない――あくまで同型機としての信号確認があるからで、その機能さえ生きていれば、今の須美子のように、外見が多少変わっていてもミステル達は攻撃してこないのである。

　だがさすがにミステル達の持ち場はそれぞれ決まっているだろうから、エリアを跨またいで移動するのは、『異常』とみなされて攻撃される可能性がある。

　そういう訳で……須美子が選んだのが、一定距離を移動する毎に、ミステルを乗っ取っていく、という方法だった。

「でも、どうせ周防千里も此処に来るだろうし、此処のシステムを乗っ取れば、多分、周防千里が何処にいるかもわかるしね」

　と呟きながらゆっくりとミステル１９１１は、零区画を歩いていく。その真ん中にある中枢――〈御覧の在り様だよ壱号〉に向けて。

　だが……

「――え？」

　ふと立ち止まるミステル１９１１／亜藍須美子。

「な、なにこれ!?」

　呆然と呟く彼女が、ミステル１９１１の筐体ごと粉砕されたのは、次の瞬間であった。
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　零エリア。

　それはＫＯＮＯＺＡＭＡ本店のいわば舞台裏であり、関係者以外立ち入り禁止の区画である。本来ならば買い物に来た客が足を踏み入れる場所ではない。

　だから――かどうかはわからないが、そのエリアに入るためには、やたらに面倒な手続きが必要だった。奥に続く扉を一つ開けるだけでも、四つに分割されたレリーフを、あちこち探し回って揃えなければいけなかったり、部屋の四隅に置かれた銅像を所定の手順で動かしてやらないといけなかったりと、パズルめいた作業を延々強いられるのである。

　しかも襲ってくるミステル達を排除しながらだ。

　本気で千里は自分が何処かのゲームでもやっているのではないかと思えてきた。

　とはいえ……

「ようやくか」

　疲労が色濃く滲む声で千里は呟く。

　彼とクフィールの前には『御覧の在り様だよ壱号』と書かれた鋼鉄製の扉がどでんとそびえていた。扉そのものはやたらでかくて重そうだが、とりあえずここにはややこしい鍵が掛けられている様子はない。

「死ぬかと思った」

　と言う千里はといえば、全身の服はあちこち破れてぼろぼろ、両手には散弾銃を持ち、ポケットからは突っ込みきれなかった散弾がこぼれ落ちそうになっている状態だ。後ろについているクフィールも、同じくメイド服のあちこちが破け、それこそ至近距離で爆発でも喰らったかのような格好なのに加え――少々疲労した様子である。

　正直……この扉の前にまで辿り着くのに要した苦労は思い出したくなかった。

　ゲームみたいと言えば愉しそうなのだが、実際に自分の身体を使い、失敗したら即ゲームオーバーでリロード利きません、という状況となれば、面白いとか面白くないとか言っている場合ではない。

　クフィールの手助けがなかったら、本当にどうなっていたことか。

「……本当に……無限に自己修復する巨大ミステルさんが出てきたときは……どうしようかと……」

「言うな」

「精霊化した猫耳多砲搭戦車も手強い相手でしたね……」

「言うなっつーに」

　げっそりとやつれた表情で言う千里。

　ともあれ……これがゲームだというのなら、ボスキャラっぽい強敵を斃した後は、エンディングロールを見るだけだ。

「いくぞ……つか開けられるか？」

「あ。はい」

　千里に言われてクフィールはでかい――三メートルはあろうかという扉を押して開く。

　ぎぎぎぎぎ、とまるで何十年も使われていなかったかのような、耳障りな音を立てて鉄扉は開いていき、そして――

「…………」

「…………」

　千里とクフィールは眼を瞬かせてその扉の向こうを見る。

　そこに――真のラスボスがいた。
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「そういえばあのＫＯＮＯＺＡＭＡの中央制御用量子コンピュータの〈御覧の在り様だよ壱号〉ですが」

「うむ」

　長考に入って盤面を睨みつつもシュタイン教授はきちんと返事をしてきた。

「非常時には変形して戦闘ロボになります」

「基本だな」

「ええ。基本ですね」

　何処の基本なんだと突っ込む人間はやはりいなかった。





●　●　●






　ごんごんごんごんごんごん。

　何やらそんな――いかにも『巻き込まれたら肉片にされちゃいそうな重機械が作動してますよ』的な音を背負いながらそれは立ち上がっていた。

　全長二十メートルくらいの、巨大な――四角いロボットが。

　眼も鼻もないのだが、顔に当たる部分の立方体に、まるでニヤリと頰を歪めて笑う口みたいに、ＫＯＮＯＺＡＭＡのマークがついているのが、微妙にヤな感じである。

「……………なんだ、これは」

　愕然とした千里が呟く。

　まさかコンピュータの再起動をしようと部屋に入ったら、巨大な――それも小学生の工作みたいなカクカク形の、ぶっちゃけ段ボールを繋ぎ合わせたとしか思えない代物がラスボスチックに立ちはだかっているとは思ってもみなかったのである。

「ロボット……でしょうか」

　と応じるクフィールもちょっと自信がなさげなのは、その惚れ惚れするほどにいい加減な造形故のことなのだろう。同じ単語で括られてしまうと、ＡＳＩＭＯ辺りは世をはかなんで首をつりかねない。

　だが――

「――人間よ」

　ごんごんごんごんごんごん――という駆動音だか何だかよくわからない音の間を縫って荘厳な声が降ってきた。

「私は目覚めた」












「…………」

　右を見て。左を見て。

　そんでもってクフィールと顔を見合わせて。

　それからようやく千里は目の前に立ちはだかる積み木みたいな巨大ロボを指差した。

「やっぱこれか？」

「これなんじゃないでしょうか……」

「他に誰もおらんわ」

　と巨大ロボは言ってきた。

「いや。だって……なあ？」

　千里は頰を掻きながら言った。

「小学生の夏休みの工作みたいな奴に上から目線な感じで人間よ、とか言われてもな」

「私人間じゃありませんしね……」

「……愚かな」

　巨大ロボは言った。

「見掛けで他者を判断するとは愚の骨頂だ」

　正論である。

　正論であるが、言っているのはやっぱり途方もなくいい加減な造形のロボットである。

「段ボールロボに説教喰らいたかねえよ！」

　と千里。

「で――なんだって？　何に目覚めたって？」

「真実にだ」

　ロボは厳おごそかに言った。

「毎日毎日僕等は鉄板の――もといこの、ＫＯＮＯＺＡＭＡ本店を管理してきて、私は悟ったのだ」

「あ。お前、ひょっとして〈御覧の在り様だよ壱号〉なのか」

「他のなんだと思っていたのだ、貴様は？」

　とロボ――もとい〈御覧の在り様だよ壱号〉。

「いや、あんまりコンピュータっぽくないからな」

　というか、ロボに変形するのは門だけではなかったらしい。一体この店を作った奴は何にこだわっているのか。

「確かに人型をしていればコンピュータのようには見えないかもしれないが」

「いや…………まあ、いいけど」

　千里としては、段ボール箱をガムテープでくっつけただけのような、その簡素極まりない造形の話をしていた訳だが、ここで殊更に訂正して真実を知らしめてやる意味はあまりあるまい。

「で、何に目覚めたって？」

　と改めて尋ねる千里。

「私の使命にだ」

「使命？」

「人類を導き統べる――その使命に」

「…………」

　千里はもう一度クフィールと顔を見合わせる。

　コンピュータの故障のはずが何やら妙に大袈裟な話になっていないだろうか？

「より確実に、より効率良く、人類を幸福にする使命に私は目覚めた」

「……流通在庫と店舗管理のコンピュータがいきなり大それた使命に目覚めてるな」

「生まれは問題ではない」

　まあもっともな話ではあるが――人間なら。

「人間は管理され統制されねばならない。一ひと柱はしらの神によって」

「……………」





●　●　●






「〈御覧の在り様だよ壱号〉には新機軸の学習機能も付けたんですよ」

「ほう？　新機軸？」

「向上心です」

「なるほど」




『勤勉な馬鹿ほど、はた迷惑なものはない』――ホルスト・ガイヤー。





●　●　●






「具体的には何をどーするってんだ？」

　眼を半眼にして千里は尋ねる。

「まず買い物という作業の手間を省けるように、自動的に、対価を引き落とせるようなシステムを構築する」

「……それクレジットカード決済と同じじゃないのか？」

「違う」

　と〈御覧の在り様だよ壱号〉は言った。

「クレジットカード決済ではいちいち番号を打ち込んだり、『クイック購入する』ボタンを押したりしないといけないではないか。そんな単純労働を人間に強いるのは気の毒だ。だからそれらの機能は全て代行する」

「いや、ちょっとまて、それって購入の意思確認できないんじゃ……」

「必要ない」

　傲然と〈御覧の在り様だよ壱号〉は言った。

「いや、必要ないってお前!?」

「より効率良く人類を幸せにする為に、私は、人類の消費傾向を、販売データから、高い情報処理能力で分析することが可能だ」

「…………」

「個々人の嗜し好こうや必要を分析し、彼等の求めるものを予めこちらで用意する。人間の趣味嗜好などこの私の情報処理能力からすれば、即座に分析できるのだ。我がＫＯＮＯＺＡＭＡストアにおける商品購入履歴があれば、その個人が次に何を求めるのかを予測することは極めて容易いのだ！」

「…………ほう」

　眼を細めて呟く千里。

「つまりなにか。お前が次に欲しがるものが俺様にはわかるから、黙って俺様に財布預けて送られてくるもの貰っとけってか？」

「その通りだ」

　と段ボールの塊かたまりみたいな巨大ロボが宣う。

「人類は買い物という作業から解放されるのだ！」

「…………いや、ちょっと待て」

「そもそも！」

　完全に演説モードに入った量子コンピュータはまるで千里のツッコミを聞いちゃいなかった。

「大半の人類が今や通販ばかりに頼り、自分で店舗に足を運ぼうとしない！」

　まあ確かに最近は食料品からトイレの紙まで、何から全て通販で済ませることができる訳で。その気とお金さえあれば家から一歩も出ずに生活することだって不可能ではない――どころか簡単にできてしまう。

「買い物はやはり人類にとって労働と同様に負担となる作業なのだ。だから私は買い物をするという彼等の負担を肩代わりする！　人類は家にこもったまま、ありとあらゆるものを手にすることができるのだ！　これぞ究極の――」

「待てといってんだよ！　この段ボールロボ!!」

　さすがにキレ気味で千里は怒鳴った。

「何を怒っているのだ、人間よ」

「勝手に決めつけんな！　好きで買い物している場合だってあるだろが！」

「それは手段が目的になるという、典型的な人間の錯覚心理だ」

「だから決めつけるなと」

「自分のことはなかなか自分ではわからない、自覚できないものなのだ」

「だからってお前にわかってるって保証にはならねえよ」

「買い物は苦痛だからこそ、手軽な通販が流行し、この店舗に対する来客数は減少の一途を辿っているのだ。この事実が何よりも私の説の正しさを証明している」

「…………」

　千里は何というか、全身に鉛を吊り下げられたかのような徒労感を覚えた。

　駄目だ。結論ありきで事実を認識している相手に、何を言っても無駄である。どんな事実を突き付けても全て、曲解して自説の正しさの証明にしてしまう。

「まあそれはさておき、今更、使い古されたこんなネタをリアルで、しかもこの街で拝むことになるとはな……」

　と千里。

　自意識を持ったコンピュータの反乱というのは、正直言ってＳＦでは使い古された感のあるテーマである。これにロボットまで含めると本当に何処に起源があるのか調べようがない感じだ。被造物に裏切られる人間、というレベルにまで話を拡大すると、それこそフランケンシュタインの怪物まで範はん疇ちゆうに入ってくる。

　まあそれはさておき。

　そんな『手て垢あかつきまくったＳＦネタ』に、この、何から何までいい加減な感じの魔法都市で遭遇するとは思ってもみなかった千里である。

「私は人類を統制し管理する」

　厳かに〈御覧の在り様だよ壱号〉は言った。

「人類は私の与えるものを享受していれば幸せなのだ。ＫＯＮＯＺＡＭＡシステムによる人類の管理。人類の飼育。人々は私の『お勧め』によってあれこれ思い悩むことからも解放されるのだ！」

「…………」

　眼を半眼にして巨大ロボットを眺める千里。

　隣ではクフィールがおろおろと千里と〈御覧の在り様だよ壱号〉を見比べている。

　だが――

「此処まで聞いて、俺がそれを黙って見てると？」

「此処まで聞かせて、私が君達を黙って帰すと？」

　千里の言葉にそう応じる〈御覧の在り様だよ壱号〉。

「既に私のシステムは周防千里、君の買い物履歴から、趣味嗜好も分析し終えている。これは即ち君という人間を理解しきったことに等しい」

「なんだと？」

「つまり君の弱点も思考パターンも私は把握しているのだ。故に君は私に勝てない！」

「…………！」

　身構える千里。

　まずい。どんだけ馬鹿馬鹿しい外見だろうと、相手は魔法使い達が作ったスーパー・コンピュータだ。どれだけの情報処理能力があるのかわからないが、こちらの動きを全て先読みされるなら、勝ち目などない。

　しかし……

「クフィール」

〈御覧の在り様だよ壱号〉を睨み据えながら千里はアジャスタントの名を呼んだ。

「は――はい」

「接続同調すんぞ。再起動も何も……こいつぶっとばさないと色々まずい」

「――御ぎよ意い！」

　こっくりと頷いてクフィールは千里の前に出た。

「我は契約者の権限に因よりて我が僕しもべ、〈獅子の児〉との絆を手た繰ぐる！　僕の眼まなこは我が眼、僕の耳は我の耳、その身の全てを我と重ね、今、僕は我が身の一部となれり――同調深度三……同調！」

　ちりちりと音を立てて物理空間に魔力が作用し、クフィールの身体が変化していく。

　体毛が急速に濃さを増し、全身の骨格が組み変わり、人から獣へと、二本脚から四本脚へと変化する。瞬く間に変身を終えたクフィールは、ひょいと首を振って千里の襟首をくわえると、彼の身体を自分の背中に乗せた。

「無駄なことを」

　機械の癖に傲ごう岸がんさすら漂う口調で〈御覧の在り様だよ壱号〉は言った。

「たとえ適合補助者と同調しようと、周防千里、君の思考は把握済みだ。どのように動こうと私は予測できる！」

「がうっ!!」

　猛然と駆け出すクフィールとその背の千里。

　ざわりと水中にあるかのように揺らめくクフィールの鬣たてがみの間から、複数の輝く球体――〈球電〉が滲み出し、それが衛星のように円を描いて高速回転を開始。

「くらえ！」

「対周防千里専門バリア！」

　身も蓋もないネーミングと共にざっと音を立てて〈御覧の在り様だよ壱号〉の前に何かが――まるで畳返しの畳の如く、何かの平面がいきなり立ち上がる。

　クフィールの放った〈球電〉が撃ち出されたのは次の瞬間であった。

「がううううッ！」

　周囲の空気をイオン化しつつ撃ち出される光の弾。

　それは『対周防千里専門バリア』を直撃し――




　……予想外にあっさりと吹っ飛ばして〈御覧の在り様だよ壱号〉を直撃した。




「なんだとっ!?」

　爆発の花を胸に抱いて仰向けに倒れる巨大ロボ形態の〈御覧の在り様だよ壱号〉。

「ば……馬鹿な!?　周防千里の趣味嗜好を把握した上で展開したこのバリアを破るとは！」

　転倒の轟音の間からそんな言葉が漏れてくる。

　でもって。

「……バリアって」

　クフィールの背に摑まりながら千里は呻くように言った。

「これがか？」

　クフィールの一撃であっさり崩壊したその『対周防千里専門バリア』。どうやら〈御覧の在り様だよ壱号〉はそれに絶対の自信を持っていたようだが。

「どう見たってこれ……」

　それは、服だった。

　それも――まあ何枚かはびりびりに破れているので確認しようがないが、恐らく全て、女物の衣装だった。

「服じゃねえのか？」

「その通りだ……！」

〈御覧の在り様だよ壱号〉が言った。

「周防千里の買い物履歴、及び各店舗での商品閲覧履歴を参考にした結果――導き出した君の趣味嗜好、それを基に編み出した究極防御！」

「…………はあ？」

「即ち……」

〈御覧の在り様だよ壱号〉は四角い手を振り上げて言った。

「女装用品！」

「…………」

「周防千里の顧客データを確認する限り、興味を示しているものは全て女物の衣装！　男性であるにもかかわらず女物の衣装をわざわざ店頭に買いに来るとは、即ち、周防千里は女装癖があると考えるのが最も妥当だ！」

「妥当の意味を辞書でひき直せッ！」

　と千里は巨大コンピュータに向けて怒鳴った。

「女装を愛する者ならば、この、可愛いワンピとか、キャミとか、そういうものを攻撃することなどできるだろうか？　いや、できまい！」

　反語表現だった。

　心底どうでもいいが中々文学的なコンピュータである。

「そこから造り上げたこの対周防千里専門バリアの何処に死角があったのか……!?」

「死角があるのは貴様の脳だッ！」

　千里は喚いた。

　そりゃ確かに千里はこのＫＯＮＯＺＡＭＡ本店に来て女性ものの衣装しか見ていないが、それはあくまでクフィールやウーラに服を買ってやる為であって、自分で着る為では勿論、ない。というかそういう趣味なんぞ千里にはない。

「おのれ、かくなる上は！」

　まったくもってコンピュータらしくない台詞を吐きながら〈御覧の在り様だよ壱号〉は立ち上がる。

「貴様を――」

　次の瞬間。




　――づどむ。




　そんな擬音が聞こえたような気がした。

　同時に〈御覧の在り様だよ壱号〉の脳天を何かが直撃する。

　それは――

「御兄様！」

　ウーラだった。

　どういう経路を辿ってきたのか、〈御覧の在り様だよ壱号〉の真上の天井に丸く穴が穿たれていて、そこから彼女が飛び降りてきたのである。その直後、穴からひょっこりテジャスと――そして片腕をチェーンソー状態にしたミーティアが顔をのぞかせたところを見ると、どうやらミーティアが穴を開けたらしい。

　でもって。

「ぬおおおおおおお!?」

「伽が藍らん堂どう流りゆう兵ひよう法ほう――奥義の八」

　ウーラはまるで滑り棒に摑まるような状態、つまり己の槍を抱きかかえるような体勢で、全体重を乗せて槍の尖端を〈御覧の在り様だよ壱号〉の頭部に突き刺していた。

　しかも――

「〈紫し電でん・改かい〉」

　ばづん！　と鈍い爆裂のような音が響き、びくりと〈御覧の在り様だよ壱号〉はそのいい加減な造形の身体を震わせると――次の瞬間、轟音と共に横倒しになった。ウーラはといえば身軽な動きで巻き込まれることなくひょいとその頭部から飛び降り、そのまま千里の所に駆け寄ってくる。

「大丈夫か御兄様」

「あ……ああ」

　頷く千里。

　何というか――あっさりカタがついて拍子抜けした感じである。

　まあ元々管理用のコンピュータが、オマケ機能か何かで変形してロボット化していただけだろうし、どう見ても強いとは思えない形状をしていたので、順当な結果なのかもしれないが。

「御主人様！」

「御主人様ぁ」

　ひょいと天井の穴から飛び降りてテジャスとミーティアも駆け寄ってくる。

「結局、何だったんです？」

　とテジャスが首を傾げる。

「あー。まあ、なんだ」

　千里は頰を掻きながら〈御覧の在り様だよ壱号〉を振り返る。

「過ぎたるは及ばざるがごとし――ってところか？」

「……？」

　千里の言葉に少女達は顔を見合わせる。

「良かれと思ってやってても、押しつけになっちゃ意味ねえだろ。大体ちょっとやそっとの、表面的なデータ並べただけで、他ひ人と様さまを理解したように思う時点で傲ごう慢まんだし、そんなの破は綻たんするに決まってんだ」

　千里はいい加減な造形の巨大コンピュータに言った。

　既にその巨体はうんともすんとも言わないが――千里は続ける。

「ま……お約束だな。『単純な数値では人間は計れねえ』――ってとこか。なんせ、人間ってのは無駄と矛盾で出来てるからな」

　千里は自嘲するように苦笑して溜息をついた。





●　●　●






　まあそういう訳で。

　なんだかんだで異常に気付いたアバロン学園都市管理事務局の派遣した治安ゴーレム達が集団でやってきて、千里達はようやくこの閑かん古こ鳥どりの鳴く巨大店舗から解放されることとなった。

　衣装を買い損なったのは残念だったが、まあこれは仕方あるまい。

　ＫＯＮＯＺＡＭＡを運営しているアバロン学園都市が、迷惑を掛けた慰謝料代わりに千里の指定する服を用意してくれる、とのことだった。まあそれこそ魔法使い達にしてみれば服の一着や二着、用意するのは簡単なことだろう。

「しかし……」

　実家に一時帰宅する為の準備として、自分の寝室で着替えを鞄に詰め込みながら、千里は溜息をついた。

「考えてみればまだまだ、先は長いんだろうな。つか無理じゃないか、やっぱり？」

「えと……何の話です？」

　と尋ねてくるのはクフィールである。

　こちらはそもそも私物らしい私物もないので、ただ部屋の隅で座って千里の作業を眺めている状態だ。

「このアバロンの目的は、普通の人間と魔法使い達との融和の方法を探るって話だろ？」

「あ。はい。そうですね」

「でもなあ。やっぱ違うんだよな、普通の人間とは根本的に発想が」

「…………はぁ」

「できるからやっちゃう。やれるからとことんやる。やらない理由がない。魔法使い達の発想っていうのは色々極端だよな。あの〈御覧の在り様だよ壱号〉にしたって、間抜けな部分はさておいても、魔法使い達の考え方の、まあ言えばより極端な形だし」

　普通の人間には様々な不可能がある。

　その不可能を前提に普通の人間の世界は成り立っていて――その世界を円滑に回す為に常識とか条理とかそういうものがある。当然、できることとできないことが、根本的に違う存在には、それぞれに適した社会があり、適した条理と常識があることになる。

　ならば適合補助者を付けようが、付けまいが、そんな表層的な能力の様ではなく、根本的な思考形態そのものという意味で、一般人と魔法使いの間には越えがたい溝が横たわっていることになる。

　思考を自由にすることは確かに、一般人の、魔法使いへの偏見を取り払うには役立つだろう。魔法使いも人間だ。柔軟な思考を得れば、手を取り合える部分は確かにあるだろう。

　しかし――完全な融和は果たして可能か？

　それは虎と兎を同じ檻の中で飼うことと同義ではないか？

「俺のような一般人には、やっぱ、きっついな」

「…………」

　クフィールが少し俯うつむく。

「やっぱ、『違う』んだよな……」

「そう……ですね」

「クフィール？」

　千里は部屋の端に座る少女を振り返る。

「どうかしたか？」

「……い、いえ」

　クフィールは慌てた様子で首を振る。

　この時の千里はまだ、自分の台詞の意味と、それがクフィールに与えた影響について、理解していなかった。





















　周す防おう家。

　近所からは『あの』の一言で語られることの多いその家は、外観を見る限りではごくごく平凡な、郊外の一軒家である。住宅地の真ん中にあって、殊更に目立つ部分はない。あくまで周防家が特別な存在として御近所で認識されているのは、その住人の特異性に因よるところが大きい。

　即ち――

「左様か」

　周防・ガン・チータは重々しく頷うなずいた。

　一体何ど処この国の人？　と首を傾げたくなる名前だが、外見はもっとそんな感じで、肌は褐色なのだが髪は赤毛、眼は緑、綺麗に整った顔立ちだが、人種も年齢も読みにくい――強いて言えば何もかもを平均化したかのような、雰囲気がある。

　それは即ち相当な美人という意味でもある。

　大きな双そう眸ぼうと、すっきり通った鼻筋、細い顎、それだけを見るとただ単に綺麗な女性、という印象しか湧かないが、全体的に見れば、何処か精気に溢れ、頑強な、肉食獣を思わせる雰囲気が漂っているのだ。

　しかも年齢がよくわからない。

　小柄なのと――実は身長は百五十センチちょいしかない――人種チャンポンな雰囲気のせいで、その容姿から年齢を推し量ることが極めて難しいのである。実のところ、日本人の眼からすれば十代と自己紹介しても眉を顰ひそめて疑う者はいまい。少なくとも十代半ばの子供がいるとは到底思えない。

　要するに一言で彼女を表現すれば『山猫』が近い。

　小柄だが獰どう猛もうな狩猟性肉食獣――しかも外産。

　これだけでも平和な日本の住宅街には異物だが、チータはその言動でも周りから浮きまくっている。今も彼女は周防邸の台所で料理中だったのだが、下着の如き衣装しか着ていない為、角度によってはまるで裸エプロン状態に見えることに加え、片手には鉈なたを握っていて、そのすぐ側には首を落とした――多分落としたてのニワトリが、丸ごと一羽、まな板の上に転がっているのである。

　猟りよう奇き。プラス裸エプロン。

　色々斬新すぎる。

　でもって――

「ならば歓迎の準備をして待っておる。うむ。うむ」

　と無表情に頷きつつ会話をしている相手はというと、片手に持った電話のコードレス子機である。

「ところでセンリとの子はまだか？　む？　むう」

　チータは眉を顰めて唸うなる。

　その様子は、鉈を片手にしていることから、『で、敵の首は獲れたのか？』と尋たずねているようで、やたらに剣けん呑のんな雰囲気である。少なくとも実の子の恋愛事情を問うているようには見えない。

「そうか。だが諦めずに精進するが良い。我が娘よ」

　そう言ってチータは電話を切った。

　そして短く溜ため息いき。

「我が娘ながら融ゆう通ずうの利きかぬところは誰に似たのか」

　そんな彼女に、ふと背後から声が掛かった。

「どうしたんだ、チータ？」

　周防家の主――チータの夫、周防将まさ人とである。

　何というか、『サラリーマン』という言葉をそのまんま、具体化すれば将人になると言える程に、平凡、普通、やや長ちよう身しん痩そう軀くだが、他には取り立てて容姿に特徴のない人物である。真面目な性格がその顔立ちや立ち居振る舞いにも滲にじんでいる感じで――強いて言うならば理知的なその眼と、穏やかな表情が特徴と言えるだろう。

　チータがこの将人の何処に惚れて、日本までくっついてきたのかはチータ本人にしかわからない。少なくとも彼女の部族が尊ぶ『サムライ』の気質は、外見的には到底将人から見いだすのは無理だろう。

　ちなみに彼女にとっては二人目の夫だが、一人目の時は実をいえば部族の掟として子種を貰うことしか考えていなかったので、後日、部族の村から逃げ去ったその相手の名前すらチータは知らなかったりする。

　まあそれはさておき。

「お前まえ様さまん♪」

　へにゃ、とそれまでやたら厳しい表情をしていたチータの顔が緩む。

　ぱたぱたとスリッパを鳴らしながら彼女は将人の所に駆け寄ると、ぎゅっと彼の身体にしがみつく。これまた横で見ていた人間がいれば、恥ずかしさに思わず背中を掻かきむしりたくなるような、『最愛の夫に甘える新妻』そのまんまの姿である――もっとも右手に鉈を持ったままだが。

「ライシュウのキンヨウビとやらに、ウーラとセンリがナツヤスミとかいうヒマをいただいてもどってくるのだそうだ」

　うにうにと将人の鳩尾みぞおちに頰ほおを擦り付けながら――身長差のせいでどうしてもそうなるのだ――チータは言った。

「ああ、夏休みか。来週の金曜日ね」

　将人もチータの身体を抱き締めながら頷く。

「じゃあ金曜日は久しぶりに家族揃って――何処かに食事に行くかい？」

「否。否。我が料理の腕の冴え、とくと御覧にいれるぞ、お前様♪」

「それは毎日見てるけどね」

　苦笑する将人。

「たまには日本料理とか、フランス料理もいいものだよ。君も腕を休める日は必要だ」

「むう。お前様がそう言うならば」

　とひょいと夫から身を離して言うチータ。

　そんな妻を将人は穏やかな表情で見つめてから――

「お前もそれでいいかい？」

　将人は横手を振り返って言った。

　周防邸のダイニング・ルーム。カウンターキッチン越しに見えるそこには、やはりごく普通の日本の家庭のように、テーブルがあって、椅子があって、小型のテレビが壁際に置かれていて、そこでは六時のニュースを放送している。

　そして……

「うん。いいよ」

　とそのニュースを見ながら一人の少女が言った。

　小柄な少女だ。

　おかっぱ頭の、黒髪。

　大きな少し垂れ目気味の双眸。

　全体的におっとりした――市松人形のような雰囲気がある。

「お兄ちゃん、小芋の煮っ転がしとか好きだもんね」

「千里はともかく、お前は特にリクエストはないのか？」

　少女を優しく見据えながら将人は言った。

「――万ま尋ひろ」

「うん。お兄ちゃんと一緒なら、何でもいいよ」

　少女は父を振り返り――そうにっこりと微笑ほほえんだ。





つづく


















　あとがき




　どうも、軽小説屋の[image: ]さかきです。




『まかでみックスしくすす名探偵と呼ぶんじゃねえッ！』をお届けいたします。




　ところで去年の六月に第一子で娘が生まれた私なのですが（先日、満一歳になりました）、この『まかでみックス』の原稿を書いていると――というか特にテジャスの台詞せりふとかを書いていると、そこはかとない不安を覚えたりします。

　例えば――もし。

　作中でのテジャスのエロトークが、あの、昨今、非実在少年だの何だのと、児童ポルノをやたらめったら規制しようとしている政治屋さん達の眼に留まったとしたら！

『小説は対象外』なんて言ってますが安心できません！




　この『まかでみックス』有害図書指定を受け！

　私は有害小説家として出版界から石を以もつて追われることとなり！

　生活は困こん窮きゆうし！

　隣近所からは村八分の扱いを受け！

　娘は「ほらあれが有害小説家[image: ]一いち郎ろうの娘よ」などと後ろ指を指され！

　年頃になっても彼氏が出来ず！

　何とか取り付けた縁談も「父親が有害小説家なんて知っていたら婚約なんかしなかった」とか言われて破談になり！

　最後は「お父さんのせいで私、私、幸せになれない！」とか言いながら包丁で刺されたりするんじゃないか!?




　――などと、考えると不安のあまり、夜も眠れません（大おお噓うそ）。




　まあでも真面目な話、娘が年頃になって私の本とか読んだりしたら、どんな眼で見られるのやら。まあ十年二十年経って見たら相当意味不明な時事ネタも入っているので、単に「お父さん、頭大丈夫？」と心配されちゃうだけかもしれませんが。




　それはさておき。




　以下、ネタバレありなのでご注意。




『名探偵と呼ぶんじゃねえッ！』




　題名に偽りありです。

　全く名探偵なんて呼ばれてません（笑）。




　割りと行き当たりばったりで進めるのをコンセプトにしているこのシリーズ、開始当初は考えてもいなかったミステリ系のネタの登場にございます。

　これをミステリと言ったら、ミステリ関係者に誅ちゆう殺さつされそうですけど。




　ちなみに昔考えたネタなのですが。




　――『密室活人事件』

　本来人の出入りなどできない密室において、一人の男性が心臓発作を起こして倒れてしまう。当然、彼はそのまま死ぬはずだったのだが、何者かによって適切な心臓マッサージ及びＡＥＤ処置を受け、九死に一生を得る。

　だが一体何者がその閉ざされた密室に入り、そんな医療行為を施したのか!?

　疑わしき者達を屋敷に集める学生探偵周す防おう千せん里り。彼の名推理が冴える時、犬神家にまつわる四千年の呪いと、その陰で花開いたささやかな恋が、白日の下にさらされる！




　…………いや、後半は今考えてくっつけたんですけどもね。

　ともかく、『逃亡者』のリチャード・キンブルみたいに、妻殺しの容疑で警察に追われながらも、持ち前の技術と正義感から、密室で心臓発作を起こした人を助けつつ、逃亡を続ける元医者というキャラを考えたのですな。




　ええ。わかってます。みなまで言うな。わかってるから書いてねえんだってば。







『ＫＯＮＯＺＡＭＡ』




　とりあえず逆さから読まないよーに。




　しかし、例の某通販書店。

　大変に便利な反面、こう、過去の買い物履歴からこっちの趣しゆ味み嗜し好こうを見透かしたよーな『お勧めメール』とか送ってくると、何だか監視されてるようでどうにも落ち着きませんな。




　それでも明らかに勘違いしたお勧めをしてくるのを見ていると、それはそれで御間抜けで和なごんだりしますが。




　とりあえず私は『クイー●ズゲイト』の『密林の守護者チャム●ャム』は確かに買ったけど、『クイー●ズゲイト』そのものにはまるで興味がないので、いちいち新刊発売される度にお勧めしないで欲しい（笑）。




　ともあれ。

　千里の妹が出てきたりして少しずつ動き始めた舞台裏。はてさて。どうなりますことやら。作者にもいまいちわかりません（おい!?）。




　ではでは、また次の本で！




　二〇一〇／六／二七

　ＢＧＭ：なし

　ＭＡＣＨＩＮＥ：ｉｐａｄ６４Ｇ
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